
 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 報 告 書 
 

 

令和７年度 

自 令和７年４月  1 日 

至 令和８年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 

 

 



 

目 次 

 

 

Ⅰ．令和７年度事業報告 

（１）活動概況 -------------------------------------------- P 1- 3 

 

Ⅱ．運営組織の概況 ------------------------------------------- P 4- 5 

 

Ⅲ．事業実績と運営概況 

（１）サービス利用状況 ------------------------------------ P 6-15 

特別養護老人ホーム 

短期入所生活介護 

デイサービスセンター 

リハビリデイサービスセンター 

訪問介護（ヘルパーステーション） 

居宅介護支援事業所 

小規模多機能型居宅介護事業所 

認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム） 

地域包括支援センター・あんしんすこやかセンター 

サービス付き高齢者向け住宅 

定期巡回・随時対応型訪問介護訪問看護事業所 

訪問看護 

（２）部門別実行計画検証 

伊丹・尼崎事業部 --------------------------------- P17-26 

西宮事業部 --------------------------------------- P27-31 

川西・猪名川事業部 ------------------------------- P32-35 

宝塚・三田事業部 --------------------------------- P36-39 

神戸事業部 --------------------------------------- P40-43 

本部 ---------------------------------------------- P44 

 

Ⅳ．三法人連携会議・研修 ------------------------------------ P45 

 

Ⅴ．地域貢献事業・活動 -------------------------------------- P46-58 

 

Ⅵ．ボランティア活動 ----------------------------------------- P59-62 

 



令和７年度事業報告 

 

 

我が国が誰も経験したことのない超高齢社会を迎えようとしており、社会構

造そのものが変革期にあるなか、当法人では「『高齢者のくらしのしあわせ』か

ら地域を元気に！」というテーマを掲げ、事業を展開してまいりました。 

福祉を「くらしのしあわせ」と再認識し、従来の常識を見直して「くらしのし

あわせ」を追求することこそが、社会福祉法人の責務であると考えます。このた

め、本年度は「福祉＝介護保険事業」という既存の枠組みを超え、「福祉＝くら

しのしあわせ」を実現する法人への転換を目指し、多角的な事業領域の検討と経

営基盤の強化に取り組みました。 

 

以下に、本年度の重点事項の主要な取り組みおよびその成果について報告い

たします。 

 

 

（１）事業領域の見直しによる多角的な事業領域の検討 

高齢者介護から高齢者福祉への転換を掲げ、従来の介護保険事業に留ま

らない多角的な事業展開およびサービスの質の向上に取り組みました。 

 

① 介護・福祉サービスの提供 

（ア）次期中期計画の策定と周知 

次期中期計画「未来を耕す共創ビジョン 28」および令和 8年度事業

計画基本方針を策定しました。 

1 月 15 日には全体職員会にて全役職員へ周知を行い、次年度に向

けた意識統一を図りました。 

（イ）質の向上と多法人連携 

三法人連携（代表者会・運営責任者会議）を継続しました。 

下半期には特定社労士を招き、管理者向け労務研修（11月：年収の

壁・労災・育介法、2月：カスタマーハラスメント対策）を実施し、

マネジメント能力の向上に努めました。 

（ウ）戦略的な利用者獲得 

7月より開始した「夏季利用者増強運動」を継続し、低迷していた

小規模多機能型居宅介護事業所などの登録者増を実現しました。 

また、計画的な営業体制構築のため、ＫＰＩ（重要業績評価指標）

の設定と管理ツールを導入し、データに基づいた戦略的な事業展開

を開始しました。 
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② ＪＡとの連携強化 

（ア）営農連携と地域貢献 

ＪＡの営農総合センター指導のもと、屋上菜園での園芸活動を継続

し、収穫した食材を地元の子ども食堂へ提供するなど、多世代交流

と地域貢献を推進しました。 

（イ）ＪＡグループ内での経営改善連携 

介護事業を営んでいる県下のＪＡおよび関連法人と、経営改善や要

員確保に関する情報交換を定期的に実施しました。 

（ウ）新規事業・保険外サービスの決定 

新規事業検討プロジェクトにおいて、保険外サービスとして高齢者

の「総合支援事業」および「生活支援事業」の実施方向を決定しま

した。 

 

（２）経営資源の再配分 

労働人口の減少を見据え、労働力の最適化と生産性向上に向けた投資を

加速させました。 

 

① 労働力の再配分 

（ア）人材確保と管理体制の強化 

管理者不足を補うため、下半期に管理監督職（課長級）3名の中途

採用を実施しました（11月より順次入職）。 

また、陸・海・空の自衛隊を含めた広域な求人登録を行い、多様な

人材確保に努めました。 

（イ）職員の定着とキャリア形成 

新人事システム（jinjer）の活用をさらに進め、残業時間管理およ

びシフト管理を通じた「人件費の予算統制」を実施しました。 

これにより、特に小規模多機能型居宅介護事業所において、適正な

人員配置による経費削減と労働時間の適正化に一定の効果を確認

しました。 

（ウ）本部業務の効率化 

本部業務の精査を行い、一部業務のアウトソーシング（外部委託）

を実施しました。 

これにより事務効率化を推進し、専門性の高い業務へ注力できる体

制を整えました。 

② 投資の実現 

（ア）生産性向上と組織文化の醸成 

「生産性向上委員会」を立ち上げ、５Ｓ運動（整理・整頓・清掃・

清潔・しつけ）を推進しました。業務上のムダ・ムリ・ムラを無く
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し、ワーク・ライフ・バランスの調和がとれた職場環境づくりに取

り組みました。 

（イ）安全管理へのＩＣＴ投資 

安全確保と事故発生時の迅速な対応を目的として、全小規模多機能

型居宅介護事業所において防犯カメラの設置を完了しました。 

 

（３）投資のための資金力と管理能力の強化 

安定的な経営基盤を維持し、次なる投資へ繋げるためのガバナンスとリ

スク管理の強化に取り組みました。 

 

① 資金管理能力の強化 

（ア）ガバナンスの強化 

「本部部長会」を通じ、ガバナンス強化と法人が直面する重要課題

（訴訟対応、労働団体との交渉など）について、合議による迅速な

意思決定体制を確立しました。 

（イ）事業部レビューによる収支管理 

毎月の「事業部レビュー」において、各事業所の動向予測と情勢分

析を実施しました。 

現場での要員検証を行うことで、当初計画した資金収支差額の確保

と人件費率の適正化を推進しました。 

（ウ）リスクマネジメントの導入 

法人全体の安全性向上と経営資源の最適配分を目的に、事業所に潜

む「潜在的なリスク」を可視化するリスクアセスメントの実施を開

始しました。 
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運営組織の状況
令和8年3月31日 時点

１．役員の状況
（１）役員・評議員の氏名及び役職等

２．職員の状況
（１）職員数の増減 単位：人 （４）その他の増減 単位：人

（５）年齢別人数 　 単位：人

（２）介護職の増減 単位：人

（３）専門職の増減　 単位：人

（６）令和4年度入退職数一覧 単位：人

施設長

パート職員 合 計

3月

1

13

合計

43

64

1月

2

4

2月

5

4

11月

7

9

12月

4

4

9月

1

3

10月

6

3

7月

4

6

8月

2

6

当期増減

当期末計

5月

3

3

6月

5

6

入職

退職

4月

3

3

（注２）(1)～(4)には、職員・職種変更を含んでおり、実数と合
致していない場合があります。

3

48

-2 1

34

合 計

82

区分 正 職 員 パート職員 合 計

前 期 末

～20歳未満 

20歳以上～25歳未満

25歳以上～30歳未満

30歳以上～35歳未満

35歳以上～40歳未満

40歳以上～45歳未満

81

前 期 末

当期増減

当期末計 203 261

区分

-8 -10 -18

58

正 職 員 45歳以上～50歳未満

50歳以上～55歳未満

66 213 279

5 15 22

7 6 3

0 2 1

45 36

55歳以上～60歳未満

  60歳以上～ 111 153

57 70 33 247 407

10 14 1 39 64

4 12 4 36 56

17 33

18 11 0 29 58

2 1 0 2 5

4 3 0 5 12

1 4

4 6 1 7 18

3 0 1 0

合計

4

年 齢 別
正 職 員 パート職員

男 女 男 女

64

（注１）　（４）その他の正職員には出向職員を含みます。

役職名

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

21 43

合 計

林 佳 史

非 常 勤

常勤・非常勤

理 事

当
期
末

計

うち男性

うち女性

前 期 末

当期増減

当期末計

評 議 員

評 議 員

理 事

理 事

監 事

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤 安部 春之

407

合 計

64

133

荒木 恭子 宮田 潤

常勤・非常勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

非 常 勤

氏　名

谷 千 代 子

前中 早苗

別当 綾子

坂本 孝二

濵 田 洋 行

127

295 428

35 43

247

280

氏　名

青山 昌宏

喜 多 豊

山本 秀樹

渡邊 善友

佐々木憲治

石割 信雄

役職名

理事長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

非 常 勤

常 勤

非 常 勤

当 期 減

90

47

33

正 職 員 パート職員

57

70 317

8

17

監 事 非 常 勤 田中喜代子

評 議 員 非 常 勤 田中 章博

区分

前 期 末

当 期 増

区分 正 職 員 パート職員

66

-2

21 45

0 -2
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コンプライアンス態勢運営規程

内部監査(定期監査・臨時監査) 法令遵守 震度5強、津波警報(必要と診断)

懲戒委員会 災害、感染症 震度6弱以上、大津波警報

衛生委員会 事故・苦情 豪雨、水害、土砂、地滑り災害等

虐待防止委員会

生産性向上委員会

DX推進委員会 地域発生早期(必要と判断)

食農連携検討委員会 地域感染期

Ｊ Ａ 兵 庫 六 甲

宝塚・三田事業部 神戸事業部

各委員会等

部 長 会

統 括 施 設 長

常 務 理 事

事 務 局 長

危機管理室 災害対策本部会議

感染症対策本部会議

理 事 長

（企画部・人事部・総務部）

栄

養

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

リ

ハ

ビ

リ

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

南

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

事

業

所

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

事

業

所

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

定

期

巡

回

・

随

時

対

応

型

訪

問

介

護

看

護

リ

ハ

ビ

リ

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

事

業

所

猪

名

川

町

猪

名

川

中

学

校

区

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

特 養

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

事

業

所

認

知

症

対

応

型

共

同

生

活

介

護

事

業

所

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

事

業

所

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

サ

ー

ビ

ス

付

き

高

齢

者

向

け

住

宅

オアシス向陽 オアシス神戸西 オアシス神戸北

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

八

多

淡

河

あ

ん

し

ん

す

こ

や

か

セ

ン

タ

ー

オアシス伊丹池尻 オアシス尼崎立花 オアシス西宮 オアシス大和 オアシス三田

理 事 会

オアシス猪名川

法人組織機構図

2026年3月31日 現在

伊丹・尼崎事業部 西宮事業部 川西・猪名川事業部

第三者委員

三法人連携会議

評 議 員 会

評議員選任・解任委員会

監 事

本 部 事 務 所

オアシス宝塚オアシス千歳
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１．特別養護老人ホーム

（１）入所者・退所者の状況 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

入 所 者 数 2 3 3 5 5 2 2 3 2 2 2 2 33

退 所 者 数 3 5 7 1 2 2 2 1 6 1 2 3 35

（２）介護度別入所者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ３ 0 1 2 2 2 0 1 1 1 0 0 0 10

要 介 護 ４ 1 1 1 2 2 1 0 0 0 2 1 2 13

要 介 護 ５ 1 1 0 1 1 1 1 2 1 0 1 0 10

合 計 2 3 3 5 5 2 2 3 2 2 2 2 33

平 均 介 護 度 4.5 4.0 3.3 3.8 3.8 4.5 4.0 4.3 4.0 4.0 4.5 4.0 4.1

２．短期入所生活介護

（１）要介護度別利用者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 １ 0 4 0 10 13 0 7 0 3 6 0 0 43

要 介 護 ２ 44 81 75 93 45 47 38 38 44 37 42 40 624

要 介 護 ３ 16 26 51 53 57 51 59 71 68 62 65 65 644

要 介 護 ４ 51 51 53 22 25 22 23 20 21 25 38 15 366

要 介 護 ５ 42 51 54 74 58 43 60 33 19 23 8 22 487

合 計 153 213 233 252 198 163 187 162 155 153 153 142 2,164

平 均 介 護 度 3.4 3.1 3.1 3.0 3.2 3.1 3.3 3.2 3.0 3.0 2.9 3.0 3.1

（２）特養・ショート合算月別ベッド稼働状況 単位：床・人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

総 ベ ッ ド 数 2,730 2,821 2,730 2,730 2,821 2,730 2,821 2,730 2,821 2,821 2,548 2,821 33,124

特 養 稼 働 数 2,534 2,510 2,331 2,458 2,532 2,443 2,602 2,540 2,579 2,546 2,330 2,594 29,999

シ ョ ー ト 稼 働 数 153 213 233 252 198 163 187 162 155 153 153 142 2,164

総 稼 働 数 2,687 2,723 2,564 2,710 2,730 2,606 2,789 2,702 2,734 2,699 2,483 2,736 32,163

利 用 率 98.4 96.5 93.9 99.3 96.8 95.5 98.9 99.0 96.9 95.7 97.4 97.0 97.1

３．デイサービスセンター

オ ア シ ス 千 歳

（１）登録者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

新 規 登 録 5 6 4 6 6 0 1 1 2 1 6 2 40

男 3 2 3 1 2 0 0 0 0 0 1 12

女 2 4 1 5 4 0 1 1 2 0 6 1 27

廃 止 23 3 3 2 4 1 2 5 3 6 4 2 58

登 録 数 106 109 110 114 116 115 114 110 109 104 106 106 1,319

実 利 用 者 数 89 86 91 87 100 97 95 99 88 87 93 97 1,109
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（２）利用状況

7Hー8H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 264 276 268 290 281 309 319 272 293 260 243 274 3,349

要 介 護 ２ 244 257 268 314 294 301 312 284 291 247 232 243 3,287

要 介 護 ３ 52 70 64 76 76 86 91 97 96 103 105 123 1,039

要 介 護 ４ 56 56 51 61 59 43 45 33 34 37 21 36 532

要 介 護 ５ 13 11 6 4 16 20 16 12 11 8 12 10 139

計 629 670 657 745 726 759 783 698 725 655 613 686 8,346

１ 日 平 均 利 用 者 数 24.2 24.8 26.3 27.6 27.9 24.2 29.2 27.9 27.9 27.1 25.5 26.4 26.6

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 3 5 8 9 8 8 7 4 8 6 8 8 82

要 支 援 ２ 31 31 31 38 38 32 38 40 36 37 38 39 429

事 業 対 象 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 34 36 39 47 46 40 45 44 44 43 46 47 511

１ 日 平 均 利 用 者 数 1.3 1.3 1.6 1.7 1.8 1.5 1.7 1.8 1.7 1.8 1.9 1.8 1.7

単位:人

介護保険＋介護予防 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年

１ 日 平 均 利 用 者 数 25.5 26.1 27.8 29.3 29.7 25.7 30.9 29.7 29.6 28.9 27.5 28.2 28.2

利 用 率 72.0 74.7 79.5 83.8 102.0 105.0 105.0 101.0 101.0 99.0 94.0 96.8 80.7

オ ア シ ス 向 陽

（１）登録者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

新 規 登 録 3 4 1 0 1 3 1 1 0 0 0 1 15

男 2 2 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 8

女 1 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 7

廃 止 0 2 0 3 1 1 1 0 0 1 0 1 10

登 録 数 41 43 44 44 42 44 45 46 46 45 44 45 529

実 利 用 者 数 41 42 42 43 39 44 44 46 46 44 44 43 518

（２）利用状況 単位:人

7Hー8H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

単位:人

6Hー7H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 80 90 87 105 100 102 108 100 103 71 70 78 1,094

要 介 護 ２ 31 30 19 24 20 8 10 8 20 20 19 15 224

要 介 護 ３ 49 54 49 49 46 49 49 42 49 43 45 45 569

要 介 護 ４ 22 13 12 13 12 14 13 12 14 29 29 35 218

要 介 護 ５ 20 19 20 12 3 2 3 3 3 3 3 2 93

計 202 206 187 203 181 175 183 165 189 166 166 175 2,198
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単位:人

5Hー6H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 39 46 53 48 52 57 56 47 58 56 53 58 623

要 介 護 ２ 35 31 35 32 35 44 40 38 39 32 31 36 428

要 介 護 ３ 0 2 8 8 4 10 14 12 13 11 12 13 107

要 介 護 ４ 0 0 0 0 1 7 0 8 9 8 6 4 43

要 介 護 ５ 3 4 4 3 4 0 0 0 0 0 0 0 18

計 77 83 100 91 96 118 110 105 119 107 102 111 1,219

単位:人

4Hー5H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

要 介 護 ２ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

要 介 護 ３ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 3

要 介 護 ４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 4

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3 5 0 11

単位:人

3Hー4H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5

要 介 護 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

要 介 護 ３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

要 介 護 ４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10

１ 日 平 均 利 用 者 数 12.7 13.2 13.7 12.8 13.2 14.4 12.7 13.5 14.0 13.8 14.2 13.0 13.4

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

事業対象者 4 4 4 3 4 5 8 4 3 0 0 0 39

要 支 援 １ 0 0 1 4 5 4 5 4 4 0 0 0 27

要 支 援 ２ 22 26 23 28 22 21 31 32 33 31 30 28 327

計 26 30 28 35 31 30 44 40 40 31 30 28 393

１ 日 平 均 利 用 者 数 1.2 1.4 1.3 1.5 1.5 1.4 1.9 2.0 1.8 1.6 1.5 1.3 1.5

単位:人

介護保険＋介護予防 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年

１ 日 平 均 利 用 者 数 13.9 14.6 15.0 14.3 14.7 15.7 14.6 15.5 15.8 15.4 15.7 14.3 14.9

利 用 率 77.2 81.1 83.3 79.4 81.6 87.2 81.1 86.1 87.7 85.5 87.2 79.4 83.1

４．リハビリデイサービスセンター

オアシス千歳

（１）登録者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

新 規 登 録 2 2 4 5 2 1 13 6 3 3 6 6 53

男 1 2 3 1 1 0 4 3 1 2 2 3 23

女 1 0 1 4 1 1 9 3 2 1 4 3 30

廃 止 3 5 1 2 3 6 2 2 9 2 8 4 47

登 録 数 129 129 130 134 133 134 139 142 139 137 139 139 1,624

実 利 用 者 数 123 123 124 128 130 128 136 132 130 122 126 135 1,537
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（２）利用状況 単位:人

3Hー5H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 231 225 234 272 208 213 256 213 213 193 207 240 2,705

要 介 護 ２ 90 76 71 68 100 97 111 95 94 82 80 102 1,066

要 介 護 ３ 0 10 8 9 13 13 12 16 14 6 9 12 122

要 介 護 ４ 8 4 4 6 8 9 6 5 5 6 12 18 91

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 329 315 317 355 329 332 385 329 326 287 308 372 3,984

１ 日 平 均 利 用 者 数 6.3 5.8 6.3 6.6 6.6 7.9 6.6 6.6 6.3 6.0 6.4 7.2 6.5

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 128 131 109 125 116 108 118 127 139 129 122 149 1,501

要 支 援 ２ 186 178 172 194 198 204 211 208 202 200 198 215 2,366

事 業 対 象 者 37 39 33 38 38 36 34 24 25 23 23 25 375

計 351 348 314 357 352 348 363 359 366 352 343 389 4,242

１ 日 平 均 利 用 者 数 6.8 6.4 6.3 6.6 7.0 6.7 7.2 7.2 7.0 7.3 7.2 7.5 6.9

単位:人

介護保険＋介護予防 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年

１ 日 平 均 利 用 者 数 26 25 25 26 27 26 28 28 27 27 27 29 26.7

利 用 率 73 68 70 73 76 73 77 77 74 74 75 81 74.3

オ ア シ ス 西 宮

（１）登録者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

新 規 登 録 0 1 1 3 1 0 1 0 0 0 0 1 8

男 0 2 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0 7

女 0 1 2 2 0 2 0 0 0 0 0 1 8

廃 止 1 3 2 2 3 3 2 4 6 15 14 0 55

登 録 数 79 79 75 75 75 73 73 70 65 55 48 22 789

実 利 用 者 数 73 68 69 69 72 70 70 62 61 46 32 20 712

（２）利用状況 単位:人

3Hー4H ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 180 170 167 165 142 180 174 162 175 125 91 40 1,771

要 介 護 ２ 109 106 91 106 91 84 84 57 50 43 24 20 865

要 介 護 ３ 42 48 46 42 52 63 66 59 40 22 30 24 534

要 介 護 ４ 8 14 16 20 15 18 19 21 15 14 12 12 184

要 介 護 ５ 4 7 14 13 11 22 18 16 11 4 4 5 129

計 343 345 334 346 311 367 361 315 291 208 161 101 3,483

１ 日 平 均 利 用 者 数 7.8 7.8 7.9 7.5 7.4 8.3 7.8 7.8 6.6 5.2 4.0 7.8 7.2

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 31 31 29 31 28 30 32 23 23 14 8 8 288

要 支 援 ２ 82 69 76 71 66 60 66 46 54 30 27 9 656

計 113 100 105 102 94 90 98 69 77 44 35 17 944

１ 日 平 均 利 用 者 数 2.5 2.3 2.5 2.2 2.2 2.0 2.1 1.7 1.8 1.1 0.8 1.3 1.9

単位:人

介護保険＋介護予防 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年

１ 日 平 均 利 用 者 数 10.3 10.1 10.4 9.7 9.6 10.3 9.9 9.5 8.4 6.3 4.8 9.1 9.0

利 用 率 69.0 67.4 69.6 65.0 64.2 69.2 66.5 64.0 55.6 42.0 32.7 64.6 60.8
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５．訪問介護（ヘルパーステーション）

オ ア シ ス 千 歳 単位：人・回

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平 均

利 用 者 数 102 103 106 110 108 111 115 119 115 112 112 111 110.3

実 働 回 数 1,028 1,062 1,031 1,053 1,059 1,071 1,117 1,030 1,041 1,011 960 1,102 1,047.1

オ ア シ ス 三 田 単位：人・回

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平 均

利 用 者 数 107 104 110 104 109 115 110 106 113 115 111 108 109.3

実 働 回 数 978 998 912 1,026 895 949 970 917 1,007 936 898 930 951.3

オ ア シ ス 宝 塚 単位：人・回

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平 均

利 用 者 数 66 66 64 62 62 63 63 63 59 61 57 63 62.4

実 働 回 数 406 383 431 372 398 427 373 398 415 385 406 398 399.3

オ ア シ ス 西 宮 単位：人・回

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平 均

利 用 者 数 23 24 23 21 24 21 21 18 19 19 16 16 20.4

実 働 回 数 134 128 124 133 129 124 130 119 119 108 105 100 121.1

6．居宅介護支援事業所

オ ア シ ス 千 歳 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 78 79 83 86 87 89 93 89 86 85 87 84 1,026

要 介 護 ２ 45 42 42 38 39 48 46 47 50 49 49 46 541

要 介 護 ３ 19 18 19 24 24 24 25 25 27 28 28 27 288

要 介 護 ４ 20 20 20 21 17 17 18 19 17 20 20 19 228

要 介 護 ５ 5 4 5 4 4 5 5 5 7 7 7 7 65

合 計 167 163 169 173 171 183 187 185 187 189 191 183 2,148

要 支 援 １ 21 20 20 19 19 22 23 23 25 25 24 26 267

要 支 援 ２ 27 26 29 31 32 33 32 33 33 32 32 31 371

事 業 対 象 者 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

合 計 51 49 52 53 54 58 58 59 61 60 59 60 674

オ ア シ ス 三 田 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 44 40 44 45 46 47 49 48 48 52 50 53 566

要 介 護 ２ 31 32 33 31 32 37 38 40 37 34 34 38 417

要 介 護 ３ 14 16 15 15 13 12 14 14 15 16 17 15 176

要 介 護 ４ 11 10 11 13 13 13 13 11 13 13 18 19 158

要 介 護 ５ 4 6 5 3 4 4 4 5 5 6 7 9 62

合 計 104 104 108 107 108 113 118 118 118 121 126 134 1,379

要 支 援 １ 19 19 19 21 21 22 23 30 29 33 35 31 302

要 支 援 ２ 16 16 16 14 14 15 21 19 17 19 17 18 202

事 業 対 象 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 35 35 35 35 35 37 44 49 46 52 52 49 504
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オ ア シ ス 宝 塚 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 25 29 33 30 - - - - - - - - 117

要 介 護 ２ 18 17 18 16 - - - - - - - - 69

要 介 護 ３ 9 7 7 7 - - - - - - - - 30

要 介 護 ４ 3 5 4 4 - - - - - - - - 16

要 介 護 ５ 3 3 3 3 - - - - - - - - 12

合 計 58 61 65 60 0 0 0 0 0 0 0 0 244

要 支 援 １ 7 8 8 8 - - - - - - - - 31

要 支 援 ２ 9 7 7 7 - - - - - - - - 30

事 業 対 象 者 0 0 0 0 - - - - - - - - 0

合 計 16 15 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 61

※宝塚居宅介護支援事業所は、令和7 年8 月1 日に西宮居宅介護支援事業所と統合いたしました。

オ ア シ ス 神 戸 西 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 80 76 72 73 73 74 74 74 68 71 64 62 861

要 介 護 ２ 63 59 61 64 58 60 58 60 57 60 59 60 719

要 介 護 ３ 35 37 42 36 36 37 34 34 41 33 38 40 443

要 介 護 ４ 17 19 17 15 13 16 13 19 15 13 16 19 192

要 介 護 ５ 15 15 14 13 13 12 15 15 14 11 9 8 154

合 計 210 206 206 201 193 199 194 202 195 188 186 189 2,369

要 支 援 １ 41 37 38 38 33 37 36 36 36 35 34 34 435

要 支 援 ２ 49 56 60 62 59 59 61 64 67 68 71 61 737

合 計 90 93 98 100 92 96 97 100 103 103 105 95 1,172

オ ア シ ス 神 戸 北 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 27 29 28 23 22 21 23 26 24 27 27 27 304

要 介 護 ２ 41 44 39 42 42 43 42 45 44 43 45 42 512

要 介 護 ３ 11 11 11 11 11 12 13 16 16 13 11 11 147

要 介 護 ４ 14 14 14 13 15 13 11 11 13 14 10 19 161

要 介 護 ５ 7 7 5 5 6 5 6 7 6 6 5 6 71

合 計 100 105 97 94 96 94 95 105 103 103 98 105 1,195

要 支 援 １ 7 7 7 7 7 8 8 10 9 12 13 14 109

要 支 援 ２ 17 16 16 16 14 16 17 18 19 19 21 21 210

合 計 24 23 23 23 21 24 25 28 28 31 34 35 319

オ ア シ ス 西 宮 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 14 13 12 12 41 46 46 44 51 48 51 50 428

要 介 護 ２ 14 13 13 15 30 32 32 35 33 32 34 35 318

要 介 護 ３ 3 4 6 5 17 18 18 18 19 15 15 16 154

要 介 護 ４ 2 2 4 3 7 8 7 7 8 8 9 8 73

要 介 護 ５ 1 1 1 2 8 6 8 5 5 5 4 6 52

合 計 34 33 36 37 103 110 111 109 116 108 113 115 1,025

要 支 援 １ 3 4 4 4 15 15 13 14 19 18 18 19 146

要 支 援 ２ 4 4 4 4 19 21 20 17 17 19 21 20 170

合 計 7 8 8 8 34 36 33 31 36 37 39 39 316

11



オ ア シ ス 猪 名 川 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 16 15 16 17 22 28 26 25 26 28 26 26 271

要 介 護 ２ 8 8 8 11 11 10 12 12 12 11 10 11 124

要 介 護 ３ 4 4 3 4 4 3 3 3 3 4 4 4 43

要 介 護 ４ 2 1 2 1 0 0 1 1 2 3 3 2 18

要 介 護 ５ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

合 計 31 29 30 34 38 42 43 42 44 47 44 44 468

要 支 援 １ 6 6 6 7 7 10 15 18 18 16 19 18 146

要 支 援 ２ 6 6 6 5 8 11 8 7 8 7 8 10 90

合 計 12 12 12 12 15 21 23 25 26 23 27 28 236

7．小規模多機能型居宅介護事業所

オ ア シ ス 大 和 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 19 19 19 20 21 22 24 24 24 22 23 24 261

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 6 5 5 7 7 8 8 9 9 7 8 8 87

要 介 護 ２ 7 7 7 7 8 8 9 8 9 8 8 8 94

要 介 護 ３ 2 2 1 0 0 0 0 0 0 2 2 3 12

要 介 護 ４ 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 32

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 １ 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 6

要 支 援 ２ 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 30

合 計 19 19 19 20 21 22 24 24 24 22 23 24 261

オ ア シ ス 猪 名 川 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 20 22 21 24 23 22 22 24 25 25 25 25 278

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 7 7 7 5 5 5 6 7 7 7 8 8 79

要 介 護 ２ 5 5 5 6 7 6 6 6 7 8 7 7 75

要 介 護 ３ 3 3 2 3 2 3 3 3 3 5 5 5 40

要 介 護 ４ 1 1 2 3 4 3 4 4 4 2 2 2 32

要 介 護 ５ 2 2 2 3 4 3 1 2 2 2 2 2 27

要 支 援 １ 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15

要 支 援 ２ 0 1 2 3 0 1 1 1 1 0 0 0 10

合 計 20 22 21 24 23 22 22 24 25 25 25 25 278
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オ ア シ ス 宝 塚 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 19 18 20 18 18 22 18 21 21 19 18 18 230

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 6 6 7 7 5 6 4 4 4 5 5 5 64

要 介 護 ２ 4 5 6 5 6 5 4 4 4 3 3 3 52

要 介 護 ３ 4 2 3 3 3 3 5 5 6 4 4 4 46

要 介 護 ４ 4 4 4 4 3 4 5 6 6 6 5 5 56

要 介 護 ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 ２ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

合 計 19 18 21 20 18 19 19 20 21 19 18 18 230

オ ア シ ス 尼 崎 立 花 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 17 15 17 18 19 20 18 20 19 19 18 17 217

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 3 3 3 2 2 2 2 4 4 4 3 3 35

要 介 護 ２ 4 4 6 7 7 7 6 6 6 6 6 6 71

要 介 護 ３ 2 2 1 0 0 1 1 1 1 2 2 2 15

要 介 護 ４ 5 4 4 5 6 6 6 6 6 6 6 5 65

要 介 護 ５ 0 0 1 2 2 2 2 2 2 1 1 2 17

要 支 援 １ 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 7

要 支 援 ２ 2 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 7

合 計 17 15 17 18 19 19 18 20 19 19 18 18 217

オ ア シ ス 伊 丹 池 尻 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 20 22 21 22 19 19 23 20 20 20 19 19 244

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 4 4 53

要 介 護 ２ 4 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 5 44

要 介 護 ３ 7 9 9 7 5 5 5 5 6 6 6 6 76

要 介 護 ４ 4 4 3 4 4 4 4 3 3 3 2 2 40

要 介 護 ５ 1 1 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2 25

要 支 援 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 ２ 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

合 計 20 21 21 21 19 20 21 20 20 20 18 19 240
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8．認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）

オ ア シ ス伊丹池尻 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 18 17 19 18 18 18 18 18 18 18 17 19 216

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 5 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 44

要 介 護 ２ 3 3 3 2 3 3 2 2 2 2 1 1 27

要 介 護 ３ 6 6 6 7 6 6 6 6 6 4 4 4 67

要 介 護 ４ 2 2 2 2 3 3 3 4 4 6 6 6 43

要 介 護 ５ 2 3 3 3 2 2 3 3 3 3 4 4 35

要 支 援 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要 支 援 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 216

9.地域包括支援センター・あんしんすこやかセンター

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 100 105 101 108 110 111 113 114 114 121 122 128 1,347

要 支 援 ２ 94 96 100 102 103 105 108 109 105 106 101 100 1,229

事 業 対 象 者 8 8 7 7 6 7 7 8 7 7 7 8 87

合 計 202 209 208 217 219 223 228 231 226 234 230 236 2,663

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 24 24 25 24 23 23 24 23 26 25 22 22 285

要 支 援 ２ 53 51 52 53 51 53 57 58 59 56 57 55 655

事 業 対 象 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 77 75 77 77 74 76 81 81 85 81 79 77 940

単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 支 援 １ 82 82 79 81 80 82 86 88 84 79 79 77 979

要 支 援 ２ 44 41 43 42 43 45 39 47 51 52 55 58 560

事 業 対 象 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 126 123 122 123 123 127 125 135 135 131 134 135 1,539

南地域包括支援センター

八多・淡河あんしんすこやかセンター

猪名川町猪名川中学校区包括支援センター
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10.サービス付き高齢者向け住宅

オ ア シ ス 西 宮

（１）入所者・退所者の状況 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

入 所 者 数 0 0 1 1 0 0 0 2 3 0 1 2 10

退 所 者 数 0 0 1 0 1 0 2 1 2 1 3 3 14

（２）介護度別入所者数 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

自 立 5 5 4 5 4 4 4 4 5 5 5 4 54

要 支 援 １ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 6 51

要 支 援 ２ 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 53

要 介 護 １ 10 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7 9 96

要 介 護 ２ 18 17 15 14 14 14 12 12 12 12 12 10 162

要 介 護 ３ 4 5 5 6 6 5 5 5 5 5 4 3 58

要 介 護 ４ 2 4 5 5 4 4 4 4 5 5 5 5 52

要 介 護 ５ 2 2 4 4 5 6 6 6 6 6 5 4 56

合 計 49 49 49 50 49 49 47 48 49 49 48 47 583

入 居 率 98.0 98.0 98.0 100.0 98.0 98.0 94.0 96.0 98.0 98.0 96.0 94.0 97.2

平 均 介 護 度 1.8 2.0 2.1 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.3 2.4 2.1 2.0 2.1

11.定期巡回・随時対応型訪問介護訪問看護事業所

オ ア シ ス 西 宮 単位:人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

請 求 実 績 数 27 28 27 27 27 28 28 25 27 22 21 41 328

単位:人

介護度別登録者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

要 介 護 １ 5 3 3 3 3 3 4 4 5 4 2 3 42

要 介 護 ２ 14 13 10 10 10 10 10 8 9 7 7 7 115

要 介 護 ３ 4 5 5 5 5 5 5 5 4 2 4 4 53

要 介 護 ４ 2 5 5 5 4 4 3 3 4 4 4 4 47

要 介 護 ５ 2 2 4 4 5 6 6 5 5 5 4 5 53

合 計 27 28 27 27 27 28 28 25 27 22 21 23 310

１2．訪問看護

オ ア シ ス 西 宮 単位：人・回

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平 均

利 用 者 数 9 10 11 11 13 14 11 8 10 9 10 12 10.7

実 働 回 数 84 97 87 86 92 104 92 69 103 81 88 75 88.2
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＜年間目標＞ ・新入所からご逝去までの期間が短く、空所が多く発生してしまいました。

４４８，５４６千円（特養・ショート合算） 　次年度は待機者の確保が重要になってくるので新体制の構築に努めたいです。

特養 　９７．７％ ・設備の老朽化が目立つので計画的に修繕する必要があると感じています。

ショート １０４．９％ ・車を使う外出を行い利用者の笑顔が多く見られました。（保険外収入にもなりました）

＜進捗・実績＞ ・外国人の育成に努め、5月から来られた2名は半年で日勤業務が行えるようになりました。

449632千円（特養・ショート合算） 　10月から来られた2名も能力に合わせた育成を行えています。

特養 95.6　％ ・重度化した要介護者の対応の育成の為、認知症ケアに力を入れました。

ショート 122.2％ 　次年度も引き続き認知症ケアに力を入れていきたいです。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1.事業目標達成のための予算統制の強化 1.ショートと連携を図り、空所時は有効利用に努めます。(6年度同様） 空所発生時は出来る限り、利用に努めましたが、空所が多く追いつかない事もありました。

1.空所発生後、2週間以内の新入所に取り組みます。 ご逝去や療養型への転院が多く、2週間以上かかる事もありました。

1.重度化した要介護4以上の利用者の新入所に努めます。 介護4以上の入所にも努めましたが、入所時から即ターミナルでご逝去となり利用期間が

1.ADLの低下や状態悪化した利用者の区変申請を行います。 短くなる事が課題です

1.事業所ごとのヒアリングの際に池尻・尼崎と連携しスムーズな入所に 状態の悪化が見られた際は、区変変更を行いました。

　に努めます。（1回／月）必要時は訪問し連携に努めます。 ヒアリングに参加し必要時は池尻に訪問しましたが他に入所され、契約に至らなかったです。

2.技術導入に向けた準備として業務の見直し 2.業務改善の検討を行いながら必要な機器について検討をはかります。 福祉機器展への参加し最新の入浴機器や移乗リフトの見学、体験をしました。

（生産性向上委員会への提案、福祉機器展示や研修の参加） 色んな備品の老朽化が目立つので、計画的に更新していきたいと思います。

1.JA兵庫六甲との連携 1.JA.組合員を対象とした介護セミナーを行い、福祉について理解を深め 11月に介護セミナーに参加し見学だけではなく、介護機器の体験までして頂きました。

　る機会を増やしてまいります。（1回／年）

1.地域に向けての見学会の実施を行います。（2回／年） 感染症（クラスター）等があり見学会の実施は出来ませんでした。

　また、災害時等、助け合える関係性を構築していきます。

2.地域との交流 2.利用者と外出し、地域とのふれあいの機会を企画、実施に取り組み 入浴業務のない日曜日を有効活用し多くの外出を行いました。

　ます。（3回／年） 利用者、利用者の家族様より大変喜んで頂けました。

車を使う事で保険外収入にもなりました。

1.組織風土の理解促進と変化の実践および 1..ICTを活用し業務負担の軽減を図り、離職率の減少に努めます。 aams,見守りシルエットセンサー、移乗リスト等を活用し負担軽減を図りました。

それらの外部への発信 （前年度より10％離職を減らす。） 人間関係も良く離職者は1名のみでした。

2.職員のモチベーション向上に向けた風土の醸成 2.業務基準の明確化に努め、だれでも理解できる手順書の作成及び ICT機器導入には至りませんでしたが、外国人の育成に努め人員の不足を回避し定着が

　ICT機器の導入を図り人員の不足を回避し、定着化に努めます。 出来ました。

（上期　業務基準、対象者の選定　下期　導入）
2.フロア会議の出席率向上を図り、課題達成に必要な情報の共有を F勤務や半有を活用し毎回平均9名参加出来ました。

　浸透を図ります。（現状より毎月2人～3人の出席率アップ） ZOOMはWi-Fiの環境等により使用はしませんでした。

（勤務調整、ZOOMの活用）
1.虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 1.多種職連携会議を開催し、情報共有に努めます。（12回／年） 感染のクラスターにより会議が出来ない月もありましたが、それ以外は毎回開催し

情報共有に努めました。

2.リスクアセスメントの実施による業務の手順化 2.法令順守のための運営書類を事業部及び法人内部の連携をもって 自主点検は1回のみに終わりました。1月に運営指導がありましたが、大きな指摘なく終える

　監査し不備改善をはかります。（自主点検2回／年） 事が出来ました。

3.認知症チームケア推進における専門職の育成及び加算取得に努め 感染症等がありリーダー研修1名、実践者研修1名の資格取得のみでした。

　ます。 次年度も認知症ケアに力を入れたいと思います。

（認知症実践者研修受講を3名以上・リーダー研修1名以上）
1.外国人人材の登用 1.チューター制度を活用し外国人人材育成に努めます。 人材育成に努め一人での勤務に移行出来ました。次年度はリーダー業務、夜勤業務に

　チューター職員と同じ勤務になるように調整を図ります。（3回／月） 入れるよう育成していきたいと思います。

2.人事考課の徹底 2.目標設定・中間評価の対面面談を全職員へ行い適正な評価に なかなか時間がとれず残業も増えてしまいましたが、全員面談を行う事が出来ました。

　つなげていきます。（2回／年　3月・10月）

3.ワークライフバランスの実現 3.人員の確保に努め有給取得率の向上を図ります。 外国人の育成もあり、前年度より多くの有給の取得が出来ました。

（現状より1日でも多く） 夏季と冬季に関してはクラスターもあり全員の取得は出来ませんでした。

3.夏季休暇・冬季休暇の取得に努めます。（夏季2日冬季2日消化する）

〇

◎
職員の管理・育成
の対応

〇

〇

〇

△

△

介護保険制度の対
応

〇
組織風土改革の対
応

〇

〇

〇

×

◎

進捗状況／課題

地域における公益
的な取り組み

経営面の対応 △
△
〇
△

△

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
稼働率目標

～利用者と家族が安全で安心出来る特養を目指します～
収入実績：
稼働率実績

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳特別養護老人ホーム

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ 情報発信元年として、デイのレクリエーションや食事の内容をインスタグラムへの
９８，７４０千円（基準緩和合算） アップをスタートできました。担当者会議において動画を共有し家族様やケアマネと

９４．７％ 共有しサービスの様子をお伝えることができ、関係構築の材料としました。
業務改善として、ホワイトボードを廃止したことで新規の準備物の時間と費用の

＜進捗・実績＞ 削減ができ、またインカムの活用で入浴業務の短縮にもつながりました。
９７，３３１千円（基準緩和合算） 保育園への訪問を継続でき、卒園時に挨拶来られ、地域交流を実現できました。

稼働率　　　　： 98.4％ 来年度はＫＰＩを活用した対面営業を続けること、またＳＮＳの活用の方法を再考し
情報発信します。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1.　事業目標達成のための予算統制の強化 1.　予算達成に向け、営業方法を工夫します。 １．①ＫＰＩを活用し月２～３件の訪問営業が実施できました。また、リハビリ中の
①居宅訪問営業月5件（動画を営業材料にする）実行します。（毎月） 動画を担当者会議でＣＭ、家族様と共有しています。

②６月に食費の値上げがあり、活動費として５０円の請求は実施しておりません。
③人件費率を65％を目指しシフトを作成、結果を職員にフィードバックし ③運転手が確保できた事、会議の開催時間を変更したことで残業時間を
 　やる気つなげます。 削減し、職員会議にて人件費率をフィードバックしました。

2.週１回と定期的ではなかったが、正職間で適宜、業務改善について検討しました。
3.　利用者や地域への連絡文書作成の機械化等、 3.　FAX送信をゼロを目標に居宅とのメールの活用します。（年度内） 3.①ケアプランデータ連携システムは活用できておりません。

効率化 ①ケアプラン連携システムによる提供表の送受信もしくはPDFによる 　メールにて提供表、実績の送受信を行っています。
　 メール送信を行います。

1.　JA兵庫六甲との連携 1.　福祉会の介護事業について広く知ってもらうため、JA組合員、地域、 1.伊丹市老人会、介護セミナーにてデイの見学やリハビリ、レクリエーションの
　　家族様向けに女性会と連携し介護セミナー等を行います。 体験に参加いただきました。

①１０月１７日福祉事業者コアエスの協力をいただき、福祉用具の研修会を実施、
②事業部の野菜マルシェの開催にCM、家族様、利用者を招待します。 個々の利用者の在宅生活に提案できるスキルアップの機会となりました。

2.　地域との交流 2.地域と交流、連携を深め、大災害時に備えます。 ②実施できませんでした。
①家族様向けの自宅での困りごと交流会を実施します。（2回/年） 2①家族様との交流を実施できませんでした。
②サン保育園、はぐくみ中央保育園との交流を実施します。（6回/年） ②年６回、利用者様がプレゼントを作成し、園児と歌やふれあい交流ができました。
③利用者様が地域のごみ拾い歩きを行い、地域の環境美化と ③予定通り、４月、５月、１１月、１２月に利用者様が地域のごみ拾いを行い、
　利用者様のリハビリとします。（4月、5月、11月、12月） 地域の環境美化活動ができ、施設の外を歩くリハビリが出来ました。

1.　組織風土の理解の促進と変化の実践および 1.　①職員が法人の取り組みや方向性を理解するため、管理者会議、 1.①管理者会議、多職種連携会議の内容を、都度正職員へＧメールにて共有し、
　　それらの外部への発信     多職種会議の内容をその都度正職員へGメールにて発信し 会議内で共有、法人の取り組みを理解できるようにしました。　

    正職員会議で説明し理解を積み重ねます。（1回/月）　 ５Ｓ活動にとりくみ、フロア内の5Ｓと業務の5Ｓに取り組みました。
2.　職員のモチベーション向上に向けた風土の 2.　①会議、ミーティングの場で自分の担当の進捗を発言します。 2.役割分担の進捗を共有することができませんでした。

醸成     自己発信が増えることで責任感のｱｯﾌﾟ、ｽｷﾙｱｯﾌﾟにつなげます。 8年度には実施できるよう役割分担を明確にします。
3.貼り絵や、園児向けのプレゼント制作を行っており、園児との

3.　利用者の個性、個別に特化したクラブ活動を 3.　①木工クラブ、音楽クラブ、エクササイズクラブ等を実施します。 ふれあい交流という目的を持った取り組みで、充実感、達成感になっています。
実施     千歳デイの特性とするため、クラブ活動の目的は認知症の方への

    刺激、充実感、達成感につなげることとします。
1. 生産性向上への対応 1.　①送迎からの連絡事項は伝達ではなく自分発信で申し送りノートへ 1.①送迎時の情報を自己発信し、情報発信の責任を持つことで利用者の情報収集

　　記入し、書く癖、見る癖をつけることで責任感とｽｷﾙｱｯﾌﾟを図ります。 や支援へのスキルアップになりました。
②ホワイトボードの特記事項管理を見直します。 ②ホワイトボード管理を廃止し、書面とインカムの活用という形で業務改善し、
（マグネット管理を廃止し、曜日毎の利用者名簿にチェックすることで マグネットや、テプラの消費削減ができました。
　業務の効率化、特記の発信、周知を行います。） 2①Ｒ8.1の運営指導を受け、ケースファイルについては不備のない状態に

2.　①法令順守のための運営書類を事業部及び法人内の連携をもって なりました。　その後、毎月チェックできる状態で管理しています。
　　チェックリストをもとに監査し不備改善をはかります。（自主点検　2回/年）

②相談員書類管理日を設け書類の管理に取り組む日を作ります。
（2回/月）

1.　人事考課の徹底 1. ①目標設定・中間評価の対面面談を全正職員へ行い適正な評価に 1.①年2回の対面面談を実施し、各職員の目標達成に繋げました。
   つなげていきます。（2回/年　時期未定）

2. 育成してもらうのではなく自分で勉強する習慣 2. ①実技バージョンの勉強会を行います。　（2回/年） 2.①7月25日　緊急時の対応と衛生管理訓練として嘔吐物の処理の訓練を
1. 緊急時の対応 実施しました。
2. 嘔吐物の処理

3.　メンタルケアの強化 3. ①各業務の業務内容を明確化（文書）しスキルギャップを埋め、 3①2年目の職員について、正職員としての日々の業務の確認を行い、
　 課題が明確にできるようにします。 課題を明確化し、サポートできる体制をとっています。

職員の管理・育成
の対応 ◎

〇

〇

介護保険制度の対
応 ◎

2.　リスクアセスメントの実施による業務の手順化 〇

組織風土改革の対
応

△

△

◎

×

×
×
◎
◎

〇

〇

地域における公益
的な取り組み ①福祉業者と連携し福祉用具の体験、ﾃﾞｲの体験会を実施します。（1回/年） 〇

×

〇

達成度 進捗状況／課題

経営面の対応 △
②利用者に向け活動費として一律料金50円を請求の理解を得ます。（上期中） ×

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

△

2.　技術導入にむけた準備としての業務の見直し 2. 業務改善により週1回15分MTGを実施、さらに業務改善の意見交換とします。 △

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
稼働率目標

デイサービス発信元年　デイサービスを体験して見て知ってもらおう
収入実績：

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳デイサービスセンター

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞
４１，００３千円 ・人材の育成に時間がかかり、既存の職員に対する負担が多くなってしまった。
   ２，２２１件
       ５７６件 ・３月に運営指導が入ることになり、１月より書類整理に追われていたことで、

＜進捗・実績＞ 　業務効率化が中々進んでいないことが分かりました。
年間収入 40,615千円 ・ケアマネ1人1人が得意な分野を生かして個別化したサービスの提供ができました。
介護給付 2148件
予防給付 674件

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1.事業目標達成のための予算統制の強化 1.事務作業の選定（事務員でもできる作業）を行い、作業の効率化を行う ・既存の職員に対しては業務の効率化を図れ、件数も増やすことができたが、
　ことで、ケアマネ1人平均+5件を目指しつつ、法人内事業所を紹介し 新人ケアマネの育成に苦心し目標に達することができませんでした。
　連携率を上げ、事業部全体の収益アップをはかります。

2.技術導入に向けた準備としての業務見直し 2.福祉事業所が主催する研修会や展示会へ参加（事業所で年2回以上）し、 ・日々の業務に追われてしまい、研修会への参加についても必要最低限の参
  報告書やフィードバック研修を通じて事業所課題の抽出をおこない、 加となってしまい事業所へのフィードバックまで行うことが目標の回数までは
　業務の改善につなげてまいります。 できませんでした。

3.利用者や地域への連絡文書作成の機械化、効率化3.FAXや提供表の郵送削減のため、パスワード設定をしたPDFを活用し、 ・ほぼ全ての事業所がメールでのやり取りへと変更ができました。
　年度内にペーパーレス化に取り組みます。（メールアドレスなどがない
　事業所やメールでのやり取りを拒否された事業所は除きます。）

1.JA兵庫六甲との連携 1JA.組合員や地域を対象としたセミナーを開催し、福祉について理解を ・セミナーへの参加はできた。また相談会なども行うことができました。
　深めていただく機会を増やしてまいります。（２回/年）

2.地域医療との連携 2.市や地域包括などが主催する医療と連携会へ参加し、医療従事者と ・年２回の連携会への参加はできました。（伊丹市地域包括連携会、伊丹・
　顔の見える関係性づくりに取り組みます。（２回/年） 摂陽地域包括主催多職種連携会議への参加）

1.事業別会議の積極活用による業務統一 1.法人内事業別会議の内容や必要なことを事業所職員へフィードバック ・年４回の会議へ参加し、フィードバックはできていました。
　し、意識を統一することで業務の統一化に取り組みます。

（１回/３カ月）
2.職員のモチベーション向上に向けた風土の醸成 2.各ケアマネの現状を居宅会議にて確認（1回/月以上）し、 ・ケアマネ一人一人に力量の差が出てしまい、力のあるケアマネに依存し

　特定の職員に仕事が偏ったり、困難ケースを共有することで事業所 てしまうことが多くありました。
　全体でのフォロー体制の確立を行い、落ち着いて仕事のできる
　環境作りに取り組みます。

1.地域との事例検討会の実施 1.多職種連携会議に参加します。（１回/年） ・年２回（7月、2月）多職種連携会議へ参加しました。

2.リスクアセスメントの実施による業務の手順化 2.法令順守のための運営書類を事業部及び法人内部の連携をもって ・自主点検は行えていました。
　監査し、不備改善をはかります。（自主点検　２回/年）

3.介護保険制度の勉強 3.地域包括との合同の勉強会を実施します。（４回/年） ・参加できました。
3.勉強会や研修に参加し、参加した職員が居宅会議などで伝達研修を ・参加できていたが、フィードバック研修が目標の回数に届きませんでした。
　行い、職員全体のレベルアップを図ります。（６回/年）

1.人事考課の徹底 1.目標設定・中間評価の対面面談を全職員へ行い、適正な評価に ・面談は行い、評価にもつなげることはできていました。
　つなげていきます。（２回/年）

2.メンタルケアの強化 1.事務員を育成（手順書の再作成を行う）し、職員の事務処理の負担を ・事務職員が6月にて退職し、以降は千歳事務の職員が兼務。そのため
　軽減し、持ち件数の増加をはかります。（ケアマネ１人35件を目標） 職員の事務の負担が表面化しました。

2.各職員に対するヒヤリングを面談以外に設け、メンタル面のフォローを ・年４回までヒヤリングができなかった。管理者一人ではフォローができない
　おこないます。（４回/年） 点があったが、既存の職員同士がフォローしあうことはできていました。

△

職員の管理・育成
の対応

◎

×

◎

〇
△

介護保険制度の対
応

◎

組織風土改革の対
応

〇

△

◎

◎

進捗状況／課題

地域における公益
的な取り組み

◎

経営面の対応

△

〇

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標

目標件数
介護給付
予防給付

利用者だけでなく関わりのある人すべてが幸せに暮らしていけるようにサポートします！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳居宅介護支援事業所

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ ・共に行う視点を意識付けることでサ責間で定着できており身体介護確保することが
５３，９００千円 できました。
      １１４人 ・けあぴあを活用することで業務の効率化・残業ほぼなしにできました。
　 １,１８６回 ・高齢ヘルパーの体調不良からの退職が目立ちました。人員確保が課題です。

＜進捗・実績＞
５２，０８５千円
      １１７人
　 １,１７７回

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

１．事業目標達成のための予算統制の強化 1．毎月の会議にて予算達成の意識付を行います。「共に行う」の視点から 1．共に行う視点から見直し、提案することを定着できており収入目標９７％。となり
自立支援を意識して提案し身体介護確保にて収入目標９５％維持します。 ました。

２．技術導入に向けた準備としての業務見直し ２．けあぴあの機能習得をはかり、業務見直に活用をはかります。 ２．けあぴあ機能習得し残業削減できた。月に１度の実技研修継続できました。
技術向上の為ヘルパーステーションに特化した研修会を開催します。

（１回/月）
３．利用者や地域への連絡文書作成の機械化 ３．ＦＡＸ送信及び書面のやり取りの削減で業務の見直しに取り組みます。 ３ー１．取り組み中。
　　等、効率化 ケアプラン連携システムやメール送信にて業務効率化、ペーパーレス化を

来年度内に実施します。 ３－２．集金０件目標に引き落としに移行にて進めています。リコーの手続きの不備と
振込ができない身寄りのない利用者様以外は、ほぼ引き落としにて対応できました。

１．ＪＡ兵庫六甲との連携 １．ＪＡ主催の研修や法人発信の介護セミナーに積極的に参加し、知識を １．11/14(金)ＪＡ５支店合同介護セミナーに参加しました。
深めます。（１回/年）

２．地域との交流 ２．オアシスカフェ、防災訓練、イベント行事を通じ地域住民との関りを ２．出張オアシスカフェ（伊丹小夏祭り７/２６(土)２７(日)参加）しました。
深め災害時など助け合える関係性を構築させます。（３回/年） 防災訓練１０/１６(木)R８.１/２０（火）自然災害、感染症にて実施しました。

地域の方との関りを大切に取り組めました。

１．職員のモチベーション向上に向けた風土の １．ひとりひとりの能力に応じた業務の振り分けを行い効率よく助け合える １ー１．求人や法人内にて登録ヘルパーの声はかけるが集まらない現状にて
　　醸成 環境を作ります。業務の効率化に努めることで人員不足を回避します。 高齢ヘルパーが体調面を理由に退職や体調不良者など続き人員不足が

１．職員会議の出席率９２％維持し、課題達成に必要な情報の共有を まだまだ課題ですが、けあぴあ活用により実績業務が効率化できました。
浸透させます。 １－２．職員会議の出席率８４％～９６％。欠席者へも情報共有できました。

２．サービスの質の向上 ２．利用者様、家族様向けのアンケートを年に１回実施しサービスの統一 ２．１１月の請求書発送時に送付し回収は担当ヘルパーより回収しました。
化を行い信頼関係構築に努めます。(1回/年） フィールドバックができませんでした。

１．リスクアセスメントの実施による業務の手順化 １．事業所内・事業所間・管理者内での情報共有をし内部監査での １．７月「介護事業実態調査」８月「指導監査に係るチェックリスト」を実施しました。
書類チェックを定着させます。（自主点検　２回/年） R８．１．８運営指導実施となりました。

２．生きがいを感じる取り組み促進 ２．今まで実現することを諦めていた趣味などに幅広く自費サービスに
て提案します。
「生きていてよかった」と思える自費サービスの促進をはかります。

３．多職種連携 ３．多職種連携行い視野を広げ職員会議にて情報共有に取り組みます。 ３．３ヶ月毎に１回開催できています。
（４回/年）

（感染対策、ＢＣＰ、虐待、事故、安全衛生、コンプライアンス、ハラスメント）

１．人事考課の徹底・人材育成 １．目標設定・中間評価の対面面談を全正職員へ行い、適正な評価ととも １ー１．正職員、常勤パート、登録ヘルパー実施しました。
に、課題を明確化させ目標達成に繋げていきます。（２回/年　３月・１０月）
１．常勤職員がスキルアップできるよう、経験に応じた外部研修へ参加し １－２．人員不足にてなかなか取り組めないがe－ラーニングを活用し各自
ます。 自己研鑽に取り組んでいます。
サ責に特化した研修、技術向上について、認知症についてなど。

（１回以上/年）
２．メンタルケアの強化 ２．日々のコミュニケーションの中でヘルパーひとりひとりのメンタル面 ２．人事考課面談を活用し年２回の面談を活用しメンタル面のケアも行っています。

を聞き出し必要に応じて個別にて面談を行いメンタルケアを行います。

◎

◎

◎

職員の管理・育成
の対応 ◎

◎

介護保険制度の対
応 〇

◎

◎

◎
〇

組織風土改革の対
応

地域における公益
的な取り組み 交流を深めＪＡ組合員の中から福祉会への就職に繋げるためチラシ

の共有などに取り組みます。

◎

◎
経営面の対応

◎

〇

〇
４．利用料金支払いは口座引き落としか振込のみにて集金０件を目指します。

進捗状況／課題

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
利用人数：
利用回数：

身近に感じて頂けるヘルパーステーションを目指します。
～利用者様一人一人が望む生活の実現～ 収入目標：

利用人数：
利用回数：

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳ヘルパーステーション

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ 4月に相談員が特養に異動となり、その後新しい相談員の定着に時間を要しました。
４９，１４８千円 相談員が定着しない中で、7月に実施された運営指導の準備では、他部署の方に

８６．８％ ファイルのチェックや書類の見直しを手伝って頂く事で、改めて事業所連携の大切
さを感じる良い機会となりました。

＜進捗・実績＞ 毎月予定しているケアマネリハビリ体験会では、様々な居宅のケアマネの方に来所
年間収入：50，658千円 頂きPTによる個別運動やマシンを実際体験する事で、ニーズの合ったご利用者様の
稼働率： ８8.2％ 紹介に繋げる事が出来ました。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1.事業目標達成のための予算統制の強化 1 事業所の取り組みを知って頂く為、ケアマネ勉強会を開催します。 1-1　毎月ケアマネ対象リハビリ体験会を企画いたしました。月によっては参加者の
勉強会や担当者会議では、ＰＴよりＬＩＦＥのフィードバックの活用性 　 い月もありましたが、実際ご自分で体験して頂く事で、リハビリの特色や事業所
を説明し、多職種が連携しメニューの見直しをはかります。 の取り組みを知って頂く、良い機会となりました。

1 職員の特技や資格を活かしたハンドマッサージ等を実施する事で 1-2　自費サービスは実施出来ておりません
リラックスして頂くと共に、自費サービスに繋げます。（下半期）

2.利用者や地域への連絡文書作成の機械化等、 2 新規利用者の初月引き落としが間に合わない場合は現金持参 2-1-1　引落が間に合わない場合は銀行振り込みでお支払い頂く事を、契約時の説
　効率化 ではなく銀行振込をお願いし、窓口対応の効率化をはかります。 明でしっりとお伝えし、現金での持参を減らすことに努めました

2 FAX送信及び書面でのやりとりの削減を目指し、実績はケアプラン 2-2　ケアプランデーターでの受け渡し事業所は増えていませんが、メールを活用し
伝送データーやメールの活用をはかります。 FAXでの受け渡しを減らすことが出来ました

1.JA兵庫六甲との連携 1 JA組合員や地域住民を対象としたセミナーや勉強会を開催し、 1-1　JA5支店合同介護セミナーに参加し、リハデイにて実際にマシンを体験して頂き
実際にマシン等に触れて頂き、介護保険サービスに興味を持って ました。
頂きます。 1-1　JAより花のある支店運動の一環として切り花やポットに入った花を頂き、利用者

1 JA主催の催しには積極的に参加し、JA職員との交流をはかる事で の方に花の植え替えや、水やりを手伝って頂きました。
何かあった時に助け合える関係性を築いてまいります。

2地域との交流 2 運営推進会議を開催し、ご利用者様や地域住民の方と意見交換 2-1　9月と2月の年2回、運営推進会議を開催いたしました。欠席される方も少なく、
の機会を持ち、更なるサービスと質の向上を目指します。（2回/年） 貴重な意見交換の場となりました。

2 サン・イタミ保育園、はぐくみ保育の園児と多世代交流を行う事で 2-2　ハロウィンやクリスマス等のイベントでは、園児が事業所に来所し多世代交流を
意欲の向上を図ると共に、助け合える関係性を築いてまいります。 図る事で、絆を深める事が出来ました。

1 生産性向上への対応 1 職員会議時、現状業務についての意見交換の時間を設け、 1-1　毎月の職員会議では必ず一人1件、業務の問題点や改善点を発表し、業務の
改善点を話し合う事で、業務の効率化を目指します。（1回/月） 効率化、生産性の向上を図りました。

2.職員のモチベーション向上に向けた風土の 2 業務基準を明確化し、誰でも理解できる手順書の作成を行います。 2-1　手順書の作成は出来ていませんが、申し送りノートの活用や、介護職員間での
　醸成 マシンリストの作成にて、問題無く業務を行えました。

2 急な欠員が出た場合でもスムーズに業務が進められるよう
人員不足を回避し職員の定着化につとめます。 2-2　急に体調不良の職員が出た場合でも、職員間で勤務調整を行い、人員基準に

反する事無く業務を遂行する事が出来ました。
1.リスクアセスメントの実施による業務の手順化 1 法令順守のための運営書類のチェックリストを作成し、定期的な

見直しをはかります。 1-1　7月に実施された運営指導に向け、全ての書類の見直しを行いました。
内部の連携をもって監査し不備改善をはかります。

　（自主点検　2回/年） 1-2　運転手さんとの連携を図る為、運転手会議の時だけでは無く、変更事項等があ
1 送迎事故、送迎ミスを防止する為、送迎コースや送迎時間の る時はLINEや申し送りノートを活用し、安全に運転が遂行できるよう、情報共有に

見直しや運転会議で情報共有を行い、ドライバーと連携をとり 努めました。
安全な送迎を実施します。

1.人事考課の徹底 1 目標設定・中間評価の対面面談を全職員へ行い適切な評価に 1-1  全職員が目標を達成出来る様、面談は行いましたがなかなか思うように時間を
つなげていきます。（2回/年　3月　10月） とる事が出来ませんでした。

2.育成してもらうのでは無く自分で勉強していく 2 キャリアアップを目指す職員には、資格取得に合わせた研修や 2-1　　資格取得を目指す職員には、働きやすいシフト調整を行いましたが、資格取
  習慣 実習に参加しやすいよう勤務調整を行います。 得に向けた研修や実習に参加する職員はいませんでした。

3.ワ―クライフバランスの実現 3 仕事と生活の両立を目指し、有給休暇取得の声掛け、残業ゼロを 3-1　　全職員有給休暇を定期的に取得することは出来ましたが、送迎の関係等で
目標に業務の効率化をはかります。 残業ゼロにすることは難しかったです。

〇

〇

〇

職員の管理・育成
の対応

◎
介護保険制度の対
応

〇

◎

◎

〇

△

◎

組織風土改革の対
応

◎
地域における公益
的な取り組み

〇

達成度 進捗状況／課題
◎

経営面の対応

×

〇

〇

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
稼働率目標

運動で心と体に幸せを
～貴方の笑顔が地域を元気に～

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳リハビリデイサービスセンター

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ ・施設内での食事イベントは特養、デイサービスで各1回以上実施できました
・施設内での食事イベント　月1回以上 　食農の取り組みとしてJA産の食材を使用したおやつを提供しました
・地域向けの栄養イベント　年1回以上 ・地域貢献活動は、尼崎の女性会の方向けに低栄養についてと調理実習を実施しました
・食事による事故防止　　　 年5件以内 ・異物混入の事故は年4回発生しましたが、目標は達成しています

＜進捗・実績＞
・施設内イベント　月1回以上達成
・地域向けのイベント　年1回以上達成
・食事による事故　　年4回と達成

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

①事業目標達成のための予算統制の強化 ① ・法人内の各事業所で栄養関連の加算を算定し、収益に貢献します。 ・関連加算は取得しています
・定期的なミールラウンドで療養食加算、経口維持加算の算定漏れ ・週3回以上のミールラウンドにて加算の算定漏れを防いでいます。
 を防ぎます。 　全体の60％を対象者になるよう毎月確認作業を行いました
・栄養補助食品や増粘剤は定期的に商品の見直しをはかります。 ・今年度は経管栄養剤の商品見直しを行い、経費削減に繋げましました

（1回/半年）
・必要な備品、機器はなるべく安価な業者と取引し支出を削減します。 ・今年度も厨房機器の修理が続きました。合い見積もりをとり、安価で安心できる
・設備が全体的に古いため、計画的な予算申請を行います。 業者との取引を心がけました。

②介護保険制度の研究による新たな加算の取得 ② 研修会へ積極的に参加し、新たな加算があれば算定できるよう、 ・新しい加算の算定はしていません
情報収集に取り組みます。

①JA兵庫六甲との連携 ① ・スマイル阪神で、地域住民向けにランチの提供と栄養イベントを開 ・R8.2月に尼崎小田支店女性会向けに栄養イベントを実施しました。尼崎小多機と
 催し、食を通じて栄養の大切さを伝えます。（1回/年） 連携をとり営業活動を実施しました。

・JAの野菜や果物を使用して、利用者に向けたおやつ作りにより、 ・年4回JA産の食材を使用したおやつ作りを実施しました。
　野菜の美味しさと季節感を感じていただき、より充実した食生活と 　テスティパルでは購入の難しい食材を使用し、特別感を出しました。
　なるよう取り組みます。（4回/年）

・JA介護セミナー等に参加し、組合員の方に福祉会についての理 ・千歳にて1回、宝塚にて1回、介護セミナーに参加し、組合員の方に福祉会に
　解を深めていただく機会を増やしてまいります。 　ついての宣伝活動に貢献しました。

①組織風土の理解促進と変化の実践および ① ・給食運営の変化に柔軟に対応します。 ・給食会社と連携をとり、イベント内容を充実させました。
　それらの外部への発信 　様々な形態での運営方法の情報収集、委託給食会社との良好な 　デイではレクリエーションの回数を増やし満足度の向上に貢献しました。

　関係を築き、満足していただける食事の提供を行います。 　また嗜好調査を実施しニーズに合わせた食事の提供ができるようにしました。
　 　他部署と連携し、利用者のニーズを取り入れ食事に反映します。 　行事の際は、インスタグラムへの投稿や栄養通信の掲載により広報活動を

　食事やイベントの様子を、えいよう通信やインスタで発信します。 おこないました。
・法人内事業所の食や栄養の管理、メニュー作り、食材の指導提案 ・小多機などの他事業所へ訪問し、食事運営の状況確認を行いました。
　など課題解決に取り組みます。 　衛生面や、食事に関する情報提供を行っていく予定ですが、まだできていません。

②職員のモチベーション向上に向けた風土の ② 職員の取り組みたいことを積極的に取り入れ、やりがいを通じて ・イベントや行事の際は意見交換を行い、個人の役割やモチベーションを
　 醸成 モチベーションの維持をはかります。 　引き出せるようにしました。

①虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ① 各種マニュアルの整備を行います。 ・備蓄食品のマニュアル作成、および更新を実施しました。
備蓄食品を利用した訓練や、使用方法を他部署へ周知します。 　1月に炊き出し訓練を実施しました。

②リスクアセスメントの実施による業務の手順化 ② 自主点検を行い、必要書類に不備がないよう定期的に確認を行い ・自主点検の実施はしていません。運営指導があり、書類の不備の大きな指摘は
ます。 　ありませんでした。
どの職員が行っても問題のないように業務手順を統一します。 　栄養素の不足とエレベーターの衛生管理が課題となっていますので、来年度は
また研修に参加し、他法人の情報収集に努めます。 　充足率8割以上を目標にしテスティパルにも協力を要請します。

①人事考課の徹底 ① 職員の強み、弱みを把握し、目標を明確化し評価に繋げます。 ・年2回、人事考課の面談を実施し、意見の共有をしています。
　 年2回の面談を実施し、課題の解決に取り組みます。

②育成してもらうのでは無く自分で勉強していく ② 年2回以上、各自で外部研修に参加し自己研鑽に努めます。 ・外部研修は、それぞれが3回以上参加済みです。
   習慣  研修内容は共有し、施設内給与栄養量の見直し、災害時のマニュアルなどに

 活用しました。
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×

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

食から高齢者の健康を支えよう！食事で笑顔に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス千歳栄養

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞
２９，６５１千円 ・プラン数が前年度より年間387件増加となったため増収になりました

・1名の離職もありましたが、欠員なく職員補充もできました

＜進捗・実績＞

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

１．DX、ICT、介護ロボ、システムの導入や １．伊丹市内の居宅および事業所へのケアプランデータ連携システム
　　検討会の開催 　　導入率がアップできるよう伊丹市への働きかけを行ってまいります。 1、自部署についてはケアプランデータ連携システム導入し、伊丹市への働きかけ

　　※令和7年1月6日時点、伊丹市では15事業所（内５事業所は 　　集合研修の開催には至りませんでした。
　　　 オアシス千歳）が同システムを導入済み。 　　圏域内の居宅への働きかけについては、6件中導入しないと断言している
　　　 他事業所の導入率が向上することで法人全体での 　　居宅が2か所、他のシステムソフトで他事業所と連携している等の理由で
　　　 事務作業効率の飛躍的向上が見込めます 　　導入できませんでした
　　　 南包括圏域内の事業所への導入フォロー体制整備に努め
　　　 圏域内事業所導入率20％を目指します。

１．JA兵庫六甲との連携 １．認知症サポーター養成講座をJAの支店で開催できるよう １．開催できていませんが、伊丹5支店合同介護研修、宝塚市長尾支店介護予防
　　働きかけを行ってまいります。（目標開催数年2回） 　　講座開催協力しました。

２．地域医療との連携 ２．圏域での多職種連携会議を開催し、認知症見守り連携ツールの ２．7月と12月に開催しました
　　作成を目指します。（年2回開催） 　　認知症見守りツール作成し、医療機関や関係機関に配布、周知しました

１．事業別会議の積極活用による業務統一 １．法人内で三包括での会議に参加して地域の現状・市町の取り組み １．法人内の包括連携会議は未開催でした
　　等の情報共有に取り組みます。 　　猪名川包括野主任CMの交流研修受け入れしました
　　内部交流研修にて三包括の連携強化に取り組みます。（年1回以上）

２．職員のモチベーション向上にむけた風土の ２．毎月の居宅会議に参加し、人材育成協力にて離職率の低減に ２．毎回参加はしませんでしたが、法人内サービスへの連携強化に努めました
　　醸成 　　取り組みます。

１．虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 １．前年度に実施した虐待アンケート結果に基づき １．事業部内の事業所への虐待研修実施しました
　　伊丹・尼崎事業部の職員に向けての虐待防止研修を
　　開催し、職員レベルの向上を図ります。

２．地域との事例検討会 ２-１．伊丹市ケアマネジメント支援会議を開催・参加にて、 ２-１．奇数月の開催にて事例検討会、学習会実施し相談対応力向上に努めました
   　　相談援助力の向上を図ります。
２-２．困難事例対応力向上研修に参加します。（年１回） ２－２．研修参加し事業所内伝達研修実施しました

１．メンタルケアの強化 １．年２回の対面面談を実施し、離職率０％を目指します。 １．年２回の面談実施しましたが、年度末で１名離職となってしまいました

２．ワークライフバランスの実現 ２．.夏季・冬季休暇の全日取得、年次有給休暇取得率６０％を目指し ２．夏季・冬期休暇全取得済
　　ます。　（法人平均５２．９％）
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◎
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△
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◎

達成度 進捗状況／課題

経営面の対応
✖

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 年間収入目標：

高齢者の笑顔で地域も笑顔に！

３２,０９３,５０４円

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： 南地域包括支援センター

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ 収入、登録者平均とも未達で終わりました。
収入目標　８３，２８４千円 利用枠の調整が遅く、利用者を適宜補充することが困難でした。
年間登録者平均　２３名以上確保 職員は配置基準に満たない状況が年度当初から続きました。

業務効率は、人員不足の状況から効率化の促進ができました。
＜進捗・実績＞

収入：７９，５３０千円
年間登録者平均：２０．３人

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

１,事業目標達成のための予算統制の １.管理者会議、事業部ヒアリング、職員会議での収支状況の周知と共に １．収入面の乖離が大きく、主原因は登録人数が目標値に届きませんでした。
　強化 　コスト意識の向上を全職員にて共有をはかります。(登録２３名以上の確保) 支出面での抑制は人件費減が貢献しました。
２.技術導入に向けた準備としての業務 ２.適正な人員配置と共に、効率的な業務となる利用者主体のスケジュール ２．人員不足が通年通して厳しく、事業部内外からの応援での配置となりました。
　見直し 　作成をおこないます。(法令順守及び７．５時間勤務の確立)

２,業務マニュアルの整備を行い、新人でも分かるケアの確立を図ります。 ２．マニュアル整備及び業務統一の意思決定を下期は積極的に実施しました。
３.利用者や地域への連絡文書作成の機械化等、 ３.電子申請やタブレット入力など、記録時間の短縮と情報の共有を図り、 ３．連絡ノートとシフト表配布を電子化できました。
　効率化 　紙媒体記録の削減にとりくみます。(健康管理表・連絡ノート・シフト表など 一方で、健康管理表は紙媒体残りました。

　５０パーセント削減を目指します。）
１,JA兵庫六甲との連携 １,スマイル阪神の定期購入による、新鮮食材の確保と食の提供をおこな １．スマイル阪神は下期は季節の果物購入のみに切替ました。

　います。
１,支店とのメール便や小口清算時などに、地域の情報共有をはかります。 １．事業所小口現金は下期にクレジットカードに切替ました。

替わって、介護セミナーの開催による情報共有ができました。
１,新規利用契約時の料金引落口座JA口座５割以上に取り組みます。 １．利用者都合により、ＪＡ口座が多くありませんでした。

２,かかりつけ医、運営推進委員会、地域の民生 ２,事業所内の運営にも注力しながら、管理者が筆頭になり外部との連例 ２．昆陽支援高等学校の各種実習を通じての連携が増え、ほぼ毎月関わりを
　委員、地域包括との連携 　に努めます。(地域活動の参加者UP) 持つことがで゜きました。

２,たんぽぽ食堂(毎月１回)、阪神昆陽学校(パン販売・清掃)の受け入れ ２．たんぽぽ食堂、阪神昆陽特別支援学校を通じた活動には通年で参加できました。
　による地域交流を深め、お互いに助け合える関係性の構築を図ります。

１,事業別会議の積極活用による業務統一 １,業務基準の明確化、手順書の作成による職員の定着に取り組みます。 １．業務手順の意思統一に下期は正職員を交えて積極的に活動ができました。
１,業務の見える化をすすめ、効率化と質の向上に取り組みます。 １．業務の効率化に着手することができました。今後も継続してきいきます。

２,職員のモチベーション向上に向けた風土の ２,職員会議での目標と課題を共有する機会として、充実を図ります。 ２．職員会議は、発信の場と意見交換の場の両側面から、積極的に開催ができ
　醸成 ２,職員会議の出席率向上７割以上に取り組みます。 ました。

(利用情報共有・収支状況確認・研修機会) ３．下期からは参加人数も増えて目標値に近づくことができました。

１,虐待　感染症　身体拘束　BCPに対応 １,多職種会議での課題共有として、自事業所での周知と継続した研修と １．多職種連携会議でのトップダウンの意見の共有、事業所からのボトムアップ
　訓練の開催をおこないます。 の意見集約につとめることができました。

２,リスクアセスメントの実施による業務の手順化 ２,ケア毎のリスク共有と共にケアの質を向上をはかります。 ２．事故の振り返りは都度開催できましたが、気づきの提出件数が少なかったです。
(事故件数３件未満・ケアの向上となる気づきノート２０件以上/毎月)

２,事業部間の内部監査および自主点検による適正な運営をはかります。 ２．書類の整理は進捗が少なかったので、翌年度の持越しとなりました。

１,外国人人材の登用 １,雇用獲得に向けて外国人人材の受入れについて人事部と調整を １．外国人人材雇用はありませんでしたが、下期は介護福祉士の雇用が好調でした。
　はかります。

２,人事考課の徹底 ２,１年ごとの成長となる目標設定、成長を共有できる評価面談を実施 ２．職員の目標・資格取得の意思を知ることができ、今後のキャリアアップの
　します。　(年２回) ヒントをつかむことができました。

３,メンタルケアの強化 ３,事業所内のハード、ソフト面の職場巡視による事故や病気の予防に努め ３．安全衛生推進会議や５Ｓ活動を通じて、職場環境の整備に着手できました。
　ます。(毎週金曜)

４,キャリアアップの為の研修への参加 ４,認知症実践研修への参加促進と共に、事業所内での研修発表と展開し ４．職員不足の時期が長く、研修受講がかないませんでした。
　ます。(毎月１回以上)

×

△

〇

〇

×

職員の管理・育成
の対応

×

介護保険制度の対
応

〇

◎

〇
〇

組織風土改革の対
応

〇
〇

地域における公益
的な取り組み 〇

△
◎

△

進捗状況／課題

経営面の対応 ×

△

達成度

〇
〇

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

ご利用者に　ご家族に　職員１人１人に
　　　  ひとつ　ひとつのケアに　　私たちは　心を尽くします！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス伊丹池尻小規模多機能型居宅介護事業所

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ 補正予算では収入目標を下回りました。
１０１，８５３千円 人件費は、人員不足もあり大きく減少しました。

 ９７．２％以上 収支差額は、人件費の人員不足による支出減が寄与して予算達成をすることが
できました。

＜進捗・実績＞ アームスは職員の夜間の業務負担減に大きく寄与しました。
収入：１０１，８９４千円 職員の安定確保が通年を通じて厳しいものがありました。
稼働率：９７．５％

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

１,事業目標達成のための予算統制の １.管理者会議、事業部ヒアリング、職員会議での収支状況の周知と共に １．収支差額は上回ることができました。
　強化 　コスト意識の向上を全職員にて共有をはかります。(登録定員１８名の確保) 支出面での抑制は人件費減が貢献しました。

　人件費(3.0/日)、食材費(予算内確実/毎月)の徹底をはかります。 食材費は妥当な価格のイオンネットスーパーへの切り替えを実施できました。
２.技術導入に向けた準備としての業務 ２.アームスの展開にて、効率的な業務となる利用者主体のスケジュール ２．人員不足が通年通して厳しかったです。
　見直し 　作成をおこないます。(法令順守及び７．５時間勤務の確立) アームスは夜間や看取り時での職員からの評判も良く、有効活用ができました。

２,業務マニュアルの整備を行い、新人でも分かるケアの確立を図ります。 ２．マニュアル整備及び業務統一の意思決定を下期は積極的に実施しました。
３.利用者や地域への連絡文書作成の機械化等、 ３.電子申請やタブレット入力など、記録時間の短縮と情報の共有を図り、 ３．シフト表配布を電子化できました。
　効率化 　紙媒体記録の削減に取り組みます。(健康管理表・日誌・シフト表など 一方で、健康管理表・日誌では紙媒体が残りました。

　５０パーセント削減を目指します。）
１,JA兵庫六甲との連携 １,事業部連携による介護セミナーの連携を図ります。 １．ＪＡや老人会の介護セミナーを共同実施できました。

１,スマイル阪神の定期購入による、新鮮食材の確保と食の提供をおこな １．スマイル阪神は下期は季節の果物購入のみに切替ました。
　います。
１,支店とのメール便や小口清算時などに、地域の情報共有をはかります。 １．事業所小口現金は下期にクレジットカードに切替ました。
１,新規利用契約時の料金引落口座のJA口座５割以上に取り組みます。 替わって、介護セミナーの開催による情報共有ができました。

２,かかりつけ医、運営推進委員会、地域の民生 ２,事業所内の運営にも注力しながら、管理者が筆頭になり外部との連携 １．利用者都合により、ＪＡ口座が多くありませんでした。
　委員、地域包括との連携 　に努めます。(地域活動の参加者UP) ２．昆陽支援高等学校の各種実習を通じての連携が増え、ほぼ毎月関わりを

２,入居者の健康管理を行い、必要に応じて往診や入退院の調整を行い 持てました。
　退去があれば、2W以内の新入居を目指して取り組みます。 ２．新規入居は順調に進みましたが、２Ｗ以内は達成できませんでした。

１,事業別会議の積極活用による業務統一 １,業務基準の明確化、手順書の作成による職員の定着に取り組みます。 １．業務手順の意思統一に下期は正職員を交えて積極的に活動ができました。

２,職員のモチベーション向上に向けた風土の ２,職員会議での目標と課題を共有する機会として、充実を図ります。 ２．職員会議は、発信の場と意見交換の場の両側面から、積極的に開催ができ
　醸成 ２,職員会議の出席率向上７割以上に取り組みます。 ました。

(利用情報共有・収支状況確認・研修機会) ２．参加人数は常に少なかったです。
２,家族会及び家族への情報発信について検討します。 ２．オアシス通信や面会時を通じて情報発信に取り組みました。

１,虐待　感染症　身体拘束　BCPに対応 １,多職種会議での課題共有として、自事業所での周知と継続した研修と １．多職種連携会議でのトップダウンの意見の共有、事業所からのボトムアップの
　訓練の開催をおこないます。 意見集約につとめることができました。

２,リスクアセスメントの実施による業務の手順化 ２,ケア毎のリスク共有と共にケアの質の向上をはかります。 ２．事故の振り返りは都度開催できましたが、気づきの提出件数が少なかったです。
(事故件数３件未満/毎月・ケアの向上となる気づきノート２０件以上)

２,事業部間の内部監査および自主点検による適正な運営をはかります。 ２．書類の整理は進捗が少なかったので、翌年度の持越しとなりました。

１,外国人人材の登用を検討 １,雇用獲得に向けて外国人人材の受入れについて人事部と調整を １．外国人人材雇用はありませんでしたが、下期は介護福祉士の雇用が好調でした。
　はかります。

２,人事考課の徹底 ２,１年ごとの成長となる目標設定、成長を共有できる評価面談を実施 ２．職員の目標・資格取得の意思を知ることができ、今後のキャリアアップの
　します。(年２回以上) ヒントをつかむことができました。

３,メンタルケアの強化 ３,事業所内のハード、ソフト面の職場巡視による予防に努めます。 ３．安全衛生推進会議や５Ｓ活動を通じて、職場環境の整備に着手できました。
　　(毎週金曜)

４,キャリアアップの為の研修への参加 ４,認知症実践研修への参加と共に、研修発表にて展開します。（受講促進） ４．職員不足の時期が長く、研修受講がかないませんでした。
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△
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達成度 進捗状況／課題
〇

経営面の対応

〇

△

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
稼働率：

ご利用者に　ご家族に　職員１人１人に
　　　　ひとつ　ひとつのケアに　　私たちは　心を尽くします！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス伊丹池尻グループホーム

せ 目標値 総括
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＜年間目標＞ 収入・登録者数ともに未達で終了となりました。
８１，９０６千円 営業活動を進めてきたが、FAX営業の効果はほとんどありませんでした。

７７．７％ 対面営業にて何とか登録者18名以上は確保は出来たものの、20名を超えるのが
６９．３％ 困難でした。

＜進捗・実績＞ 前年度から管理者変更に伴い、人員配置及び業務効率化に力を入れてまいりました。
収入 67.513千円 少しずつ業務効率化の方は進めてまいりました。
通い稼働率　63.3％ 外部への営業及び地域イベントや関わりへの注力が十分にできませんでした。
宿泊稼働率　67.6%

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

・事業目標達成のための予算統制の強化 ○ ○ 登録者数20名を超える事が困難で、一時的に20名到達するものの、すぐに
18～19名となりました。

・技術導入にむけた準備としての業務の見直し FAX営業の効果がほとんどなく、対面営業の方が効果はあるように見受けられ
ました。
対面営業（特に一度問い合わせや紹介があったところ）に対しての積極的営業

・DX　ICT　介護ロボ、システムの導入や検討会の ○ 職員会議等を通して、改善すべき点を都度洗い出しに取り組みます。 が十分とは言えませんでした。
 開催 ○ 職員会議にて都度生産性向上に向けた取り組みの情報共有をおこないました。

ほのぼのをフル活用し、申し送り内容を簡潔に閲覧しやすくしました。

・JA兵庫六甲との連携 ○ ○ 立花北ふれあい委員会への出席や、介護セミナー開催を実施できました。
引き続き、ご家族様やその他地域の方向けの見学会等を令和8年度も企画いた

・民生委員、包括等との繋がりを持てるようにする。 します。

○ ○ 2か月に1回実施、都度情報共有を図る事が出来ました。

・事業別会議の積極活用による業務統一 ○ ○ 人員配置的に、出席自体が難しいところがありました。次年度には確実に出席
できる体制の確保をはかります。

・組織風土の理解促進と変化の実践および ○ ○ オアシス通信を通じて、利用者様およびご家族様に向けて取組み内容を発信
 それらの外部への発信 しました。

今後、地域の方向けに取り組み内容等都度発信する取組みを検討します。

・虐待　感染症　身体拘束　BCPに対応 ○ ○ 研修を通じて、各自で学習　防災訓練・消防訓練にて全職員で意識付けに取り
組みました。また、利用者様も一緒に参加することで共に意識する事がて゜きま
した。

・リスクマネジメントの実施による業務の手順化 ○ ○ マニュアルやフローチャートを常に見える所に掲示、保管に取り組みました。

・訪問体制強化加算の算定 ○ ○ 訪問回数は200回以上を確保しました。今後も継続して取り組みます。

・外国人人材の登用 ○ ○ 本年度は実施となりませんでした。今後の展開次第では視野に入れておく必要も
考えております。

・人事考課の徹底 ○ ○ 個々の日頃から気になっている事の聞き込みや、必要に応じて時間を設け、
話し合いの場を作る事を意識しました。

・メンタルケアの強化
・キャリアアップの為の研修への参加促進 ○ 下半期に認知症実践者研修受講（職員1名） ○ 本年度は実施できませんでした。次年度の実施に向けて取り組みます。

○ 研修受講のためのシフト調整を都度実施し、受講促進を図ります。 ○ 希望時は随時対応出来る様にいたします。

×
認知症リーダー講習の受講により、次年度に認知症加算の上
位加算を算定できるように取り組みます。

△

人材確保及び人件費のことを考慮し、将来的な外国人の登用
も検討します。

×

職員の管理・育成
の対応 人事考課による評価や面談だけでなく、日々の中で必要に応

じて面談によって個々の状況を把握すると同時に、メンタルケ
アにもつなげ、結果、個々の気力アップから介護技術アップを
図ります。

〇

様々な場面におけるマニュアル、フローチャートを作成し、リス
クマネジメントによる手順化に取り組みます。

〇

訪問回数が月２００回を切らないよう積極的な訪問サービスに
取り組みます。また送迎時に訪問にてご自宅やご本人の様子
を伺います。

◎

介護保険制度の対
応

虐待、感染症、身体拘束、BCPのマニュアルを職員間で都度情
報共有を図ります。また、防災・防火訓練においても全職員で
意識づけと情報共有が図れるよう取り組みます。

◎

組織風土改革の対
応

3か月に1回の事業所連携会議にて、他事業所との意見交換を
行い、事業所間での助け合いができるよう取り組みます。

△

広報誌（月1回作成）、イベント、インスタの活用（月1回更新）に
より、利用者様やそのご家族様、地域の方に当事業所の周知
を図り、新規利用者の獲得や職員の人員確保をはかります。

〇

また、介護に関する相談会を実施し、地域の介護相談窓口に
なることを目指します。

運営推進委員会を通じて、地域行事などの情報を共有し、地
域との交流を図ります。

〇

地域における公益
的な取り組み

JA組合員向けの講習会を実施し、地域の方との繋がりを持つ
事で、緊急時の応援体制の構築をはかります。

△

介護食講座を組合員様だけでなく、ご家族様や地域の方向け
に実施します。（年２～３回）。

達成度 進捗状況／課題
利用登録数25名を基準として、外部事業所への対面営業と、F
AX営業を実施し、月平均2～4名の問い合わせに対し1～2名を
新規利用に繋げる。その為に問い合わせがあったら、48時間
以内に連絡（対面や電話等）をする事で営業先とのつながりを
持ち、新規利用につながるよう取り組みます。

×

〇
介護技術、介護ソフト等のシステムを導入し、手書き書類の廃
止により記録面での効率化とペーパーレスに繋がる様取り組
みます。

経営面の対応

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス尼崎立花小規模多機能型居宅介護事業所

せ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 収入目標：
通い稼働率
宿泊稼働率

「やさしく　すばやく　ていねいに」
「こころのオアシス」を目指します
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＜年間目標＞ 通期稼働が49.0戸と目標に届きませんでしたが、一方でその他収入の増加と
： 千円 運営経費の減少により、収支差額では予算にほぼ同となりました。通期稼働の
： 戸以上 落ち込みの要因としては退去数が過去最多の13件でした。退去理由の

内訳はご逝去や入院・療養型への転居でした。運営9年目であり、開設当初に
＜進捗・実績＞ 入居された利用者を中心に退去が目立ちました。また、要介護度のある利用者を

収入実績　： 124,197千円 中心に入居を進めてきたことがあり自立の方に比べて退去までの利用日数が短い
通期稼働　： 49.0戸 ケースが多くありました。地域の取り組みは社共との関係構築が進み、イベントなど

多く取り組めた実りある1年となりました。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1 事業目標達成のための予算統制の強化 1 毎月の収支管理と分析をスピード感を持って行い、事業目標の達 特に支出の要因についての考察をこまめに行いました。予算を意識した運営を
　　成に向けて随時の課題抽出を行います。 念頭に職員会議での数値確認を行い、部署全体で目標達成に向け行動しました。

2 DX、システムの導入、推進 2 導入済みシステムの活用（ジンジャーなど）と推進を行います。　 ジンジャーへの理解を深めることを進めました。また、スプレットシートの稼働や
3 収益・規模を拡大させるための施策・検討の 3 ①20％の食事料金の改定を実施します。　（4月改定を目標　） Ｇメール、スラックの活用を推進しました。その結果、滞りの少ない連絡体制が

実施 　入居者への理解を得るべく入念に準備し、説明会を実施します。 構築され業務効率化となりました。また、事業所全体でも推進を行いました。
その他サービスの拡充（企画・実施） 　　②サ高住独自の付き添いサービスの単価改定を提案します。　　 食事料金を改定し、その他収入増加となりました。付き添いサービス料金の

　 ③新規入居者の家賃改定を行います。　④共益費の改定へ向けた 価格改定について年間を通じて改定に向けた検討ができました。次年度に向けて
　準備を行います。⑤新しいその他サービスの提案を実施します。 足がかりができました。家賃改定実施までには至りませんでした。

1 JA兵庫六甲との連携 1 イベントの共同企画（移動販売やクリスマス会等）の提案を行い、 西宮支店との連携については維持となりました。共同イベントの実績には至らず
傘下組織として一体感を持てる取り組みを行います。 次年度に向けて検討が必要です。女性会や組合員との関係構築のためには
西宮支店との連携（組織活動、文化活動への参画）を図ります。 新しいアプローチの検討を行います。近隣の永井医院との関係性も維持となり

2 地域医療との連携強化 2 提携医院である永井医院との連携強化に向けて、何ができるかを ました。引き続き良好な関係の維持に努めることが重要と認識しています。
オアシス西宮全体で考えることができるように取り組みます。　 社会福祉協議会のふれぼのの10周年記念事業にも参加し、地域交流を

3 社会福祉協議会との連携強化 3 社会福祉協議会との連携を地域交流イベントを通して強化します。 深めることができました。また、毎月の定例会への参加が定着し地域の事業所と
障害者就労支援事業所など、いままで交流が無かった事業所とも してオアシス西宮が参画できる機会が増え、次年度の発展が望めます。

4 地域自治会との連携強化 何ができるか可能性を模索します。 運営推進会議を通じて民生委員の方との交流がありますが、発展はして
4 地域自治会との連携や民生委員との対話機会を増やします。　 いないため次年度に向けての新しいアプローチが必要になります。

西宮事業部としての一体感を意識し、シームレスな運営を念頭に行動しました。
1 事業別会議の積極活用による業務統一 1 　課題の解決に向けた組織内での共有や相談、助言を取り入れ 但し、その意識が全体では完全には定着されていないため、次年度に

　　　組織力を活かした課題解決ができるようにします。 繋がるように、取り組みの継続が必要です。
2 組織風土の理解促進と変化の実践および 2 　「利用者本位の宣言」を職員全員で遵守します。プロ意識を持ち 利用者本位の取り組みについては事業所全体への接遇向上が必須となります。

それらの外部への発信 　職務にあたるように、職員会議を通じて理解を深める意識改革を まだまだ接遇に改善の余地が残されており、研修や講習を行いサービス価値の
　します。また、インスタグラムやオアシス通信を通じ利用者や外部 向上に努めなければならないという認識が強まりました。夜間帯を中心に

　 　へ発信します。 サ高住夜勤の介護職の接遇向上が喫緊の課題との認識があります。介護
3 職員のモチベーション向上にむけた風土の 3 　組織全体としてのモチベーション向上の取り組みを行う。 サイドの問題ととらえるのではなく、全体として考えなければ課題の解決に

醸成 　日頃の声掛けや職員間のコミュニケーションを大切にします。 繋がらないため、一人ひとりの意識向上が必要となります。次年度の課題です。
コンプライアンスブックの活用を職員会議時に読み合わせし、共有しました。

1 虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 1 配布している「コンプライアンスブック」の冊子を活用します。 ＢＣＰ訓練の一環で実践訓練を予定しましたが、実施には至りませんでした。
住宅としてBCP対応を構築して、内部研修時を活用し実践訓練を 次年度に向けて準備を進めます。特に食事関係は重要と認識しています。
行います。（非常時の食事準備など予定） 入居時の各部署との調整を行い、実地調査を行いました。利用サービスの

2 介護保険事業への事業所間連携の強化 2 入居相談業務を通じ、各事業所のサービス利用を促進します。 確認や情報収集を行うことができました。入居時のスムーズなサービス提供を
事業所の担当者間の連携を密にして、必要サービスの見極めや するため、次年度も継続的に取り組み、強化をしていきます。各部署間の

　 提供体制の調整を行います。 職員会議時に車いすの知識を深める研修を行い、介護技術や方法を深め
3 介護保険制度への理解を深める 3 事務職員には日頃から介護知識の習得に努めるように促します。 実践に繋げる取り組みを行いました。付き添いサービス同行時にも活かされて

職員会議時に勉強会を行い、介護スキルや知識を身につけます。 おり、次年度も継続的に取り組む重要な内容としています。
受講ができなかったため事業所全体では研修内容は共有できませんでした。

1 メンタルケアの強化 1 メンタルヘルス研修を受講し、事業所全体で共有を図ります。 但し、業務効率化のための研修を通して会議の効率化を図る内容は共有が
2 ワークライフバランスの実現 2 仕事とプライベートが両立できるような業務分担に努めます。 できました。会議前の参加者の内容の事前確認や時間の取り決め、意見を

作業効率を追求し、改善点を洗い出し、改善を実施をします。 する人の振り分け、議事進行役など、会議を参加者が一丸となって進行に
3 JAについての知識を深め、組織への帰属意識の3 職員の法人への帰属意識が向上するような取組みを提案します。 協力するという体質が身につきました。また、車いすを制作している会社の
　 向上を図る取り組みの提案と実施 職員が笑顔で最大限のポテンシャルを発揮できるような環境を整 研修会にも3名参加し（全体では12名）最新型の車椅子についての理解を

えるよう努めます。職員がJA傘下の法人で良かったと思えるよう 深めることができました。職員が食農の取り組みに参加することによって
な取り組みに努めます。JA傘下の職員を意識できるような取組み ジェイエイの関連職員としての帰属意識の強化が見られました。次年度に
を提案し、帰属意識を高めるよう努めます。 向けても必須課題と認識し、食農を通じて継続して取り組みが必要です。

職員の管理・育成
の対応

○

組織風土改革の対
応

介護保険制度の対
応

○

△

△

地域における公益
的な取り組み

△

◎

達成度 進捗状況／課題

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

その人の「くらし方」に応じて、様々なサポートを提案し、自
己選択にて利用していただける環境を整えます。（選択サ
ービスの提案、充実）

収入目標
通期稼働

123,452
49.5

〇

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス西宮サービス付き高齢者向け住宅

キャッチフレーズ 目標値 総括

〇
〇

△
△

△

△

○

○

○

△
△
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＜年間目標＞
千円 令和7年8月宝塚居宅が西宮居宅と統合同時に特定事業所加算Ⅱ取得
件 増収につながりました。
件 定期巡回人員、連携不足により、ケアマネ業務以外のシャドーワーク

＜進捗・実績＞ が増加し負担が過度になりました。
収入　1939千円
介護件数：1,023件
予防件数：202件

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1 同法人内連携率の向上（50％以上）を図ります。 サ高住入居者に関しては、同法人定期巡回、訪問看護、ヘルプ積極的に紹介
1 事業目標達成のための予算統制の強化 ・ 連携率を把握し、連携が少ない事業所へ紹介 今年度は定期巡回人員不足やクレームがあり、連携が円滑にすすまない

・ 連携率の低い事業所への助言 ことが多かったです。
2 技術導入に向けた準備としての業務見直し 2 ケアマネ業務、業務以外を明確にし、効率的に業務を進めます。 ICT利用による業務効率化に遅れを感じます。

・ 見える化ツールの活用、分析 （残業10時間/月以内） 定期巡回人員、連携不足によりケアマネによるシャドーワーク
・ サ高住事務所との連携 をしないといけない状況により、本来業務が滞り残業が増えました。

3 利用者や地域への連絡文書作成の機械化、 3 提供表のFAX送信や郵送を、メール送信へ転換を図ります。 従来通り提供票は紙ベースによるFAX送付となりました。
効率化 ・ 提供表のＰＤＦ化 （75%以上） 今後、ケアプランデーターシステムを利用予定です。

・ メールアドレス情報収集

1 JA兵庫六甲との連携 1 組合員や地域を対象としてセミナーを行い、福祉について理解を 今年度は、地域やJAとの関わりがなかったが、令和8年度は地域を巻き込んだ
深めてていただく機会を増やしていきます。　（2回/年） イベントを実施予定です。

2 地域医療との連携 2 市や地域包括などが主催する医療と連携会へ参加し医療従事者 定期的に研修に参加し、医療や地域の情報を事業所内会議にて共有しました。
との、顔の見える関係性づくりを行います。　（2回/年）

1 事業別会議の積極活用による業務統一 1 法人内居宅業務の統一化を行います。 法人内居宅会議にて情報共有を実施しました。
・ 事業別会議への参加　（1回/3カ月） オアシス西宮居宅介護支援事業所が主催する高齢者による嚥下講座を実施
・ 西宮利用者の法人内居宅との事例検討実施　（1回/月） しました。

1 リスクアセスメントの実施による業務の 1 法令順守のための運営書類を事業部及び法人内部の連携をもって 自主点検を実施しました。
手順化 監査し改善していきます。 内部監査については未実施です。監査が入った居宅の情報共有を行いました。

・ 自主点検　（2回/年）
・ 法人内他居宅による内部チェック　（1回/年）

2 介護保険制度の勉強 2 .地域包括との合同勉強会の実施を行います。　（4回/年） 事例検討会に参加しました。ケースが多様化しているため
2 .勉強会や研修に参加し、最新の情報を把握します。 他制度に関する研修に参加し情報共有を行いました。

・ 外部研修への参加　（4回/年）

1 人事考課の徹底 1 目標設定・中間評価の対面面談を全職員へ行い適正な評価に 各ケアマネジャーの能力を見極め、目標にかかげた数値が達成できるよう
つなげていきます。　（2回/年　3月・10月） 手段を一緒に考えていきます。

2 ワークライフバランスの実現 2 サ高住.事務所と連携し、ケアマネ業務以外の負担を軽減しオン・ シャドーワークが多く、ケアマネ業務以外の身体、精神負担が過度となりました。
オフを明確にします。

3 有給取得率の向上を図ります。　（消化率50%） 有給休暇の取得促しにより、取得率向上につながりました。
4 夏季休暇・冬季休暇を１００％取得します。 特別休暇取得達成しました。

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

収入目標 ：
介護件数 ：

5,373
408

「地域とつながり、安心を届けるケアサポート」
予防件数 ： 60

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス西宮居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

地域における公益
的な取り組み

達成度 進捗状況／課題
〇

△

×

経営面の対応

×

◎

△

職員の管理・育成
の対応

△

介護保険制度の対
応

〇

組織風土改革の対
応

△

×

〇
◎
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＜年間目標＞ ・稼働率目標も、収入目標も達成することが出来ませんでした。令和８年１月度
％ から外部から来所されていた方々が徐々に減少し２月末で終了となりました。
千円　（処遇改善 2,755千円） ４月から１名のみ外部から徒歩で来所されています。３月からは新制デイとして

処遇改善金込み 36,311千円 サ高住を中心とした(月)(水)(金)のデイに生まれ変わりました。
＜進捗・実績＞ 外部からは徒歩で来所出来る者間の方で食事・入浴をメインに、職員、利用

コミュニケーションを大事に令和８年度は頑張ってまいります。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

・午前・午後共に13名の利用者の参加を目指します。急な休みの方には曜日 ・曜日の振替が可能な方は曜日変更を行なう事が出来ました。ショート利用の方の
. 　変更や振替利用を行ない、曜日増加などの声掛けを利用者へ行います。 　曜日振替など柔軟にすることが出来ました。
・事業目標達成のための予算統制の強化 ・体験利用をされた人はケアマネに情報提供や様子を伝え必ず契約に結び ・体験利用された方の情報提供はその日のうちに行うようにし、契約に結び付け

　付けられるよう取組みます。 たかったのですが、　契約まで結びつかないことが多かったように感じました。
・技術導入にむけた準備としての業務の見直し ・デイの適正人員を確認しオアシス西宮内で介護の一体運営を考えます。 ・入浴の事もあり適正人員より多い人員体制だったと振り返っています。

・自立支援に向けて、新しい体操や、機能訓練を個別に計画をして実施して ・ラダーを取り入れたり、PTによる機能訓練で１つ進んだ個別訓練を実施することが出来ました。

　まいります。 ・靴を履く練習など職員と利用者さまと一緒に行ないたかったが出来ませんでした。
・毎月テーマ（靴を履く練習など）を職員と一緒に考えて実施していきます。

・ライフや介護計画で過不足のない記録を作ります。 ・介護計画は出来るだけ遅くならない様にして記録簿を作って管理し、作成しました。
・JA組合員へのリハデイ営業を勧め、リハデイへの利用に繋げていきます。 .JA兵庫六甲福祉との連携部分は令和７年度何も実施することが出来ません

・JA兵庫六甲との連携 ・西宮支店の組織活動、文化活動と連携をとり、繋がりが出来るような機会 でした。　令和８年度は介護講習や、認知症講座など他部署と連携しながら
　を作ります。 行えるように早くから計画を立てて行ないたいと考えております。
・ＪＡ組合員や地域住民にむけた介護無料講座を拠点内で連携して開催しま

　す。

・JA事業と連動した「認知症講座」や「介護講習」を、他の事業所と一緒に

　連携して開催出来るよう取組みます。

・直売所との連携をデイの利用者と結び付けるようにアピールします。

・JAらしさ（直売所まで機能訓練を行う）など、事業内容を検討します。

・組織風土の理解促進と変化の実践および ・地域の中で他のデイサービスセンターの見学に行き、オアシス西宮リハビリ ・他のデイサービスには見学に行きましたがオアシス西宮リハビリとしての売り
　それらの外部への発信 　センターを知り、デイの売りを再確認します。 を再確認し、確立することは困難でした。

・常に利用者の状況を把握し、新しい事が出来るような工夫を提案します。 ・利用者様との状況をナースやPT,STと一緒に把握し、新しい事が出来るように
・身体だけでなく心を動かすリハビリを行うようにします。 した結果、以前より心も体も元気になった方もおられました。
　⇒毎月職員会議で職員と提案していく。 ・職員会議の時にカンファレンスを職員で行い問題点を話し合い利用者様の

・技術導入に向けた準備としての業務の見直し ・生活の状況を全職員で聞き取り、何に困っているのかを見つけて、利用者 対応を行う様にしました。
　様に提案、対応してまいります。 ・連絡帳・業務日誌などほのぼのに打ち込むことによって時間の短縮に
・業務の効率化を目指します。 繋がったと考えております。

・年２回他事業所と一緒に行いました。
・BCP、感染症のシュミレーションを行います。 ・事業所間で利用者様の変化を話し合う事はありましたが事例検討会までには、

・虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ・自事業所内での事例検討会を他の事業所と一緒に行うようにします。 至らなかったと反省しております。
・左記研修を各職員に周知徹底し、接遇をしっかり行うよう取組みます。 ・接遇などしっかり取り組みが出来ておりました。
・アンガーマネジメントを職員に徹底し、職員や利用者への対応を ・アンガーマネジメントを徹底し、職員や利用者様に落ち着いた対応が出来て
　落ち着いた状態で対応出来るようにします。 いたと感じております。ライフを対応できる職員が出来なかったので令和８年度は

・正確な報酬請求と加算収得 ・ライフ入力など複数の職員で対応できるように業務の見直しを行います。 必ず複数の職員が出来るようにしたいとン考えております。
・口腔加算収得に向けてアピールを行います。 ・口腔機能向上加算が収得出来そうな人はすべて収得出来ました。

・人事考課の徹底 ・目標面接や定期目標の実施に取り組みます。 ・面接は実施していました。
・各職員の研修計画を検討し、管理者と一緒に実施してまいります。 ・年間を通して、法定研修など一緒に行って居ましたが中々進める事が出来ま
・定期巡回との兼務を積極的に協力して頂けるよう職員との話し合いを行い せんでした。・定期巡回との業務は協力出来ていたと思います。

・拠点単位でのDX強化 　定期巡回とデイとの職員と密に繋がる様に努めます。

・自立支援を目指して出来る事は自分で行って頂くように１か月毎に目標を
立てて行いました。結果少しずつではあるが利用者様が出来るようになること

・少ない人材でどのようにして業務を行って行けるか、業務の見直しを各職員 で職員の負担も減り業務の効率に繋がりました。
　から提案して貰い、職員一同で話し合いながら進めていきます。

×
△

達成度 進捗状況／課題
△

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス西宮リハビリデイサービスセンター

キャッチフレーズ 目標値 総括

33,556

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

地域における公益
的な取り組み

ココロとカラダ動かす３時間

稼働率目標
収入目標

72.0

稼働率実績 61.7%
収入目標 29，203千円

×
×

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

組織風土改革の対
応

◎
×
〇
〇

×

×
×

◎
×

△
×

△

〇
△

△

△

△

×
◎

〇
△

〇
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＜年間目標＞ ・実績は年間目標を達成できました。医療保険での収入が約9割を占めています。今年度は

千円 亡くなる方が多く、主治医との連携を密に持ち、特別指示書を依頼し、複数回訪問を行ったり、

名以上 難病の方の訪問回数を増やすなどし昨年同様売り上げを伸ばしてきました。

回以上 ・介護保険利用者に関しては外部のケアマネにもアプローチをし2件獲得することができました

＜進捗・実績＞ ・事業所の移動でケアスタッフとの連携が図れヘルプ利用者への訪問看護導入ができました

年間収入： ・今年度は2名の退職者がいましたが、他は定着率もよくチームとしての成長がみられました

利用者数：
利用回数：

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

①今年度は利用者がお亡くなりになるケースが多く、新入居者も多かったです。
1 事業目標達成のための予算統制の強化 ① サ高住・定期巡回介護・ヘルプ利用者で介護介入が必要な方の ケアマネからの依頼が一時減少したが、合同運営会議を行った結果、ケアマネ

拾い出しとアプローチを行います。 からの依頼が回復しました
② 外部ｹｱﾏﾈ来訪時などを利用し新規獲得のアプローチを行います。 ②ケアマネ来訪時は受付に依頼し呼んでもらうようにしました。新規獲得には
③ 退院時共同指導などの開催を積極的にアプローチしてまいります。 至りませんでしたがなじみの関係を築け信頼関係の構築に繋がっています
④ 有料サービスの拡大を図ります。 ③ケアマネの許可を得て、直接地域連携室に依頼し実施できたケースもあります

（お薬預かりサービス利用者獲得・新事業開拓） が、実施していない病院もありました
⑤ 利用者の状況に応じ、必要時は医療保険への切り替えの提案を ④お薬預かりサービスは継続できていますが新規開拓はできませんでした

行います。 ⑤ ターミナルの方などは見極めを行い、医療保険への切り替えを行いましたました

1 JA兵庫六甲との連携 ① オアシス西宮の他サービスとも連携し、介護教室の開催を企画・ ①開催はできませんでした
実施します。

② サ高住と連携し、施設内で健康相談などの開催を企画実施します。 ②施設内での健康相談は行えませんでしたが個別に行うことはありました
2 地域医療・福祉事業所との連携　 ① 西宮市訪問看護ステーション連絡会議に参加し、地域との連携を ①往診日と重なるため全日程での参加はできませんでしたが、議事録やメール

図ります。 などで状況把握を行いました
② 西宮市訪問看護ステーション連絡会議で市民祭りに参加し、地域 ②市民祭りの委員となり準備や当日の参加協力を行いました

連携を深めます。
③ 県立病院開催の研修会に参加し、地域医療との連携を図ります。 ③ 研修会の案内が少なく、参加することができませんでした

1 組織風土の理解促進と変化の実践および ① サ高住内での看護・定期巡回看護・訪問看護等の役割を明確にし ①事業所の移動で、同じ場所で業務を行うことで、スタッフも含め看護の役割の
それらの外部への発信 周知を図ります。 理解が深まったと思います

② 利用者を「主人公」にしたケアの実施の実践・検証を行います。 ② 看護としては、常に利用者が「主人公」との意識を持ち実践しています。しかし、
③ 1/Mのスタ不ミーティングを行い、スタッフ間のコミュニケ＾ションを 人手不足や早急な業務改善などでの混乱で、全体的に実践・検証は行えていない

図り、良好な人間関係づくりを行います。 と思われます。
③ 1/月のスタッフミーティングは実施できチーム内でのコミュニケーションは
取れています

1 虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ① 実践ができる感染症マニュアルの作成を行います。 ① マニュアル作成まで至っていません
② 作成したマニュアルを実践し、修正などをかけながらスタッフ間で

周知を図ります。 ②上記と同じ

1 人事考課の徹底 ① 目標面接・中間面接・効果面接は必ず実施し、必要時は適時に ① 目標面接・中間面接・効果面接は実施できています。退職希望者には適時
面接を行います。 面接を行い聞き取りを実施しました

② 面接・ミーティングなどで得たスタッフからの意見を尊重し、今後の ②業務改善を行っています
活動に反映していきます。

③ 研修会などに最低1回/年は参加できるよう働きかけてまいります。 ③薬剤メーカーからの研修に全員で参加することができました
④ 話しやすい職場環境づくりに努めてまいります。 ④声掛けを心がけました

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

収入目標 ：
利用者 ：
利用回数 ： 45

10
7,074

「お一人お一人の思いを大切にその方の人生をサポートしていきます」
8、939千円

10.7名
88.2回

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス西宮訪問看護ステーション

キャッチフレーズ 目標値 総括

地域における公益
的な取り組み

達成度 進捗状況／課題

〇

〇
〇
△

経営面の対応

◎

×

〇

×
△

職員の管理・育成
の対応

〇

介護保険制度の対
応

×

組織風土改革の対
応

◎

×

△

◎

×

〇

◎
〇
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＜年間目標＞ 住宅では例年になく退去者が多い年となりました。特に定期巡回の利用者が

人 ご逝去、入院、療養型への転居という理由でサービス終了となりました。実績と

千円　（処遇改善 1,770千円） しては、12月～2月にかけて、ご逝去された方が4人、ご入院後に他施設へ移られた

処遇改善金込み 89,946千円 方が3名おり、利用人数を維持出来ず、目標件数が未達となりました。また、人員

＜進捗・実績＞ 体制においては、退職者が多く運営の維持が喫緊の課題となるなど困難な問題が

利用人数 25.5人 多くありました。しかしながら入職者もあり、新体制を構築する機会ともなり次年度に

総収入 90175千円 向けての土台として、方向性が定まりつつあります。ケア表の見直しやサービス量の

調整などの見直しをしたことで、少ない人員で効率的な運営を目指せる形が出来ました。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

・12月～ケア表を見直し、全体が見えるように変更。個々の手順書を作成することで、

技術導入にむけた準備としての業務の ・年間目標の31.3人達成に向け一日のケア表の見直しや、無駄がない ケアの無駄を省くようにしました。ミスを少なくするという観点から「見やすさ」や

見直し 　よう業務の効率化、人件費率を下げてまいります。 「見落とし」に重点を置いた内容に変更しました。表の運用を実施し評価中です。

・インカムでの全体申し送り、パソコンでの申し送り、ほのぼのでの運用 ・インカムでの全体申し送りやスプレッドシートでの連絡事項の送り、ほのぼの入力の

　強化等、申し送り体制の見直しを行います。 記録研修を行いました。次年度に向けては連絡体制の強化はすなわち西宮が一体と

なるための必須要素となるため、さらに強化をしていかなければならないと考えます。

毎月生産性を向上させる仕組みの導入 ・介護、看護連携を強化する為、利用者ファイルを一つにまとめます。 ・2月にファイルの整理を行い、介護・看護を一つにまとめました。

・担当ご利用者の割り当て、担当業務の見直し、家族様ケアマネとの連 ・退職者が続き、職員が不安定だった為、居担の振分けが出来ませえんでした。

　携を強化し信頼関係をよりよくしていきます。 ケアマネと連携が取れず、クレームが数件ありました。改善できるよう対話を継続します。

JA兵庫六甲との連携 ・地域活動支援センター（ふれぼの）のイベントへの参加や地域の人に ・ 職員２名が地域交流会のイベントに出店参加し、交流ができました。定期巡回と

　向けた催しものに開催や参加してまいります。 いう地域密着型のサービスとして、来期に向けて継続的に参加を予定します。

・定期巡回の介護、看護一体型というアピールポイントの強化します。 ・入居時面談の際に、実地調査で定期巡回として参加し、入居時のサービス導入に

・「あんしんねっと２４」定期巡回の人達での情報交換や研修に参加し スムーズに開始できるように調整を行いました。次年度に向けてはて「定期巡回の

　ます。 システム」がご家族にはわかりにくいため、説明を通して理解を深めていただくような

・千歳での研修会、見学会に参加します。 取り組みを行いたい。

・３月に参加しました。情報交換を行いました。一方で千歳での研修会に

参加出来ていませんので、次年度は再度予定をいたします。

組織風土の理解促進と変化の実践 ・NCがなった際の声掛けや対応の強化、優先順位の理解を共有する ・ミーティング時に話し合う機会を作り、接遇改善に努めました。しかしながら、実際の

および 　ため、職員会議で接遇研修を実施します。 クレームもありました。継続的に教育を行うように内容を含めて検討が必要です。

それらの外部への発信 ・ケアの変更や日程調整を事前に家族様、本人様に承諾を得ます。 ・ご家族への連絡調整が出来ていないこともありました。事故報告書の作成を徹底し

・個別性のある介護計画書を作成しケアを徹底することで質の向上に カンファレンスによる原因の洗い出と改善策の検討を行います。

　努めます。 ・計画作成者がケアの現場実務に追われ「個別性のあるケア表」の作成に着手が

・利用状況を把握し空き状況をケアマネに伝える為に1週間のケア表 遅れています。人員体制を整えたうえで、しっかりとした意味のある内容にします。

　を作成し、急な依頼や変更に対応します。 ・全体が見えるケア表に変更したことで、返答が早急に出来るようになりました。

虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ・感染症のマニュアルの見直し、実践に則したマニュアルを作成します。 ・研修時に使用するマニュアルの見直しに向けて、検討を重ねています。次年度には

・BCPの知識、緊急時の動き方を職員全員で訓練する機会を作ります。 完成に至るように、完成時期を設定し、計画的に進めていきます。

リスクアセスメントの実施による業務の ・ヒヤリハット、インシデントレポートの分析、周知、対応を徹底する為に ・夜勤時の火災予防訓練動画を視聴し、訓練も行いました。次年度からは毎月

手順化 　申し送りの後にカンファレンスを開催します。 夜勤者に研修動画の視聴を義務付け、対応を周知徹底します。

・事故が起こった時のカンファレンスはその場で他職種を含めて実施できました。

・職員全員が定期巡回、介護保険の理解　システムの理解できる為に ・12月に定期巡回の見直しをした際、仕組み等の説明を行いました。

　研修会を開催します。 継続的に実施が必要です。研修会の内容を精査し、多方面で使用できる内容を

検討しています。

・個別面談でやりたい事や今後の展望を聞き取りし、課題を明確化し ・3月にフィードバックを面談を実施しました。次年度につながるように、また

人事考課の徹底 　ます。 1人ひとりが前進できるように話を行いました。そのため、目標に対しては

・毎月の職員会議や1週間に一度ミーティングを実施、連携がとれる 定量目標に重きを置き、次年度は取り組みます。

　ように情報共を図ります。 ・12月～毎月、第４火曜日前後にミーティングを施行しています。

・資格取得や研修に参加できるよう、案内や勤務調整を行います。 ・案内は出来ていませんでした。勤務調整は行うことができました。

・法定研修以外にも研修に参加しやすいよう、zoom等で研修に参加 ・案内が出来ていないため、今後の課題とします。

　していきます。 ・職員不足であり、職員数の確保は困難であるが、有休休暇は取得出来ています。

・有給休暇を管理する為にジンジャーの理解、一日の必要職員の数を 継続的に取得できる環境の整備が必須事項ですので、環境改善に向け取り組みます。

　可視化していきます。

組織風土改革の対
応

介護保険制度の対
応

職員の管理・育成
の対応

◎

◎

◎

◎
◎
△

×

進捗状況／課題

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

人数目標 31.3
収入目標 72,246

一人一人の個性「その人らしさ」を大切に！

達成度

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス西宮定期巡回随時対応型訪問介護看護

キャッチフレーズ 目標値 総括

〇

〇

経営面の対応

地域における公益
的な取り組み

◎
×

〇

〇
△

◎

×

〇

◎

◎

◎

〇
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＜年間目標＞
人/月平均 ・営業企画や地域への浸透はある程度でき関係性が構築できました。
千円 ・小規模多機能とは何か、オアシス大和とは何か徐々に浸透し始めてきました。

・相談件数が増加し、登録利用者数が増加しました。
＜進捗・実績＞ ・JA組合員やJA組織との関係性の足掛かりをつかめました。

人/月平均 ・退職者が出たが、猪名川からの職員により、１年間職員配置が取れました。
千円 ・３月の職員退職により人員不足が顕著で、業務の効率化と支出バランスが課題

　です。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

事業目標達成のための予算統制の強化 1 居宅、病院、包括へのFAXと訪問の営業は継続して取り組みます。 ・猪名川居宅と一緒に病院・包括の営業に回りました。
毎月の新規相談件数5件以上を堅持 2 今まで以上に、地域への周知活動に取り組みます。 ・CM、部長で毎月約１５件の居宅を訪問し営業を行いました。　※手作りおやつ持参営業

毎月1件以上の新規契約の実施 ・作品掲示だけでなく、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集等 掲示板の有効活用をはか ・地域包括や居宅、地域住民へ食事会やカフェ会などを通して小規模多機能の
　ります。 利用事例を紹介し、小規模多機能のメリットを説明しました。

21名以上の利用者数の確保 ・大和通信を再開（年4回発行）いたします。 ・毎月の相談件数は、７～８件を維持、１０件を超える時もありました。
・インスタグラム投稿に取り組みます。 ・毎月新規契約は達成していないが、２件以上の契約もありました。
・地域の外出レクの充実をはかります。 ※登録人数２４名を達成

（大和ハウスカフェ　ローソン等）

JA 兵庫六甲 との連携 1 JA東谷支店 ふれあい委員会への参加を通じ、JA組合員との ・７月、１月とふれあい委員会に参加し、事業運営の実績報告を行いました。
東谷支店との定期的な交流の機会を 関係深化をはかります。 特に７月は懇親会にも出席し、組合員との交流を図れました。
年間計画として実施 2 交流研修会・情報交換（資産運用や共済等の講習会）の機会を ・上記の懇親会をきっかけに、営農支援センターから四季の郷直売所との

積極的に設け、JA職員との連携構築をはかります。 食材連携を実施できました。またJA女性会の施設見学やボランティア参加もあり、
距離感が縮まりました。東谷まつりなど東谷支店への協力も実施しました。

地域行事に参加すると同時にお手伝いが 大和自治会や地域包括の後方支援として、地域行事への関りを ・自治会活動として、文化祭やハロウィン企画にも協力しました。
できる余地を探り、手伝えるところを増や 高めてまいります。 運営推進会議を通して大和自治会との関係性を構築できました。
していく ・営業により、東谷地域包括が縮まり、相談等関りが増えました。

組織風土の理解促進と変化の実践および 1 事務所内に目標を掲示し、スタッフ全員が常に目標を意識するよう ・２１名目標と事業部の数字を明確化し、スタッフ会議で共有しました。
それらの外部への発信 取り組みます。 食事会や、おやつ持参営業の価値や意味、理由をスタッフ会議で

時代や環境に合わせてチームで 2 行事等の担当を自ら選び取り組んでいくよう、役割と責任の明確化 共有しました。地域やケアマネ、包括等浸透してきていることを説明しました。
変化し、やりがいを作る をはかります。（得手不得手を明確にし、自己の力を発揮） ・各担当月に行事の役割分担を行い実施しました。

3 スタッフ会議では自らの考えを発言するよう機会を設け、スタッフの ・会議時に研修も担当ごとに実施しました。利用者の情報共有をケアマネ
やりがい向上につとめます。 中心に意見を求めました。

生産性向上への対応 1 業務効率化の為、介護ソフト等のICT活用に取り組んでまいります。 ・ICTの活用は検討が遅れてますが、防犯カメラによる状況把握構築を行いました。
2 生産性向上への対応として、業務を円滑に進めるためスタッフ会議 ・５S運動への協力で、チェックシート作成などに取り組みました。

リ スクアセスメントの実施による業務の 等の場で、職員の意見やアイデア交換を行ってまいります。 整理整頓も進み、倉庫の物品定位置の決定など検討を実施しました。
手順化 3 業務の内容で、専門性の有無の見える化に取り組んでまいります。 ・応援職員でも対応可能なマニュアル作成などが今後の課題です。

応援職員でも対応可能なマニュアル・ （ボランティアや介護体験等の受入れ時活用）
手順の見える化

人事考課の徹底 1 自分自身の目標を常に意識し、いつでも振り返りができるような ・人事考課面談を実施し、目標の確認を行いました。
育成してもらうのでは無く 、自分が 職場づくりにつとめます。（研修計画書と合わせたファイリング） 研修計画と合わせたファイリングなどは実施できていませんでした。
育成していく 2 定期的な研修・セミナーへの参加により、技術や知識を学ぶ機 ・研修は毎月スタッフ会議で実施しました。

会を設けてまいります。 外部研修への参加はあまりできませんでした。
ワークライフバランスの実現 3 自分自身の目標を明確にし、効率的に時間を使用することで、 ・残業の削減に取り組み、削減の実施は出来ています。

仕事と家庭のバランスの実現をはかります。

進捗状況／課題

〇

×

〇
◎

◎

△

△

◎

◎

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

△
〇

組織風土改革の対
応

〇

〇
〇

地域における公益
的な取り組み

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス大和小規模多機能型居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

達成度

◎

◎

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

地域と共に！～地域の安心拠点を目指して～

年間登録目標
年間収入目標

20
55,054

年間登録 21.8
年間収入 61,822
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＜年間目標＞
人/月平均 ・営業企画や地域への浸透はある程度でき関係性が構築できました。
千円 ・小規模多機能とは何か、オアシス猪名川とは何か浸透はまだ弱いと感じています。

・運営推進会議を通し自治会長に小規模多機能の浸透に意欲を持ってもらえました。
＜進捗・実績＞ そこを起点に今後地域住民に浸透させる企画を練っていくことが課題です。

人/月平均 ・JA組合員との交流は弱く、JAの営農など食材関係の部署とも交流も検討します。
千円 ・退職者等大和への応援で職員を配出し、事業部としての協力はできました。

・事業所内の協力体制の風土は、少しづつ良化も引き続き構築が必要です。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

① 事業目標達成のための予算統制の強化 ① 1 収益構造改善のため、平均介護度2以上を目指します。 ・平均介護度要介護2以上を確保できました。
（契約は要介護のみとします。） ・猪名川居宅と一緒に病院・包括の営業に回りました。

2 通い定員超過時は、ハイブリッド方式を採用します。 ・CM、部長で毎月約１５件の居宅を訪問し営業を行いました。地域包括や居宅、
（午前のみの通い、午後のみの通いを作ります。） 表院へ小規模多機能の利用事例を紹介し、小規模多機能のメリットを説明しました。

・毎月の相談件数は、７～８件を維持、１０件を超える時もありました。
② 技術導入にむけた準備としての業務の見直し ② 1 生産性向上のための業務の棚卸しを行い、介護業務と ※登録人数２５名を達成

助手業務に分類して運営します。 ・猪名川の良いところ、営業でPRできるところを職員で出し合いました。
2 看護・介護業務の効率化と配置の最適化を図ります。 ・業務の効率化については５S活動を実施、継続していきます。

① JA 兵庫六甲との連携 ① 1 野菜市、認知症カフェ、無料相談会を通じて、ＪＡ猪名川 ・野菜市は猪名川の組合員からの提供が増え支店とのつながりも増加しました。
支店と共に地域との繋がりを一層深めます。 ・近隣の障害事業所がパン販売を野菜市で参加、地域の広がりが構築できました。

・オレンジカフェを開催。せいふう若葉のオレンジカフェにも野菜市で参加しました。
2 ＪＡ猪名川支店の行事に年間３回以上参加します。 ・ふれあい委員会へ参加し、猪名川拠点の事業運営の説明やPRを行いました。

（ふれあい委員会、桜まつり、グランドゴルフ大会等） ・JA猪名川支店の交流会に参加しました。※営農や道の駅との関係構築が課題。

・評議員（猪名川地区）への挨拶と組合員との交流を相談しました。
・地域自治会への参加を調整し冬に餅つきに参加しました。

① 事業別会議の積極活用による業務統一 ① ほのぼの帳票を積極的に活用して、紙帳票ゼロを目指して ・大きく取り組めてはいません。今後ケアマネと調整する必要があります。
まいります。

② 組織風土の理解促進と変化の実践 ② 宿泊型の小多機からＪＡ版訪問型小多機への転換を考慮して、 ・通いの人数、訪問の人数、泊りの人数と表を作成し、空き枠の
およびそれらの外部への発信 訪問を重視した事業所運営を行います。 確保に努めました。通いの調整ができ、空き枠ができ２５名登録出来たました。

訪問中心の小規模多機能の重要性を検討しました。
※現在３１３回と訪問回数３００回を突破

① リスクアセスメントの実施による業務の手順化 ① 1 データを分析して、どの受託先（老健・病院・居宅・包括）が ・営業シートで分析し、毎月の営業会議で利用者確保の検討を進めました。
多いかを把握し、事業所の安定運営に活用します。 病院や老健、包括から相談が増加しました。

猪名川町保険課と共同制作で小規模多機能チラシを作成するとともに、
2 応援職員でも対応可能なマニュアルを整えます。 町の保険課窓口で活用していただきました。

応援職員対応可能マニュアルは大きく進んでいない状況です。
② 生産性向上への対応 ② 1 生活支援員としてのボランティアの受入れを促進し、 ・上半期、傾聴ボランティアがありまはた。今後ボランティア増加が課題です。

助手業務をサポートに活用します。 ・業務オペレーション見直しは進んでいない状況です。
2 業務オペレーションを見直して生産性を向上します。

① 人事考課の徹底 ① 1 個人の自己高揚感に依存せず、この事業所の職員とならば、 ・事業所内の協力体制など、面談を実施、法人の方針を説明しました。
このチームとならば、頑張れる組織高揚感を誇れる組織へと ・チームとして構築していくまで課題が残る状況です。
転換します。 ・人事考課の面談を実施しました。

2 全員で部門別実行計画書の達成課題を共有し、職員同士の ・課題達成の共有化のため、スタッフ会議では報告をしているが、
信頼関係を深め、より強固なチームを構築します。 浸透するまでは難しいと感じました。

※令和８年度の事業計画書の共有

△

進捗状況／課題

△

×
△
×

◎

△

〇

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

◎

組織風土改革の対
応

×

◎

地域における公益
的な取り組み

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス猪名川小規模多機能型居宅介護事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

達成度

◎経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

収支も雇用も安定運営、そのバランスを保ち、偏るこ
となく介護事業所運営に取り組みます

年間登録目標 23
年間収入目標 70,387

年間登録 23.1
年間収入 75,484
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＜年間目標＞
人/月平均 ・ 毎月、小規模多機能の管理者との同行営業の他、包括に実績を持って行った
人/月平均 際の営業などの結果、毎月5件以上の相談を獲得し続けられました。
千円

＜進捗・実績＞ ・ 相談の内訳が、要支援の比率が高く、かつ、ターミナルなど短期で終了ケース
年間利用者数 介護 人/月平均 も多かったことから、予想以上に、純増となりませんでした。

支援 人/月平均 ・ 質の向上と、より多くのケアプランを担当できる体力作りが課題です。
年間収入 千円 ・ 令和8年2月より、職員増員により、特定事業所加算を算定開始しました。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

事業目標達成の ため の予算統制の強化 1 毎月、近隣病院、地域包括への、あいさつ回りに取り組みます。 1 第四四半期以外は、毎月実施できました。
毎月5件以上の新規相談を継続して 支援介護の介護度に関わらず、困りごとの相談に親身に対 その結果、年間を通じて、毎月5件以上の新規相談の獲得となりました。
獲得 応してまいります。

JA 兵庫六甲 との連携 1 JA猪名川支店の朝礼への参加、及び、朝礼当番を継続して 1 猪名川支店の朝礼に毎週参加し、コミュニケーションを図れました。
毎朝朝礼への参加の継続 取り組みます。

2 野菜市及び介護相談会への協力をいたします。 2 協力の回数が少なかったと感じております。
野菜市や勉強会を通じた交流の促進 （毎月、地域・利用者にチラシを配布）
（月1回以上）

3 JA共済など、JAの事業について知る機会（勉強会等）を、 3 勉強会の開催ができませんでした。
年4回以上開催いたします。

組織風土の理解促進と変化の実践 1 毎週、会議を開催いたします。また、会議では必ず意見交換を 1 毎週、会議を継続して開催できました。
およびそれらの外部への発信 行えるような場づくりにつとめます。

チームの方針やコンセプトを皆で作り 2 常にホウレンソウを行い、よいコミュニケーションがとれるチーム 2 毎日、全ＣＭが、1回以上ホウレンソウを行いました。
上げ、チームの標準基準として各々で になるよう取り組みます。
判断決定できるよう事を目指す
方針コンセプトを常に発信 3 方針・コンセプトを皆で作り、毎朝の朝礼で唱和し、実践行動に 3 方針やコンセプトを毎週唱和し、それに沿ったケアマネジメントを行いました。

取り組みます。（HPなどに反映させる）

虐待・感染症・身体拘束・ BCP への対応 1 自己学習や外部研修で身に着けた知見を、毎月の研修時に 1 持ち回り行使の取り組みができませんでした。
定期的なチーム内研修会の開催に 各職員が持ち回りで講師を行ってまいります。
よる対応力強化 （虐待・感染症・身体拘束・ BCP・意思決定支援・ACPを中心）
（月1回以上）
（包括と協働で行うことで、協力する 2 外部研修に参加し、他事業所ケアマネとの意見交換で理解を 2 毎月の事後由緒連絡会に参加し、意見交換を図りました。
関係作りを推し進める） 深め、対応力の向上をはかります。

人事考課の徹底 1 定期的に事例検討会を行い、自らがなりたい姿を常に考え、 1 事例検討会を行うことがありませんでした
目指すケアマネ像をチームで創り、 理想に近づく行動に繋げてまいります。
理想に近づく行動を積み重ね
定期的に互いに進捗を確認しあう。 2 自らの悩み、目指す姿を定期的かつ随時、言語化し、本当に 2 定期的な１ＯＮ１を通じ、目指す姿の明確化を図れました。
（季節に1回以上） 目指す姿についての精度を高めてまいります。

×

◎

△

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

○

×

◎

組織風土改革の対
応

地域における公益
的な取り組み

◎

△

×

◎

◎

進捗状況／課題

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス猪名川居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

利用者一人ひとりの強みを活かし、
　　　心身ともに新たな元気を見つける支援を提供します

達成度

7,695

39
20

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

14
44

7,232

介護
支援

年間収入目標

年間利用者数
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＜年間目標＞
人/月平均 ・ 直プランの担当件数が70件を超え、一人25件以上を実現できました。
千円 ・ ケアプランデータ連携システムの推進を行うことで、地域のケアマネジャーとの

連携の強化を図ることができました。
＜進捗・実績＞ ・ 民生委員会に複数回参加することで、民生委員との連携強化が図れました。

年間直プラン 人/月平均 ・ 猪名川町保険課、基幹型包括と、2か月に一度の定例会を開始できました。
年間収入 千円 町と基幹型包括との連携の強化を図り、課題を共有し、解決に取組みました。

・ 個々の認識による活動から、チームとしての動きへの移行が、今後の課題です。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

事業目標達成の ため の予算統制の強化 1 予算を根拠とした、直プラン担当件数の調整をはかります。 1 直プラン担当数は、委託仕様書や予算で設定した、一人25件以上を達成
（委託するしないの判断を、毎月月初に請求後、予算に基づき しました。

直プラン63件以上の堅持 　判断し、共有する。）
2 直プラン担当ケースを、月初に名簿化、見える化し、全体共有 2 月末に、担当件数の見える化を行い、全体共有しました。

をはかります。
3 介護に移行するケースについては、名簿に基づき、3か所以上 3 3つ以上の選択肢から選んでいただくことは概ねできていたが、

の居宅より選んでいただく事とし、この時、併設居宅を選択先の 併設居宅への連動の見える化ができておらず、効果が不明でした。
一つとして組み込みます。

JA 兵庫六甲 との連携 1 JA猪名川支店の朝礼への参加、及び、朝礼当番を継続して 1 猪名川支店の朝礼に参加、朝礼当番にも取り組みました。
毎朝朝礼への参加の継続 取り組みます。

2 野菜市及び介護相談会への協力をいたします。 2 野菜市のチラシ配布も毎月300部以上、ポスティングに取り組みました。
野菜市や勉強会を通じた交流の促進 （毎月、地域・利用者にチラシを配布）
（月1回以上）

3 JA共済など、JAの事業について知る機会（勉強会等）を、 3 勉強会の実施はできませんでした。
年4回以上開催いたします。

組織風土の理解促進と変化の実践 1 各市の地域包括の取り組みの良いところを知り、取り入れて 1 良いところの取入れの一環として、商工会議所を通じて、出前講座のチラシを
およびそれらの外部への発信 まいります。（伊丹市、神戸市北区、川西市、宝塚市） 配布しました。今後も、地域の一般企業への取り組みを年1回以上、継続して

（ヒヤリング項目を作成し、上半期に視察。下半期に取り入れ 取り組みます。　また、民生委員会への出席率の向上を図り、年間8回以上の
総合相談、介護予防マネジメントが５０% 　実施。） 民生委員会員参加しました。
地域創りが５０％のチーム創りと、 2 担当地区の自治会、老人会の活動の見える化に取り組みます。 2 取り組んめませんでした。
その取り組みの発信 （各自治体等にヒヤリングに回り、取り纏める。）

3 猪名川町内での研修・会議への参加は、2人以上でおこないます。 3 一人以上参加はしたが、二人での参加の継続ができませんでした。
4 地域活動を半期毎に取り纏め、情報発信をおこないます。 4 取り纏めて発信は出来ませんでした。※口頭で連絡会での不定期発信は行った。

虐待・感染症・身体拘束・ BCP への対応 1 自己学習や外部研修で身に着けた知見を、毎月の研修時に 1 実施できませんでした。
定期的なチーム内研修会の開催に 各職員が持ち回りで講師を行ってまいります。
より、対応力を強化 （虐待・感染症・身体拘束・ BCP・意思決定支援・ACPを中心）
（月1回以上）

2 事務員の協力を得ながら、利用者ファイルの整備状況の確認を 2 ファイルチェック、及びファイル整理を継続して行いました。
行ってまいります。

人事考課の徹底 1 各専門職の価値観を超えた先に、包括としてのコンセプトを 1 コンセプトづくりに取り組めませんでした。
専門職それぞれの価値観の明確化と 創り上げてまいります。
共有により、互いに補い合うことを目標
にしたチームでの取り組みと振返り 2 四半期毎に「誉め誉め会」を実施し、お互いに専門職としての 2 実施できませんでした。

特徴についてコンセンサスを高めてまいります。

3 共通認識を深めるため、週一会議・月一会議の開催を継続し 3 3人体制の際は、毎週の会議を開催し、方向性をそろえていきました。
て取り組みます。

進捗状況／課題

×

◎

○

◎

○

×

×

◎

×

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

×

×

組織風土改革の対
応

○

×

地域における公益
的な取り組み

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： 猪名川町猪名川中学校区地域包括支援センター

キャッチフレーズ 目標値 総括

達成度

◎

◎

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

年間直プラン
年間収入目標

66
24,564

地域への後方支援活動を活発に
68.4

25,069
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＜年間目標＞
千円
名 伊丹、西宮、三田との連携、応援体制の確立により、安定した運営につながりました。
回 一方で登録者数の確保ができず、年度末まで引きずる形となりました。

＜進捗・実績＞ 次年度は事業部の連携、JAとの関係を活かした新規利用者獲得の実行を
年間収入目標： 千円 行います。また職員自ら学び、気づきを得るためインセンティブとキャリアパスの
平均登録者数： 名 明示により意欲喚起に努めます。
平均宿泊者数： 回

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1、事業目標達成のための予算統制の強化 1、人件費と収入の割合を常に意識します。収入面においては新規利用者
　を獲得するため、収入ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ登録人数を毎月職員会議等で発表し、
　全職員一丸となって目標達成の意識をもつよう取り組みます。

2、新たな加算取得に向けた取り組みの強化 2、ｻｰﾋﾞｽ提供体制加算の復活に向けて、介護職員が積極的に資格取得
　を行います。また、自己の評価と収益ｱｯﾌﾟに繋がる意識を持ちます。

3、事業部間連携の強化 3、人件費を抑えつつ効率的に事業運営するためには、事業部間の連携
　が不可欠です。他の事業所との協力関係を築くことで、現状の利用者を
　手放すことなく収入ﾀﾞｳﾝを避けることができます。職員のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを向
　上させ、持続可能な経営を目指します。

1、JA兵庫六甲との連携 1、JAくらしの相談員とWinWinの関係性を築き、お互いが連携を図る事に スマイル阪神との連携により、お米や地元食材の活用を定期化しました。通信で
　より、地域の高齢者やそれをとりまく家族が幸せな暮らしとなるよう情報 運営推進会議や美座防火対策委員会への出席を通じ、
　発信に取り組みます。オアシスを利用することで利点がある仕組みを考 顔の見える関係性を構築。地域の一員としての地位を確立できました。
　えてまいります。 オアシス宝塚の広報誌を発行、利用者家族や地域住民への認知度は向上しました

2、事業所の情報発信 2、運営推進会議等で地域の問題や認知症の問題など、話し合う機会を 運営推進会議や美座防火対策委員会への出席で、顔の見える関係性を構築し
　　地域包括やその他関係機関との良好な 　通じて、地域の高齢者が安心して暮らせるような事事業所を目指してま ました。ケアマネ交流会や福祉避難所研修への参加で事業所の認知度の拡大、
　　関係性構築に向けた取り組み 　いります。また、地域の防災訓練などに参加することで、顔の見える関 地域との関係性の強化を図れました。

　係性の維持を図ります。

1、事業別会議の積極的活用による業務統一 1、他の事業所とある程度統一を図ることで、横の関係性や一貫性のある 事業所間での業務標準化（リーダー業務や運営基準の共有）は完了し、
　運営に知り組みます。また積極的な意見交換通じ、それぞれの良い部分 足並みが揃えるように図れました。
　を活かし、匠より仕組み作りを意識します。 職員の意識の変化も見られました。
　また、他部署と連携する事による運営基準等の理解を深め、監査等に
　対応します。

2、モチベーション向上に向けた取り組み 2、必要時に面談するなど職員の悩みや気になることを一緒に考え、共に 個別面談を継続し、職員の悩み吸い上げに努めたが、中堅層の自己解決
　解決するよう取り組みます。また自身で壁を乗り越える力を付ける事で 能力向上には個人差があり、伴走型のフォローが引き続き必要です。
　問題解決能力の向上をはかります。

1、虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 1、昨年度、規定通りに取り組めなかなかった部分があり、今年度は着実 虐待防止、感染症、BCP対策は年間計画をもとに研修・訓練を行いました。
　に規定に乗っ取って実施することにより、運営減算とならないよう健全な 内容について認識の不十分さがあり、適正な内容と記録の整備が課題として
　運営を行います。 見えました。

2、法令尊守の見直しによる業務効率向上の 2、事業部連携会議の内容を職員と共有し、監査対策を行うと共に、内部 実地指導を意識した書類整備が不十分であり、反省を踏まえた次年度の整備が
　 取り組み 　部監査を行って頂くことで、書類の不備や内容を理解し、本番に備えま 課題です。次年度は他小多機の実施も参考にして、計画的に整備します。

　す。

1、外国人人材の登用 1、積極的に取り入れ、泊りサービスの縮小回避や臨機応変で柔軟性を 今年度は外国人の採用には至りませんでした。
　持ち合わせ、他の事業所では行っていない新たなサービスを検討し、　 泊まりサービスの縮小解除に向けた人材確保を引き続き検討します。
　オアシス宝塚小規模多機能の売りの明確化をはかります。

2、職場環境の改善とメンタルの強化 2、一人で悩まず共に考えるといった共感や傾聴を重視し、人間関係の構 ハラスメント研修やICT活用による情報共有の効率化は進みました。
　築を図ります。また業務の見直しを図り、偏りなく平等に就労できるよう 夜勤職員の突発的な欠員に対する心理的負担がありましたが職員の採用と
　業務分担表や個人作業の洗い出しを行います。 応援確保で安定化を図れています。

3、職員のレベル強化と気づきによる利用者 3、ご利用者をよく知り、その方の残存機能、残存能力、残存記憶に対して OJT/OFF-JTを継続しています。認知症ケアの質の向上は
　　本位の追究 　アプローチし、その方らしい生活が送れるよう職員のレベルアップを図り 見られますが、自発的な資格取得、研修参加を促す意識作りが課題です。

　ます。

△

×

〇

〇

△

〇

〇

〇

△

平均宿泊者数：

今年度は事業所間の連携強化に置いて大きな成果が得られました。

〇

△

◎

19.0 
55 

74,821
23.3

98

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス宝塚小規模多機能型居宅介護事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

介護保険制度の対
応

職員の管理・育成
の対応

進捗状況／課題

経営面の対応

達成度
予算統制については、職員会議での意識付けを継続しましたが、期末時点でも
加算取得については、介護福祉士1名の合格により体制を強化しました。次年度の更
なる上位加算取得への道筋をつけました。
                                                                                                                         
部門間連携は、伊丹・西宮エリアとの応援体制が定着し、人件費率の適正化に寄与し
ました。                                                                                                                                  
加算取得については、介護福祉士1名の合格がありました。次年度の更なる
資格取得を職員に意識づけできました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部門間連携は、伊丹・西宮との応援体制が定
着しました。また訪問介護への
応援を継続することで人件費率の適正化に寄与できました。

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

自身の壁を超えるために、やってみようを合言葉に！！

年間収入目標：
平均登録者数：

地域における公益
的な取り組み

組織風土改革の対
応

61,953 

36



＜年間目標＞
千円 令和７年度は、正職員やヘルパーの退職が多く、利用者人数を伸ばすことが
人 できませんでした。その中でも、終了の出た時間に新規の獲得し、現在いる
回 ヘルパーで収入を確保しようと努力しました。

＜進捗・実績＞ サービス提供責任者の事務の時間確保が難しい状況でした。
実績収入　　　　：21,186　千円
利用人数： 57人
利用回数： 406　回

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1、事業目標達成のための予算統制の強化 １．・生活援助の見直しを５件以上改善すると共に、身体がらみの方を １．生活援助のサービスを身体を絡ませる（共に行う）などケアマネに相談
 　 優先に獲得してまいります。 しながら変更を行いました。

2、事業部間連携の強化 ・職員１人のケア件数、１日５件を目標に取り組みます。 正職員が１名退職なり、厳しい状況ではあったが、残されている職員で行
・利用者数の常時維持を図ります。 けるだけのサービスを維持しました。

２．・宝塚小規模多機能の催し物に参加し、職員同士でも交流の場を ２．小多機の催しも可能な限り参加しました。
設けてまいります。 ヘルプに応援に来て貰い、サービスも継続する事ができ、困った時には
・ヘルプ間では、情報交換をしながら困った時には助け合いを図って 助け合いました。
まいります。

1、JA兵庫六甲との連携 １．・JA相談員との関りを作り、高齢者の方で困っている方がないか １．JＡ相談員へは、アプローチできませんでした。
聞き取りを行ってまいります。

2、事業所の情報発信 ２．・利用者情報をケアマネに報告、連絡、相談を細目に発信し、信頼 ２．ケアマネとは利用者に変化があれば、すぐに連絡をするなど、情報共有
　　地域包括やその他関係機関との良好な 関係の構築を図ります。 をしながら関係の構築に努めました。
　　関係性構築に向けた取り組み ・地域の外部の研修に出席する事で、地域のケアマネに顔を知って

貰い、良好な関係構築を図ります。

1、事業別会議の積極的活用による業務統一 １．・事業の内容を会議で明確に伝える事で、良いところを互いに取り １．事業別のヘルプ会議では、他事業所がどんな事を行っているのかを参考
入れてまいります。 にする事が出来ました。

2、モチベーション向上に向けた取り組み ２．・職員の困りごとを放置せず、会議等で話す場を持ち解決を図りま ２．ヘルパー、職員の困ったことはヘルパー会議などで聞き取り、皆で意見
す。 交換などを行い、解決に努めました。

　　・研修等に参加する事で不安感を取り去ってまいります。 研修に参加する時間は十分に確保できませんでした。
　　・ヘルパー会議や職員会議で成功事例などの発表の場を持ち、職 会議などでは良い事例を参考にして貰えるよう、発表の場を積極的に持ち

員の自信に繋げてまいります。 ました。

1、虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 １．・決められた訓練、研修のスケジュールを守り、減算にならないよ １．全て実施できました。
う取り組みます。

2、法令尊守の見直しによる業務効率向上の ２．・ケアピアを行う事で記録がなくなる為、少しでも利用者様の為に ２．ケアピアを活用してし、今までの事務を短縮する事が出来ました。
取り組み なるよう、時間の有効活用を図ります。

・常に効率的にサービスに回れる順路の検討と実行を図ります。 効率よく回れるシフトを作成し、実行できました。

1、外国人人材の登用 １．・訪問介護のヘルパー不足のため、外国人登用を視野に入れ、 １．外国人は登用しておりません。
しっかりとした研修や同行に取り組みます。

2、職場環境の改善とメンタルの強化 ２．・平等な有給休暇の取得を図ります。 ２．出来るだけ有給休暇が取れるよう、協力しながら業務に取り組みました。
　　・常に職員の行動に目を向け、早期に変化に気づき、面談などで ケアの出来事や些細な事でも日常に会話があるような日々を過ごす事が

解決に導いてまいります。 できました。

〇

◎

〇

×

〇

〇

△

×

〇

〇

進捗状況／課題

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス宝塚ヘルパーステーション

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画

心からの介護と心からの笑顔で一人一人の幸せを大切に！

達成度

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

組織風土改革の対
応

26,541
87

480

地域における公益
的な取り組み

経営面の対応

年間収入目標：
利用人数：
利用回数：
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＜年間目標＞
・ 各職員が目標数値を意識しながら、達成するために各々が考え実行しました。

件 千円 ・ チームワークを活かし、助け合って業務遂行に取り組みました。
件 ・ JAとの連携を図ろうとしていたが、先方の都合で来年度に持ち越しとなったが、

＜進捗・実績＞ 支店長にはアピールすることができました。
介護 件 千円 ・ 事業部間の連携は、年度途中でできない状況となりました。
予防 件 ・ 職場内の雰囲気は良く、オアシス三田だから働けていると実感していただいけて

います。
評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1、事業目標達成のための予算統制の強化 1、ケアマネ一人辺り、平均介護30件のキープに取り組みます。 各々が新規獲得に意欲的に取り組み、持ち件数を大幅に増やしました。

2、インセンティブを意識し、新規利用者の増加に 2、JA組合員から新規依頼が来るように、新規紹介ルートの構築に JA三田支店とセミナーを開催予定だったが、支店の都合で来年度の開催
向けた取り組み 　　取り組みます。 となりました。

3、事業部間連携の強化 3、職員一人ひとりがイベントに参加するよう取り組みます。 小規模多機能の施設見学会に参加。クリスマス会はイベント参加する
予定でしたが、準備硫黄のみとなりました。

1、JA兵庫六甲との連携 1、JAと福祉会の会議を通じて、双方にメリットがある方法を決め、 JA支店長会に赴き、居宅・ヘルプの事業を紹介しました。
　　実践をおこないます。

2、事業所の情報発信 2、JA組合員向けのチラシを作成し、配布をおこないます。 JA支店長会でチラシを各支店に置いてもらうよう依頼しました。
　　地域包括やその他関係機関との良好な関係性 　　毎月の実績配布時に、各包括へ現状報告とあわせ新規獲得の 予防の実績配布時以外にも、各々が各包括に営業活動し新規依頼に
　　構築に向けた取り組み 　　営業をおこないます。 繋がりました。

1、事業別会議の積極的活用による業務統一 1、会議に職員も一緒に参加し、業務改革の意識のレベルアップを 役席者以外にも出席してもらい、運営上の管理者の視点を経験して
　　はかります。 いたただきました。

2、モチベーション向上に向けた取り組み 2、他法人の事業所に給与が高い所もあり、モチベーションアップ 地域のケアマネ給与を調べ、どのくらい乖離しているのか提示し改善を
　　のために給料アップの提案をおこないます。 求めました。
　　モチベーションの下がる時（忙しい時、ケースの内容が上手く ケースに対するアドバイスをその都度することで、不安を解消し手立てを
　　いかない時等）に、マンツーマンで指導し、事業所として情報 見つけるきっかけになりました。また毎朝のミーティングでも共有しました。
　　共有をはかります。

1、虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 1、年1回の委員会で話し合った事項を、各職員へ研修し、それを 居宅会議で委員会での内容をフィードバックしました。
　　基に訓練をおこないます。

2、法令尊守の見直しによる業務効率向上の 2、居宅会議で各々が考えた効率化・簡素化の案を検討し、 業務効率の手立てを皆で考え実行したが、効果が得られない事項も
取り組み 　　法人へ提案をおこないます。 ありました。

法人への提案は出来ませんでした。

1、ワークライフバランスの充実 1、何でも言い合える職場の持続をはかります。 なんでも言い合える笑いのある職場づくりが出来ました。
　　プライベートを優先し、休める環境を維持しながら、仕事が 勤務時間外の電話やメールなどをしないように伝達し、緊急時は
　　滞らないようにチームで取り組みます。 管理者が対応するように変更しました。

2、職場環境の改善とメンタルの強化 2、良い職場で働いていると感じられるように、1日1笑・1日1回は 笑顔や笑い声が出る、良い職場と感じられるよう、毎朝のミーティング
　　情報共有をはかります。 で情報共有をはかりました。

○

◎

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

×

△

△

◎

年間収入目標年間件数目標

達成度取組課題 課題達成のための行動計画

三田オープン開幕！！～地域に慕われる介護支援事業所へ～

介護
予防

1,383
352

1,379
501 

26,535

職員の管理・育成
の対応

介護保険制度の対
応

組織風土改革の対
応

地域における公益
的な取り組み

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス三田居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

進捗状況／課題

25,511

経営面の対応

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目

38



＜年間目標＞ ・ 目標達成だけでなく、本来の目的を見失うことなく事業展開をおこない、
年間収入目標(月平均）　　 皆の協力のもと切磋琢磨しながら計画に取り組みました。

人 千円 ・ ＪＡ支店や組合員との関りが上手くできない面もあったが、介護勉強会など
回 の企画を通じながら引き続き連携を強めてまいります。

＜進捗・実績＞ ・ 訪問介護市場が衰退しているように最近の離職や倒産情報から感じるが、
利用人数 人 在宅の強みを生かし、利益増で人材確保にも繋げてまいります。
利用回数 回 千円

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1、事業目標達成のための予算統制の強化 1-1．サービス内容での疑問や提案は発言していき、サービス向上と ◎ 1-1　ケアマネとの連携を密にし、生活援助でも共に行うことで身体に移行
　　　共に収入確保をはかります。　（生活援助を身体介護に） 割合が5：5から6：4となりました。
1-2．人員の補充をし新規獲得を可能にしていきます。 1-2　何度も根気よく話をすることで、登録ヘルパーをパートヘルパーに

　　　変更となり、登録ヘルパーも１名採用できました。
2、事業部間連携の強化 2-1．事業所間の連携事業のイベントへは欠かさず誰かが参加し、連 2-1　ヘルパー事業所連絡会へ参加し新しいパートを同行し、JAの立ち位置や

　　　携強化をはかります。 　　役割など示すことができきした。他事業所を知ることも大事なので今後も交流
（情報共有の為、他事業所を知ることは大切） 　　回数を増やしてまいります。

1、JA兵庫六甲との連携 1-1．JAの催しに参加し、福祉の魅力オアシス三田を無料で伝えて 1-1　三田地区のＪＡ支店長会に参加し、募集チラシの配布と支店への掲示
　　　まいります。併せて、組合員率の向上に取り組みます。 　　を依頼しました。

　毎週木曜日の施設周りの清掃活動でオアシス三田をアピールしました。
2、事業所の情報発信 2-1．まだまだ宣伝不足の為、オアシス三田ここに有りとチラシ・インスタ 2-1　インスタグラム　事業所変更などあり中々アップすることが出来なく２回　
　　地域包括やその他関係機関との良好な関係性 　　　での周知をはかります。　（JA・みぢかいご・ほっとかへんネット） のみとなりました。
　　構築に向けた取り組み 2-2．QRコードの付いた名刺でホームページやInstagramにダイレクトに 2-2　サ責３人の名刺にインスタのQRコードを印刷し活用をはかりましたが、

　　　誘導出来るよう活用をはかります。 インスタの更新はあまりできませんでした。

1、事業別会議の積極的活用による業務統一 1-1．様々な意見や問題点を事業所ごとに発言しあい、良いところは 1-1 事業効率化としてモニタリングのAI活用術で、けあピアの更新項目として
　　　取り入れながら業務効率化をはかり、監査においての問題点の 　　　AIケアレポートを活用し残業減や仕事効率化、サ責の負担軽減につなげ
　　　把握につとめます。 ました。

2、モチベーション向上に向けた取り組み 2-1．悩みを傾聴するのはもちろんの事、懇親会等により職場に良好な 2-1 個々の個人面談を適宜行い、離職防止につなげました。引き続き、明るく
　　　人間関係の構築をはかります。 　　働きやすい環境の構築をはかります。
　　　褒めあいを一対一の対面で行い、褒めることで皆の士気を高めて
　　　まいります。
2-2．事業所の経営状態を皆で把握し、問題点や取り組みについて 2-2 毎月の収益等を把握してもらうことで、日々の活動のモチベーションに
　　　共有をはかります。 　　　つなぐことが手出来ましたが、反対にプレッシャーにもなりました。

1、虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 1-1．研修及び実地訓練を規定通り実施してまいります。 1-1 毎月定例ヘルパー会を開催し、法定研修は実施終了しました。
　　　居宅とも協力してBCPへの取り組みや実施訓練も行いました

2、法令尊守の見直しによる業務効率向上の 2-1．業務の見直しと法令に基づいた書類の整理など、確実な取り組み
取り組み 　　　を検討してまいります。 2-1 書類の整理と実地指導に対応できる調査は未実施となりました。

　　　※ 全ファイルの把握も未実施

1、外国人人材の登用 1-1．外国人の人材登用について前向きに検討し、対応してまいります。 1-1 検討したところ、訪問介護は、利用者宅で1対１の対応の為、ハードルが
高いという結論となりました。

2、職場環境の改善とメンタルの強化 2-1．業務分担の適正化の見直しを行い、働きやすい職場環境づくりに 2-1 働きやすい職場作りをコンセプトに、取り組むも責任問題も絡み
　　　つとめます。 　　　あまり進みませんでした。
2-2．日々のミーテイングを通じて、サービス内容の把握につとめます。

2-2 日々のミーティングは、サービス等の関係で出来ることが少なくLINE
　　　のグループ分けで日々活用し漏れの無いよう努めました。

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス三田ヘルパーステーション

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 進捗状況／課題達成度

48,451

利用者の笑顔の為に多角的な事業の展開へ

稼働目標
利用人数
利用回数

110
1,060

108
960 39,023 

地域における公益
的な取り組み

組織風土改革の対
応

介護保険制度の対
応

職員の管理・育成
の対応

経営面の対応

○

△

△

×

×

×

○

○

○

○

△

◎

×
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＜年間目標＞
件
件
千円

＜進捗・実績＞
件数　　　　　　　　　介護給付　　　2,369　件
　　　　　　　　　　　　予防給付　　 　1,172件
収入　　　　　　　　　　　　　　　　　47,163　千円

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

・事業目標達成のための予算統制の強化 ・【目標件数・収入】は全職員の総意であり、毎月の達成率を常に ・入院、入所、逝去のｹｰｽが８月から増え、それを上回る新規が獲得できなかった
　 意識し、次月へのモチベーションに繋げます。 　ことが要因です。職員の数字に対する意識は高く、目標達成に向け今後も取り

　組みます。

・毎月生産性を向上させる仕組みの導入 ・ケアプランデータ連携システムによるペーパーレス化・業務の ・ケアプランデータ連携によるペーパーレス化・業務の効率化はできています。
　効率化を推進します。 　次年度連携システムに加入する事業所も増加するため、さらに業務効率化を推進

　します。

・JA兵庫六甲との連携 ・JA各支店生活文化担当者と連携を図り、組合員向け健康セミナーを ・３支店にて計４回健康教室セミナーを開催し、、延べ５１名の組合員に参加いただき
　定期的に開催し、身近な事業所として【くらし】について早期に相談で 　ました。参加者３名の方が介護保険新規申請に繋がりました。
　きる機会を作ります。

・地域医療との連携 ・西区医療介護サポートセンターの研修に参加、往診医、病院MSWと ・西区医療介護サポートセンターの事例検討会に参加、多職種との連携を図りま
　情報を共有、連携を図ります。 　した。
　連携を図ることで退院後も切れ目のないサービスを提供します。 　また、入退院時の加算算定を通じて病院MSWとの信頼関係を構築できています。

・事業別会議の積極的活用による業務統一 ・書式、ファイリング方法を検討し、モデルケースを作成、業務を統一 ・ミルモを活用し、支援経過記録等の作業時間が短縮できました。
　することで管理をしやすくし効率化を図ります。 　１０月神戸市運営指導を受け、書式、ファイリング方法の見直しができました。
　事例検討を開催し、ケアマネジメントのスキルを向上します。 　今後も継続して取り組みます。

・職員のモチベーション向上に向けた風土の醸成 ・インスタ活動、健康セミナーの開催等、職員が一丸となって取り組め ・健康セミナー開催に向け、企画立案進行と全職員が協力しながら取り組むことが
　る機会を持ち【仕事が楽しい】と思える【笑い声のある】職場づくりに 　できました。
　つとめます。

・虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ・虐待、感染症、身体拘束については事業部で委員会を設置、定期 ・委員会では八多淡河あんしんすこやかセンター職員の協力を得て研修を開催
　的に委員会を開催し、研修を行います。 　できました。それをもとに事業所でも研修や訓練を開催しています。
　BCPについては事業所内で担当者を決め、マニュアルに沿って
　研修、机上訓練を実施し、緊急時に備えます。

・介護予防プランの直接契約実施 ・介護予防利用者については直接契約を実施し、経営面の安定 ・５月より介護予防直接契約を開始。５月対象者５２名が３月には６９名に増加、
及び地域包括との関係性をより強くします。 　収益安定に繋がりました。地域包括からの依頼も増えています。

・人事考課の徹底 ・人材を適切に評価し、その後の活躍や成長に繋がるようにします。 ・職員の適正に応じて業務分担ができています。
　個々自らが成長できるよう外部研修への参加を積極的に促し、 　外部研修は全職員が積極的に参加し、事業所へのフィードバックも行うことが
　他職員へフィードバックすることで事業所全体の成長に繋げます。 　できています。

・ワークライフバランスの実現 ・業務の効率化を図り、残業を無くし、時間を有効活用できるように ・残業はほぼゼロと、業務の効率化ができています。
　します。有給休暇を取得しやすい環境を作り、仕事とプライベート 　また日々情報を共有することで担当者不在時も業務が継続できており、
　の調和を図ります。充実した日々を送ることで更に仕事に対する 　有休も取得しやすい環境が整っています。
　モチベーションを向上できるようにします。

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス神戸西居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！
介護給付件数は未達でした。８月から入院、入所、逝去される方が続き、新規が終了
数に追い付かない状態でした。また１２月には神戸北居宅へ押部地区の利用者を移
行したことも要因のひとつです予防給付は目標達成しており、５月より直接契約を開
始したことで収益も上がっています。新規は包括、病院、サービス事業所からコンス
タントに紹介があり、介護・予防ともに積極的に受け入れました。地域貢献活動として
はJA兵庫六甲生活文化担当者と連携し、３支店計４回健康セミナーを開催し延べ５１
名の参加がありました。１０月には神戸市運営指導を受けましたが全体的によくでき
ているとの評価を受けました。

件数目標 介護給付 2,516
予防給付 1,137

収入目標 49,685
GO　　FOR　　IT！　　～　地域へ　～

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度 進捗状況／課題

地域における公益
的な取り組み

◎

経営面の対応 〇

〇

◎

介護保険制度の対
応

◎

組織風土改革の対
応

〇

◎

◎

職員の管理・育成
の対応

◎

◎
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＜年間目標＞

％ 千円

＜進捗・実績＞
稼動率 ％ 千円

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1 事業目標達成のための予算統制の強化 1 月１回、効率的な営業が行えるように営業会議を実施します。 1 毎月第二月曜日に実施、実績と目標の差異を確認、方向性を決定しています。
2 収支状況を全職員で確認し、評価できる点や改善点について 2 タイムキーパーを相談員に任せることで会議の時間は短縮できましたが、職員
全職員で前向きに話し合える会議を月１回、1時間以内で実施 研修、5S会議を含めると１時間以内に終えることができていません。
します。 事前に検討内容を配布をし時間短縮に努めます。

2 毎月生産性を向上させる仕組みの導入 1 利用者の情報伝達を行えるようにほのぼのの有効活用をします。 1 今後も情報の把握漏れがないように発信し、職員の意識をあげていきます。
2 計画書、モニタリング、評価の簡素化を行います。 2 業務分散できています。今後は、リハブ導入し業務効率を図ります。
3 健康王国のシステム有効活用に取り組みます。 3 引き続き取り組みます。
4 インスタを月１回以上、更新できるように取り組みます。 4 発信できていません。今後は担当を決め定期的に更新します。

1 JA兵庫六甲との連携 1 JA垂水支店と協力し、B級野菜などの活用を行い、食品ロスを 1 地域農家とケアマネ向けイベントを実施できました。理事とのつながりも継続
（介護講座からの組合員・職員の相談、 減らします。また、地域農家とのつながりを作ります。 できており園庭のリニューアルをしていきます。
　地域の集い参加や各支店との地域づくり、 2 地域包括のフレイル予防事業に積極的に参加します。 2 会議室を貸し出し、開催に協力しました。
　新規事業への取り組み） 3 近隣保育園、中学校との地域イベントを継続します。 3 中学校においてはトライやるウィークの受け入れ継続していきます。

4 JA組合員様向けの夏休み親子教室に計画から参加協力します。 4 レク用品の貸し出しのみ交流となりました。
5 JA垂水支店、組合員様、ご家族、地域住民向けに向陽フロアを 5 実現できていません。近隣ケアマネとモルックの開催について検討しています。
開放し、社交ダンス教室などの集いの場として活用します。

1 事業別会議の積極活用による業務統一 1 通所事業会議を毎月開催し、事業間連携の強化を図ります。 1 ３ヶ月に１回の開催となりました。アセスメント用紙、モニタリング用紙の統一が
・書類（計画書、日誌など）の統一につなげます。 行えましたが、その後の交流は未実施です。リハブクラウドを先行導入にて
・各事業所のサービス内容の統一、改善につなげます。 モデルケースを作り様式統一を行っていきます。
・事業所間の情報の共有を図り、問題解決につなげます。

2 職員モチベーション向上にむけた風土の醸成 1 職員から生まれた音楽レクを継続して月１回行います。 1 ３回実施することができましたが、毎月実施にできていません。
2 職員間お互いの意見を尊重し、実践につなげます。 2 十分に実施できていませんが、対話の時間を持つように心がけています。
3 法人内の事業所への実践研修を実施します。 3 人員不足もあり、実践できませんでした。
4 各職員、他法人の見学実習を実施します。 4 人員不足もあり、実践できませんでした。

1 生産性向上への対応 1 ほのぼのを活用した個人のケース記録の共有の方法を検討し、 1 事前に必要な情報を出すことにより、全員が確認できる環境を作り、情報伝達
申し送り時間の短縮、確実な情報共有に取り組みます。 の時間が短縮できました。

2 虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 1 各員会の決定事項は全職員に周知し、実施を徹底します。 1 周知は行えています。今後も実施していけるよう取り組みます。
2 BCPマニュアルを完成させ、実践での訓練を年内１回実施します。 2 訓練は実施できました。今後は必要に応じてマニュアルを修正します。
3 感染症については、行政からの情報や法人看護会議の情報を 3 看護師からの発信で実施しています。今後も継続します。
取りまとめ発信、対応方法の実施、確認を行い、感染拡大防止に
努めます。

1 人事考課の徹底 1 3ヶ月に一度面談し、業務達成目標の進捗状況を確認し、 1 都度の相談等には応じていますが、計画的な面談は未実施となっています。
目標達成に向けた助言を行います。 今後は３か月ごとに面談します。

2 外部研修に職員１回は参加し、伝達研修を実施します。 2 外部研修は行えていません。内部研修は管理者が実施しています。
今後は職員と共同で行えるようにしていきます。

2 ワークライフバランスの実現 1 応援体制を活用し、有休のとりやすい環境を作ります。 1 事業部応援、単発バイトの活用で休みやすい環境を作ることができています。
2 面談を通し、個人・職種間の課題を解決に向け取り組みます。 2 職員数減により、職員間協力をせざるを得ない状況となっています。

今後は職員個々の課題解決にはつなげていきます。
3 残業時間ゼロに向けた業務分担の見直しを行います。 3 業務の見直しを行い分担することで属人化を防ぎます。

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス向陽　デイサービスセンター

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！
上期は利用者登録数も40名前半であり、稼働率も上がりにくい状況でした。下期では
利用者様の週の利用回数を調整し、登録利用者数を増やすことにより稼動率の極端
な減を防ぐことができています。しかし、3月からは、常勤職員が欠員により今までよ
りも少ない人数での業務遂行に努め応援や単発バイトを活用し、実質2名減での運
営に取り組むことで人件比率の改善にもつなげることができています。イベントなど
にも取り組むことができています。
今後も、必要人員の導入、応援体制を活用し、「食と農」への取り組みへシフトチェン
ジし、JAブランドを構築していきます。

稼働率目標 収入目標
稼働率 87.6 42,854

共に成長し、共に笑顔を。あなたも、チームの一員です
83.1 41,263

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度 進捗状況／課題

地域における公益
的な取り組み

〇

経営面の対応 〇
△

◎
〇
◎
×

◎
◎
×
×

介護保険制度の対
応

〇

組織風土改革の対
応

〇

△
△
×
×

〇
◎
◎

職員の管理・育成
の対応

×

×

◎
〇

×
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＜年間目標＞
件数目標 収入目標 今年度始めに立てた収入目標に対し、約52万円達成できませんでした。

千円 年度中に増員も行い、さらに収入向上が必須でしたが、業務指導が効率的に行う
ことができず、受け持ち件数が伸びませんでした。

＜進捗・実績＞ 下期より、地域包括からの新規依頼に対し、受け続け、収益は回復しましたが、
件数　　　　 来年度、収益を上げ続ける風土の定着が事業所の課題と実感しています。

千円 まず業務効率化を事業所で進め、新規依頼を受け続けられる体制を構築します。

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1 事業目標達成の為の予算統制の強化 ・毎月の収益と実績件数を、給付管理後に３名で確認し、事業所の達成 ・毎月の収益は居宅会議で過不足を共有し、連携先の地域包括との関係構築に
　率と各CM自身の達成率を意識し、不足があれば新規ケースをどのよ 　務めながら、新規依頼をコンスタントにいただくことができました。ただ、道場
　うに確保するか相談します。相談の依頼元である地域包括とのよい関 　あんすこからの紹介はまばらであり、,関係構築は来年度の課題です。
　係性を、毎月月初の訪問、ケース対応を通じて積み重ねます。

2 毎月生産性を向上させる仕組みの導入 ・グーグルワークスペースで各CMのスケジュール管理を共有します。 ・グーグルカレンダーで各CMのスケジュール共有し、把握しあう習慣を持つことが
　毎月、給付管理、ケースファイル整理を事務員と協働しチェックします。 　できました。ただ、通話時間や書類作成時間の短縮化や週1回の相互ファイル
　通話時間、移動時間を見直し、書類作成時間を確保します。 　点検に費やす時間を作ることができませんでした。
　書類整備の為、週1回ファイルの相互点検を行います。

1 JA兵庫六甲との連携 ・JA支店にて組合員、役職員へ向けた介護相談会を継続します。 ・道の駅おうごふるさとまつりや福祉センターでの高齢者の集い、JA小部支店女性会
　道の駅おうごふるさとまつりや、福祉センターでの高齢者の集いで 　との交流は実施することができました。JA支店での介護相談会は今年度開催する
　介護相談や事業所の広報を継続します。 　ことはできませんでした。

2 地域医療との連携 ・地域の医療機関とは入退院支援を中心に、連携を継続します 。 ・地域の医療機関と日頃より、入退院など連携の機会に関係構築に努めています。
　主治医とは訪問診療の同席や連絡で、ケアプラン作成の意見照会、 　主治医とも訪問診療同行や電話、書面で連携を行い関係構築に努めています。
　診療情報提供、指示書などで随時相談して関係性を維持します。

1 組織風土の理解促進と変化の実践および ・事業所がJA支店にあり、利用者の組合員率も高い地域性であること ・農業を営んでいる家庭も多く、繁忙期など地域の特性を事業所内で共有、理解を
それらの外部への発信 　を認識し、農業や地域の理解を深め適切な相談援助や接遇を継続 　深めることを続けています。

　します 。

2 事業別会議の積極活用による業務統一 ・特定事業所加算の要件、BCP、感染症、運営指導の指摘事項などを ・運営上必要な委員会開催および研修、訓練を基準通り実施することができました。
　法人内居宅事業所で共有し、運営指導に備えます。 　令和7年10月神戸市運営指導を受け、減算要件なく、苦情窓口の神戸市連絡先

　の追加など口頭指導のみでした。

1 虐待・感染症・身体拘束・BCPへの対応 ・BCP訓練、虐待防止委員会、感染症対策委員会を年1回実施します。 ・運営上必要な委員会を法令基準通りに開催しています。
　虐待についての研修も年1回行い、実際に対応する際は地域包括や
　行政、関係機関と連携します。

2 地域との事例検討会 ・地域包括との事例検討会や地域ケア会議に積極的に参加します。 ・訪問圏域の地域包括主催の事例検討会や地域ケア会議には事業所内で誰かが
　例年行っている、済生会ふじの里居宅との合同事例検討会を11月に 　参加できています。また、済生会ふじの里居宅との合同事例検討会の開催も
　実施します。 　オアシス神戸北居宅が主催で実施することができました。

1 メンタルケアの強化 ・抱え込みや孤立がないように、お互いにフォローし合える関係性を ・グーグルカレンダーで予定の共有、不在時のフォローを行うなど事業所内で支え
　つくります。急な休みも、グーグルカレンダーでお互いの予定を確 　合う風土の構築は進んでいます。神戸市こころのサポーター養成講座の受講は
　認し、他の職員が連絡や訪問をします。神戸市こころのサポーター 　できず、次年度の課題です。
　養成講座の受講も継続します。

2 育成してもらうのでは無く自分で ・各自の業績達成目標に沿った研修計画を年度初めに作成します。 ・研修計画に沿って、計画的に内部研修を実施することができました。また、
勉強していく習慣 　法人が主任ケアマネなど上位資格の取得を応援していることを伝え、 　不定期になりますが、外部研修に各々参加することもできています。

　キャリアアップの動機づけを図ります。 　事業所内で1名社会福祉士の合格者がでました。

21,839
合計 1,570

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： オアシス神戸北居宅介護支援事業所

キャッチフレーズ 目標値 総括

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 介護 1,268
予防 302

介護サービスの提供だけにとどまらず、アセスメントで把握し
た環境や生活歴を通して望む生活を一緒に考え、生きがい
を引き出せるケアマネジメントを目指します。

介護 1,195 収入実績
予防 319 21,310
合計 1,514

進捗状況／課題

地域における公益
的な取り組み

〇

経営面の対応 〇

△

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

〇

介護保険制度の対
応

◎

組織風土改革の対
応

〇

◎

◎

職員の管理・育成
の対応

〇

〇

42



＜年間目標＞ 地域全体には引き続きつどいの場等で介護予防や認知症、消費者被害等の啓発や

件 （年間） 後方支援に取り組んできました。社会資源を知らない方へ資料を作成し、自治会総会で

千円 （年間） 説明を行いました。防災訓練に圏域のCMも参加する等、地域とCMををつなぐ事ができました。

回 センターとしての役割や目標も目標も概ね達成できたと思います。

＜進捗・実績＞ 令和7年度の目標件数については未達成の結果です。圏域の人口が徐々に減少して

件　数　実　績　　予防　　957件 いる事や自助で頑張り、認定結果が要支援と出ても変更申請や入院など件数に

収　入　実　績　　　　　　27810千円 繋がりません。今後は相談の進捗状況を可視化し職員で後追いを行い予算達成を

目指したいと思います

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1. 適正な人員配置（4職種）で減算なく収益を安定させます。 1.4職種安定した人員配置で減算なく8年度もこのまま継続します。

1. 事業目標達成のための予算統制の強化 収入予算を回覧し予算達成に向け利用者件数の把握をします。 　毎月の職員会で収益予算に伴った目標件数を周知していますが、職員全員に

毎月、法人全体、事業所の収支検討表を基に職員会で法人と事業 　予算の意識は高まっていない状況があります。新規申請後のアプローチ効果も

所の動向を共有し事業所の予算、収支の意識統一を図ります。 　あり12月からは80件を超えています。相談の可視化ツールを使って申請後の

　 　アプローチと収支、利用者件数を職員会で意識統一を図ります。

2. 毎月生産性向上をさせる取り組みの導入 2. 事務員と連携し毎月15日までに前月の帳票類を整理します。 2.帳票は滞りも見られ、事務員と帳票整理の取り決めを見直し実施しています。

関係機関への連絡ツールを検討し作業を効率化します。 　連絡ツールはほぼ完成し、2人体制でFAXの確認を始めている所です。

月1回の巡回員時に記録の見直しを行い簡素化に取り組みます。 　AIを活用し時間短縮と議事録作成時間削減の効果はあるが、議事録の最終確認に

ミーティングの時間や回数を検討し効率化を図ります。 　1人の職員対応のため、全員ができるよう取り組みます。

1. 圏域のJA兵庫六甲から要請があればフレイル予防、消費者被害の 1.11月に地域の文化祭やお祭り等に予定通り参加しセンターの周知ができています。

1. JA兵庫六甲との連携 啓発や介護保険制度の説明を行います。 上淡河JA女性会からフレイルに向けての講師依頼があり講師派遣の支援を行い

例年、講師紹介依頼があるJA女性会との関係性を維持します。 ました。1月は高齢者の支援の意見交換の会議や2月に2040年問題について

JA主催のふるさとまつりに参加し、介護相談ブースを設け地域住民 区地域ケア会議に上淡河支店　淡河支店　八多支店の各支店長が出席して頂き、

に事業所の役割等の広報を行います。 JA各支店にセンターを認識して頂いたと思います。

2. 地域医療との連携 2. 医療介護サポートセンターや認知症初期集中チームと連携し困難 2.病院からの相談やカンファレンスには参加する等連携を図っています。

事例に対応していきます。 センターの入退院連携の課題が分かり入退院対応ルールを作成し取り組んで

病院からの相談に応じ必要機関と連携を図ります。 います。認知症事例は現在進行中で必要に応じて初期集中チームと連携を考え

年1回ACP,DNARの研修に参加します。 ます。引き続き病院からの相談には応じていきたいと思います。

1. 就業時間内の業務に対する姿勢や職員同士のコミュニケーション 1.事例に対しマニュアルを、その都度各職員が確認しています。

1.組織風土の理解促進と変化の実践および 方法や時間のルールを検討し実施します。 各職員の役割分担を見直し、センター長の役割を職員に周知しました。

それらの外部への発信 初回相談等の対応等の基本的な接遇研修を受講します。 接遇ではなくハラスメントの研修受講やミーティングで検討しセンター内の

あんしんすこやかセンター各マニュアルを確認します。 対応ルールを作成しました。

2.職員のモチベーション向上に向けた 2. 朝のミーティング、月1回のミーティングの実施で孤立化しない環境 2.毎朝のミーティングや月1回の活動の振り返りミーティングを実施継続しています。

風土の醸成 を維持し、日々のコミニュケーションの活性化を図ります。 毎年実施している地区活動に於いて経験のない職員に担当をする機会を作りました。

各自の課題や気づき等について定期的に職員と面談を行います。 次年度は地区活動の役割を分担し、経験を積んで自身に繋げる事と業務の平均化を

経験のない業務や活動にチャレンジし自信に繋げます。 目指します。職員間のコミュニケーションは図れています。

1. 高齢者虐待防止の研修受講します。　（内部1回　外部3回） 1.1月と3月に高齢者虐待防止研修を内部研修とeラーニングの活用し行いました。

1.虐待、感染症、身体拘束、BCPへの対応 年1回以上、感染症研修、訓練を実施します。 今年度も虐待事例がありましたが、誰もが関われるように対応力をつける事が課題と

BCP策定し研修、訓練実施。事業所内でBCP内容を検討し必要な 考えます。研修の受講と経験のない職員も対応できるような取り組みを行います。

項目を追記、改善します。 感染症、災害の研修訓練も行い訪問グッズの見直しを行います。

2.2月に予定通り地域課題に繋がる地域ケア個別会議を実施しました。

2.地域との事例検討会 2. 年1回以上、地域課題と思われる個別ケースに対し地域住民や 7月にケアマネジャーからの相談でケース検討も実施しています。今後も地域には

関係機関と地域ケア個別会議を実施します。 認知症の問題、ゴミ問題、地域からの孤立等個人の課題がいくつも存在し見逃す事

年1回以上、困難事例に対し事業所内及び居宅ケアマネジャーと なく拾い上げて地域ケア個会議を実施し地域課題に繋げます。ケアマネジャーからの

ケース検討会を実施します。 相談も応じケース検討を行い改善策を一緒に考えていきます。

1. 年度始めに各職員と業績達成評価表の内容について達成可能な 1.年度初めに人事考課後の面談を実施しました。　年度途中の9月に面談を

1.人事考課の徹底 目標を話合います。 行い進捗状況の確認を行いました。今年度の最終時点では半分が達成し

定期的な面談で進捗状況を確認します。 今後も定期的な面談は継続していきます。

　
2. 通常の業務中の会話や定期的な面談で体調面や生活状況など 2.職員同士お互いの生活状況や体調面等の声かけや気遣いがあり職員全体では

2.ワークバランスの実現 可能な範囲で把握します。必要に応じ法人に相談します。 良好な関係が築けています。効率化は職員に浸透しつつ残業時間も短縮も

残業なく退社ができるように業務効率化を図ります。 できています。記録の簡素化については具体的な方法を職員と考えていきます。

地域行事の参加を平均化するために、役割分担表を活用します。 地域行事の後方支援は役割分担表の活用で概ね平均化ができていますが、引き続き

　 取り組んでいきます。

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ： 八多淡河あんしんすこやかセンター

キャッチフレーズ 目標値 総括

進捗状況／課題

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！ 件数目標 予防 1,008
収入目標 27,929

地域ケア会 2
互いにつながり安心して暮らせる地域に！

大項目 取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

地域における公益
的な取り組み

◎

経営面の対応 △

△

◎

介護保険制度の対
応

〇

組織風土改革の対
応

〇

〇

◎

職員の管理・育成
の対応

〇

△
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＜年間目標＞ ・

残業費前年比 ％ 減
％ 以下

＜進捗・実績＞ ・

残業費前年比 ％ 減
％ 

評価は　◎：１００％～９１％、〇：９０％～８１％、△：８０％～７１％、×：７０％以下

1 事業目標達成のための予算統制の強化 1 予算作成時ツールの強化に取り組みます。 1 人件費予算策定シートにおいて、月次単位での人件費算定と常勤換算数の算
経営情報の共有と伝達により、一体感ある経営に取り組みます。 定を行うことで次年度以降の人件費管理に活用できるよう改訂をおこないました。
収益悪化事業への経営企画支援等をはかり、収益化支援をおこな 収支検討表にFX4データ及び収入シミレーションシートを連動させる形を検討し、
います。 DRAFT版の製作を完了しました。

2 アウトソーシングによる効率的な事業 2 オンコール等慢性的な課題について、アウトソーシング化も視野に 2 ドクターメイト等の導入について検討した結果、見送りとなりました。
運営 入れた検討をおこないます。

3 技術導入にむけた準備としての業務の 3 業務見える化ツールを活用し、業務の可視化をはかります。 3 居宅介護、訪問介護、小多機（部分的）において、見える化ツールにより業務の
見直し ＊ 事業部会義、生産性向上委員会（部長会）を通じての分析を活かし、DX会議 可視化に取り組みました。現状把握、課題抽出しリーダー業務担当者増加等の

への提案 業務改善につながりました。

1 JA 兵庫六甲 との連携 1 ＪＡ支店と事業所との連携強化に向けた支援に取り組みます。 1 ＪＡによる食農支援基金や花のある事業所づくり情報を提供し、ＪＡと事業所との
人事施策・要員確保における有益的な連携実施をはかります。 連携促進をはかるとともに、ＪＡからの介護相談会希望を積極的に支援しました。

2 地域貢献事業の見直し 2 事業所が実施する地域貢献事業の確認及び広報支援に取り組み 2 新規事業検討プロジェクト事務局として、新たな自費サービスの検討の場の運営
ます。 に努め、3つの新規事業（自費サービス、オアシスカレッジ、身元保証サービス）を
各地域での介護講座のパッケージ化（相談、栄養、運動）に取り組み 決定しました。
ます。
地域に必要とされる自費サービスの検討に取り組みます。

1 事業別会議の積極活用による業務統一 1 事業別会議の開催（年4回）を通じ、見える化ツールの活用や事業 1 各事業毎に定期的に開催しました。ＡＩ活用など業務効率化策を提案し、生産性
特有の課題について議論し、課題解決をはかります。 向上への取り組み、残業時間の削減、要員の可視化、要員統制につながりまし

た。
2 職員のモチベーション向上にむけた風土 2 研修ガイドブックに基づき、自身のキャリアが確認できる仕組み作 2 研修推進委員会において浸透不足の為に整理が必要となっていたことが確認

の醸成 りに取り組みます。 された為、研修ガイドブックについて具体的な取り組みにはいたらず。（見直し継続）

処遇改善の見直しに取り組みます。 処遇改善加算の見直しにより、次年度より新しい制度運用をおこないます。
自分達で話合い、労働環境を整備できるよう心理的安全性の確保 ハラスメント対応から各事業所でのグループワークを実施するも、事業所間で
に取り組みます。 見受けられました。引き続き、心理的安全性の確保に取り組みます。

1 生産性向上への対応 1 事業別会議、生産性向上委員会、DX会議の適切な運営及び情報 1 DX委員会において、Ai議事録作成サービスを検討し各居宅介護支援事業所へ
共有に努めます。 導入をしました。その他、Canva、リハブクラウド等のAiツールを検証し導入しま
会議運営方法（目的と成果の意識化）や議事録の効率化を検討します。 した。また、訪問介護の給与計算において、ほのぼの及びけあぴあノートを活

用した自動計算の仕組み作りに注力しました。
2 リスクアセスメントの実施による業務の 2 企画部と連携をはかり、見える化ツール等を活用して業務の棚卸し 2 リスクマネジメントとして各事業より潜在的リスクの洗い出しをおこないました。

手順化 により潜在的リスクの洗い出しに取り組みます。 引き続き、リスク評価、対策へと取り組みをはかり、職員のリスク意識の醸成へ
取り組みます。

1 外国人人材の登用 1 外国人人材の生活面や就労面のサポート実施をおこないます。 1 ５月から採用した職員は、現在では夜勤なども入れるまでとなりました。引き続き
＊ チューターと人事部担当、紹介会社とシームレスな連携をはじめ、定期的な 紹介会社と連携をはかり、日本語の習熟度や介護力向上などサポートに取り組

面談の実施 みます。
2 人事考課内容の見直し 2 人事考課内容（客観性、数値化等）の見直しをはかります。 2 人事考課のさらなる活用の検討をおこない、次年度から考課制度の見直し内容を

＊ 人事考課面談→目標シート作成→評価の徹底 実施することとなりました。３月にはロールプレイング研修を通じ、考課者判断の
平準化に取り組みました。

3 労務管理の強化 3 管理者だけではなく一般職も含め、労務管理知識の強化に取り 3 三法人での管理職研修に加え、法人内においても外部講師を招き労務管理知識
組みます。 の強化に取り組みました。

○

地域における公益
的な取り組み

組織風土改革の対
応

介護保険制度の対
応

職員の管理・育成
の対応

経営面の対応

◎

激変する外部環境に対しFX4やjinjerの活用で見える化し、経営判断等に早期対応した予
算統制をおこない、大幅な収支改善につながりました。

対応に際しては事業別会議を活かし、具体的な根拠で事業所間統一を意識しました。次
年度も納得感がありつつ、スピード感のある運営の継続に取り組みます。

食事費用の検討が中心であった食事検討委員会を食農推進委員会へと昇華させ、JA兵
庫六甲と連携した花のある事業所づくりや、各事業所での食に対する取り組みの活性化
をはかりました。

JA兵庫六甲グループとして根幹となる取り組みであり、次年度も強化をはかります。

○

×

進捗状況／課題取組課題 課題達成のための行動計画 達成度

「高齢者のくらしのしあわせ」から地域を元気に！

大項目

 「個の技から、組織の仕組み。
　　　本部と現場がつながれば生産性は加速する！」

30
10離 職 率

60
離 職 率 15

令和７年度　部門別実行計画書　（期末検証）
部門名 ：

キャッチフレーズ 目標値 総 括

本部　（企画部・人事部・総務部）

〇

○

◎

△

〇

◎

△

〇
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令和７年度 三法人連携会議・研修 

 

連携会議一覧 

 

 

 

年 月 日 開催内容 開催場所 

令和７年 ４月１０日 第１回 運営責任者会議 ぐろーりあ 

５月１３日 第１回 代表者会議 Ｗｅｂにて開催 

５月２０日 

第１回 三法人連携研修 

「セルフマネジメント」 

第２回 運営責任者会議 

ときめき（ハイブリッド式） 

８月 ５日 第３回 運営責任者会議 オアシス千歳 

８月１２日 第２回 代表者会議 Ｗｅｂにて開催 

８月１９日 
第２回 三法人連携研修 

「管理職のふたつの役割」 
ときめき（ハイブリッド式） 

１０月２７日 第４回 運営責任者会議 ぐろーりあ 

１１月 ４日 第３回 代表者会議 Ｗｅｂにて開催 

１１月１８日 

第３回 三法人連携研修 

「労災の基礎」 

第５回 運営責任者会議 

ときめき（ハイブリッド式） 

１２月 ５日 第６回 運営責任者会議 オアシス千歳 

令和８年 １月２０日 三法人連携 防災訓練 事務局 オアシス千歳（福祉会） 

１月３０日 第７回 運営責任者会議 ぐろーりあ 

２月 ３日 第４回 代表者会議 Ｗｅｂにて開催 

２月１７日 

第４回 三法人連携研修 

「改正労働施策総合推進法」 

第８回 運営責任者会議 

ときめき（ハイブリッド式） 

居宅介護支援事業所 

業務検討会議 令和７年 ７月１７日 

事例検討会  令和７年１０月２３日 

〃    令和８年 ２月２６日 

担当  ときめき 

担当  オアシス千歳 

担当   ぐろーりあ 
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令和７年度 地域貢献事業・活動 

 

事業所名 特別養護老人ホーム 

 

6月 2日～13日         阪神昆陽支援学校より実習生を受け入れ 

6月 9日～20日、9月 2日～24日 武庫之荘総合高校より実習生を受け入れ  

7月 26日             伊丹ふれあい夏まつりへの参加 

10月 3日            伊丹市老人クラブによる施設見学 

11月 14日                       ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー施設

見学と体験 

 

 

事業所名 オアシス千歳デイサービスセンター 

 

4月 30日  サン保育園訪問ふれあい交流 利用者 3名参加 

4月 30日  はぐくみ保育園訪問交流   利用者 3名参加 

6月 13日  双葉幼稚園来所 園児と 2Ｆデイサービスフロアにて交流 

6月 18日  ＪＡ緑化運動より、プランターへ花植え 利用者 3名参加 

7月 26日～27日 

伊丹ふれあい夏まつり  職員 4名参加 

8月 1日  日高高校看護科 3年生 3名体験受け入れ 

8月 4日  伊丹市社協 なつボラ 「デイサービスのスタッフになってみよう」 

       小学生  4名 （保護者付き添い） 

       歩行車、車いす、機械浴の操作や体験 配茶 高齢者とのふれあい 

8月 5日  尼崎双星高校 3年生 1名見学受け入れ 

9月 3日～17日 

武庫之荘総合高校 1年 2名実習受け入れ 

9月 9日  サン保育園園児 デイサービスに敬老訪問 

デイサービス利用者、基準緩和型デイサービス利用者参加 

9月 14日～15日 

ときめきにて シルバーフェスティバル参加 利用者作品展示 

10月 3日  伊丹市老人クラブ 介護セミナー参加 

11月 11日～14日 

教員実習生 2名 受け入れ 

11月 14日 ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー施設見学と体験 

11月 26日 ＪＡ緑化運動より、プランターへ花植え 利用者 3名参加 

12月 3日 ふれあいホールにて サン保育園主催 人形劇鑑賞 利用者様 5名参加 

12月 11日 オアシス千歳周辺ごみひろい 利用者 4名参加 
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12月 19日  サン保育園訪問交流、はぐくみ保育園訪問交流 利用者 3名 

1月 20日  三法人防災訓練実施 利用者様はシェイクアウト訓練参加 

基準緩和利用者様 炊き出し訓練に参加 

2月 25日  はぐくみ保育園へ訪問 4.5歳児ふれあい交流 

2月 16日～18日 

宝塚医療大学 柔道整復師学科 2名 実習受け入れ 

3月 24日～26日 

宝塚医療大学 柔道整復師学科 2名 実習受け入れ 

3月 2日  サン保育園へ訪問 園児 20名とふれあい交流 

 

 

事業所名 オアシス千歳リハビリデイサービスセンター 

 

6月 19日  ＪＡより緑化活動の一環として花を頂き、デイサービス、リハビリデイサ

ービスのご利用者様にプランやーへの植え替えを手伝っていただく。 

※利用者 3名参加 

7月 7日  イタミ・サン保育園の七夕の集いに参加 ※利用者 3名参加 

7月 14日  オアシスカフェ開催 ※利用者、利用者家族 15名が参加 

7月 26日～27日  伊丹ふれあい夏まつりへ参加 

8月 7日  イタミ保育園の園児に屋上で収穫したスイカをプレゼント 

9月 4日  武庫之荘総合高校（福祉探究科）1年生 2名がリハデイにて実習実施 

9月 13日～15日 ケイメゾン・ときめきにてシルバーフェスティバル参加 

※利用者の作品を展示する 

10月 3日  伊丹市老人クラブ介護セミナーを開催 ※参加 30名 

10月 23日  令和 7年度第 1回 リハデイ消防訓練実施 

※職員 6名 利用者 12名参加 

10月 29日  はぐくみ中央保育園の園児 39名が来所し利用者と交流 

10月 30日  イタミ・サン保育園の園児 16名が来所し利用者と交流 

11月 14日  ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー施設見学と体験 

11月 26日  ＪＡより花のある緑化活動の一環としてパンジーの苗を頂き、利用者 3名

と一緒に植え付け 

12月 3日  イタミ・サン保育園主催、とことこシアターを園児と一緒に鑑賞 

※利用者 3名参加 

1月 20日  防災訓練実施 利用者はシェイトアウト訓練後避難経路の確認 

職員はサン・イタミ保育園の先生方と一緒に炊き出し訓練

を行う 
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1月 29日  イタミ・サン保育園を訪問し、園児に利用者様ご主人手作りのボールをプ

レゼント 

2月 16日～18日  宝塚医療大学柔道整復師学科より学生 2名の実習受入 

2月 24日～26日  宝塚医療大学柔道整復師学科より学生 2名の実習受入 

 

 

事業所名 オアシス千歳居宅介護支援事業所 

 

7月 26日～27日 伊丹ふれあい夏まつりへの参加 

11月 14日    ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー施設見学と体験 

 

 

事業所名 オアシス千歳ヘルパーステーション 

 

7月 26日～27日  伊丹ふれあい夏まつりへ参加 

10月 23日     令和 7年度第 1回 リハデイにて消防訓練実施 

11月 14日     ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー施設見学と体験 

1 月 20 日     防災訓練実施 利用者はシェイトアウト訓練後避難経路の確認職

員はサン・イタミ保育園の先生方と一緒に炊き出し訓練を実施 

 

 

事業所名 オアシス千歳 栄養 

 

7月 26日～27日 伊丹ふれあい夏まつりへの参加 

10月 3日    伊丹市老人クラブ介護セミナーへ参加 

11月 14日    ＪＡ伊丹地区５支店合同による介護セミナー参加 

11月 19日    ＪＡ宝塚長尾支店による介護セミナー参加 

1 月 20 日    防災訓練  サン保育園の生徒の避難訓練。先生と共同で炊き出し

訓練を実施 

2月 4日    ＪＡ尼崎小田支店女性会による栄養教室へ参加 

 

 

事業所名 千歳事務所 

 

（１）いたみっ子だんらん食堂への会場提供（月 1回）×12回（毎月第 3水曜日） 

              会計担当業務（月 1回）×12回（食堂終了後毎） 

（２）団らん食堂参加親子・ボランティアへの食育（千歳本館屋上菜園を利用）協力とし

て実った野菜の収穫体験と水やりを実施 

6月 18日、7月 16日、8月 20日 ※毎回おおよそ子供大人合計 15名程度 
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事業所名  南地域包括支援センター 

 

 

◆伊丹市老人クラブ向け介護研修会 … 8月 27日、9月 18日、10月 3日 講師他協力 

◆ＪＡ兵庫六甲伊丹市 5支店合同介護セミナー … 11月 14日 講座協力 

◆ＪＡ兵庫六甲宝塚長尾支店介護セミナー … 11月 19日 講座協力 

◆伊丹ふれあい夏まつり … 7月 26日～27日 両日参加 

 

 

事業所名 池尻小規模多機能・池尻グループホーム 

 

①「介護相談・利用相談」 

毎月随時相談受付、無料での相談を電話や来所で受付、ご家族による電話相談を

小多機年間３２件、グループホーム年間２５件 

②「寄せ植え合同イベント」 

５月と１２月の年２回開催・母の日とクリスマスにお花を鉢に寄せ植え、利用者

と家族に加えて地域住民が６人参加 

③「兵庫県立阪神昆陽高等学校ノーマライゼーション授業講師」 

６月１２日、小規模多機能正職員３名が高校２年生７０人に車いすの使用方法を

指導 

  

1回目 8月 26日（火） 14：00～15：30 

2回目 1月 30日（金） 14：00～15：30 

      
1回目 8名（女性 8名、男性 0名）   
2回目 12名（女性 12名、男性 0名）   
      
1回目 お薬の勉強会    

 講師 株式会社フロンティア薬局 神戸支店 第二エリア：松下氏 

・お薬の飲み方。飲み忘れの対応。 

・お薬の保管・管理。副作用。 

・ジェネリック医薬品。お薬手帳。 

 
      
2回目  悪質業者の撃退法を学ぶ   

 講師 NPO法人 C・キッズ・ネットワーク 酒井 富美子氏 

・悪質業者について（詐欺の種類など） 
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④「阪神昆陽特別支援学校生徒によるパン・菓子販売」 

６月、１０月、１２月、生徒が調理した商品の購入支援、毎回３０個以上、年間約

１００個を購入し、利用者がお客として模擬参加して生徒１５人の就業支援に繋

げる 

⑤「阪神昆陽特別支援学校生徒による高齢者施設レクリエーション研修」 

６月、７月、１０月、１２月、生徒が各１５人来所してレクリエーション実施の

研修を利用者に対して行う 

⑥「阪神昆陽特別支援学校生徒による清掃を仕事にする就業支援実習」 

１月、池尻３フロアを生徒３０人が就業実習として清掃、窓ふき学習を実施 

⑦「阪神昆陽特別支援学校２年生女子生徒の２週間の就職実習」 

１１月、就職に向けた実習として、２年生の女子生徒１名が２週間勤務実習を行

い、期間内に２度担任、保護者、本人を交えた面談、名刺の取り扱い、利用者接

遇、お礼状の書き方等の実習を実施 

 

 

事業所名 オアシス尼崎立花 

 

（１）介護相談窓口…随時電話及び見学相談窓口として、年間 20件の介護利用相談あり 

（２）立花北ふれあい委員会…8 月 1 日にＪＡ支店のふれあい委員会にて、オアシス尼崎

立花の取り組み状況、介護の事について説明を行う 

（３）ＪＡ組合員向け介護セミナーを実施。セミナー後、施設の見学会を実施したところ、 

全出席者（15名）が参加される 

 

・地域貢献の一環として、尼崎市クリーン活動に参加 

・地域イベント（たちばなまつり）に、利用者 4名とともに参加 

 

 

事業所名 オアシス西宮サ高住 

 

6月 1日 わが町クリーニング大作戦（町内清掃）参加 

8月 3日 安井小学校夏祭り 江上町担当の金券売り場の列整理を担当 

8月 11日 社共と地域の事業所による「ひまわりオブジェ」の共同制作と展示を実施 

10月 1日 入居者の国勢調査への地域連携としての取りまとめ協力 

11月 15日 社共安井地区フリーマーケット参加 

11月 25日 宝塚小規模見学会 100歳体操参加者 地域のケアマネ、西宮大井、高瀬管

理栄養士による JA食材を使用した調理披露 
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12月 14日 わが町クリーニング大作戦（町内清掃）参加 

12月 23日 宝塚小規模クリスマス会にて、100歳体操参加者、利用者とクリスマスカー

ド作りと併せて、ケーキデコレーション（西宮：大井、高瀬管理栄養士協力

による手作りケーキ）を提供 

12月 24日 社共ふれぼの合同クリスマス会（オンライン）へ入期初者と共に参加 

3月 14日 社共ふれぼの 10周年行事イベントの地域交流会へ出店参加 

 

 

事業所名 オアシス西宮居宅介護支援事業所 

 

11月 19日 ＪＡ宝塚長尾支店 介護保険セミナー 

11月 25日 宝塚小規模見学会 100歳体操参加者、地域のケアマネへ西宮大井管理者、

高瀬栄養士による JA食材を使用した調理披露 

12月 23日 宝塚小規模クリスマス会 100歳体操参加者、利用者とクリスマスカード

作り、ケーキデコレーション（西宮大井管理者、高瀬栄養士協力による手

作りケーキ提供） 

2 月 25 日 介護保険セミナー 福祉用具体験会 100 歳体操参加者、介護保険説明、

介護ショップひまわり協力による福祉用具利用体験 

 

 

事業所名  オアシス西宮 訪問看護ステーション 

 

10 月 25 日 西宮市市民祭りにおいて、西宮市訪問看護ステーションネットワーク連絡

会よる介護相談と訪問看護事業の広報の実施 

 

 

事業所名 オアシス西宮定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 

（１）8月    町内会の夏祭りへの参加 

（２）3月 14日 地域交流会への参加 

 

  

51



 

 

 

事業所名 オアシス大和小規模多機能型居宅介護事業所 

 

〇地域民生委員、福祉委員、自治会への浸透 

「小規模多機能とはどんなサービスなのか？。」地域にオアシス大和があるのは知っ

ているが、どんなサービスをしているのか？など、運営推進会議で地域への浸透が十

分でないことを検討し、カフェ会（８月、２月）を計４回実施し、小規模多機能の説

明を実施した。 

〇手作り食事、おやつの提供 

地域の居宅介護支援専門員や、地域包括支援センターへ、手作り食事やおやつの提供

を実施し、「小規模多機能のメリット」について事例を紹介して説明した。 

〇ほっとかへんネット川西 

４月    非常災害時 BCP研修 

１０月、３月 フードドライブ 

〇自治会、コミュニティ活動への参加と受入 

９月 大和掃除デー 

１１月 大和文化祭に作品出典 

１１月 大和ハロウィンスタンプラリー（おやつ配布） 

１２月 大和夢ナリエ参加 

１２月 東谷まつり参加（JA東谷支店） 

１２月 つくしんぼ保育園（大和地区）との交流 

２月 大和地区合同災害訓練 

 

・ＪＡ東谷支店ふれあい委員会（７月、１月）へ参加し、オアシス大和の事業運営状況を

説明 

・ＪＡ直売所四季の郷との食材連携を図りました 

・ＪＡ女性会（東谷支店組合員）との交流（９月、１１月）を通じ、オアシス大和施設見

学やボランティア 

 

 

事業所名 オアシス猪名川小規模多機能型居宅介護事業所 

 

〇ＪＡマルシエ野菜市 オアシス茶話会（毎月開催） 

ＪＡ組合員（猪名川産）やＪＡ直売店からの野菜を店頭販売。地域の方にＪＡの野

菜と根付いている。小規模多機能でも食材として利用し、ＪＡの食事を提供してい

る。 

〇オレンジカフェ（年間３回開催） 

猪名川町地区の認知症カフェとして登録し、包括支援センターの支援の下、地域の

利用者や地域ボランティアによる傾聴や体操、栄養相談を実施。 

５月、１１月には、せいふう若葉のオレンジカフェで野菜市ブース出展 
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〇ほっとかへんネット猪名川 

６月 地域の「猪名川福祉祭り」でのブース出展手伝い 

７月 フードドライブ 

１１月 地域の「猪名川祭り」でのブース出展手伝い 

〇自治会活動への参加 

１２月に自治会での餅つき大会に参加し、（利用者４名参加）交流実施。 

 

・ＪＡ猪名川支店ふれあい委員会（７月、１月）に参加し、オアシス猪名川拠点の事業運

営状況を説明 

 

 

事業所名 オアシス三田ヘルパーステーション 

 

5月  社会福祉協議会「オレンジガーデニングプロジェクト」 

認知症啓発活動（認知症について一緒に考え、花を育てる事で皆が暮らしや

すい街）に参加・協力 

12月  社会福祉協議会 「マスターズマラソン応援メッセージ」 

三田路を走るランナーへ熱い思いを届けよう！参加賞頂き、社会福祉協議会

ロビー展示 

 

毎週木曜日の当該施設の清掃活動 

 

 

 

事業所名 オアシス三田居宅介護支援事業所 

 

5月 29日 みぢかいごミーティング 

6月 28日 三田市主催 介護職員育成セミナー（無資格者）に参加し、介護の魅力を説

明 

8月 7日 みぢかいごミーティング 

9月 1日 みぢかいごイベント部会ミーティング 

9月 4日 ＪＡ三田支店介護セミナー打ち合わせ 

10月 28日 みぢかいごイベント部会ミーティング 

11月 4日 みぢかいごミーティング 

1月 25日 みぢかいご活動広報取材対応（神戸新聞掲載） 

2月 13日 みぢかいご施設見学ツアー同行 

3月 27日 みぢかいご施設見学ツアー同行 

 

毎週木曜日の当該施設の清掃活動 
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事業所名 オアシス宝塚小規模多機能型居宅介護 

 

11月 25日 地域住民ケアマネジャー向けに小多機の紹介 

※地域住民１０名参加 

11 月 29 日 地域防災訓練 美座小学校で福祉避難所のブースで地域住民向けて災害時

の車椅子避難や簡易担架での避難について、近隣施設と合同して実施。 

※地域住民多数参加 

事業所からは車椅子持参で参加 

12月 23日 地域交流 クリスマス会 ボランティア募集及び地域交流を実施 

※地域住民９名参加 

2 月 25 日 美座地区いきいき百歳体操参加者へ 依頼を受け介護保険 福祉用具の説

明                  ※３０名参加 

 

・美座地区百歳体操への会議室貸し出し  
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令和７年度

使用月 使用者 行事内容 利用回数

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 5

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂・打合せ 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 辞令交付・入職説明会・交流会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 音楽療法（リモート） 3

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 部長会、部長ミーティング他 2

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 管理者会、作業等 2

オアシス千歳 管理者会議、研修会、面談等 6

総務部 会議、作業他 1

人事部 会議、作業他 5

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 職員健康診断 2

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 音楽療法（リモート） 4

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 部長会、部長ミーティング他 3

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 総務部 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 その他会議・研修 4

オアシス千歳 入所者レントゲン検査 1

オアシス千歳 管理者会議・特養会議他会議等 5

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

外部利用 サン保育園 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 理事会・評議員会・打合せ 4

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 部長会、部長ミーティング他 4

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・面談 2

オアシス千歳 各種会議・研修 9

総務部 会議他 1

人事部 会議・打合せ他 3

地域交流スペース（ふれあいホール千歳）の使用状況

４月

5月

６月
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使用月 使用者 行事内容 利用回数

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操、リーダー会 6

伊丹市南地域包括支援センター 家族介護者教室 1

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

外部利用 サン保育園、イベント 2

外部利用 会議 2

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会・交流会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 全体職員会議 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議 11

オアシス千歳 各種会議・打合せ 6

オアシス千歳 伊丹小学校夏まつり関連 3

人事部 ジンジャー関係他 1

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

外部利用 サン保育園 1

外部利用 エンゼルキッズ 3

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議 10

オアシス千歳 各種会議 5

オアシス千歳 研修 1

オアシス千歳　特養 行事 3

人事部 各種会議 3

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 5

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 5

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 2

外部利用 サン保育園 5

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 理事会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議 11

オアシス千歳 各種会議 14

総務部 各種会議 1

人事部 研修・委員会 3

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市南地域包括支援センター 健康大学／介護セミナー 2

ＪＡ兵庫六甲 介護セミナー打合せ 2

伊丹市老人クラブ 見学会 1

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂　 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会・交流会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議 7

オアシス千歳 研修 1

オアシス千歳 各種会議・研修 7

総務部 各種会議 3

人事部 各種会議 6

７月

８月

９月

１０月
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使用月 使用者 行事内容 利用回数

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 3

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市南地域包括支援センター 健康大学 2

ＪＡ兵庫六甲 介護セミナー打合せ 1

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂　・実行委員 1

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂　・実行委員会 1

外部利用 サン保育園 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 夜勤者健診 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・研修等 8

オアシス千歳 各種会議 8

総務部 各種会議 2

人事部 各種会議 3

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 2

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 5

伊丹市南地域包括支援センター 南小学校区多職種連携会議 2

外部利用 サン保育園 2

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 理事会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会・交流会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・研修等 5

オアシス千歳 各種会議・研修・イベント等 9

人事部 各種会議・研修等 4

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 5

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 2

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・研修等 6

オアシス千歳 各種会議・研修 8

総務部 各種会議 1

人事部 各種会議・研修等 1

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 4

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 4

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

外部利用 伊丹サン保育園 4

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会・入職勉強会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・研修等 7

オアシス千歳 各種会議・研修等 8

総務部 各種会議 1

人事部 ジンジャーミーティング他 7

１１月

１２月

１月

2月
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使用月 使用者 行事内容 利用回数

オアシスカレッジ 基準緩和型デイサービス 5

伊丹市南地域包括支援センター いきいき百歳体操 5

伊丹市社会福祉協議会 子ども食堂 1

外部利用 伊丹サン保育園 3

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 理事会・評議員会 2

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 入職説明会 1

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 各種会議・研修等 11

ジェイエイ兵庫六甲福祉会 外部監査・運営指導 1

オアシス千歳 各種会議・研修等 6

人事部 ジンジャーミーティング他 9

※令和２年3月より、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外部のﾎｰﾙ使用を制限しております。

3月
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オアシス千歳特養・ショート

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 週1回 裁縫 4 1 10 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

5 週1回 裁縫 4 1 11 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

6 週1回 裁縫 4 1 12 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

7 週1回 裁縫 4 1 1 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

8 週1回 裁縫 4 1 2 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

9 週1回 裁縫 4 1 3 週1回 裁縫 4 1

週5回 清掃・片付け 20 1 週5回 清掃・片付け 20 1

12 12

オアシス千歳デイサービス

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 毎日 ドライヤー・食器洗い等 24 26 10 毎日 ドライヤー・食器洗い等 25 34

月２回 習字 2 2 月２回 習字 2 2

月２回 踊りや歌・ヨガ 2 9 月1回 踊りや歌 4 4

5 毎日 ドライヤー・食器洗い等 25 31 11 毎日 ドライヤー・食器洗い等 25 40

月２回 習字 2 2 月２回 習字 2 2

月1回 踊りや歌 4 4 12 毎日 ドライヤー・食器洗い等 25 42

6 毎日 ドライヤー・食器洗い等 23 28 月２回 習字 2 2

月２回 習字 2 2 月2回 踊りや歌 2 8

月5回 踊りや歌・ヨガ 5 19 1 毎日 ドライヤー・食器洗い等 24 37

7 毎日 ドライヤー・食器洗い等 24 30 月２回 習字 2 2

月２回 習字 2 2 月1回 演奏会 1 2

月２回 踊りや歌・フラダンス 2 17 2 毎日 ドライヤー・食器洗い等 24 35

8 毎日 ドライヤー・食器洗い等 22 25 月２回 習字 2 2

月２回 習字 2 2 月1回 踊りや歌 1 5

9 毎日 ドライヤー・食器洗い等 23 30 月1回 介護美容 1 2

月２回 習字 2 2 3 毎日 ドライヤー・食器洗い等 24 39

月２回 踊りや歌・ヨガ 3 3 月２回 習字 2 2

月２回 踊りや歌・フラダンス 2 18

234 278上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 512

令和７年度　ボランティア活動報告書

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 24
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オアシス千歳リハビリデイサービスセンター

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

7月 オアシスカフェ 1 7

7 0

池尻小規模多機能・池尻グループホーム

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 10 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

5 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 11 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

6 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 12 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

7 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 1 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

8 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 2 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

9 月１回 たんぽぽ食堂 1 1 2 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

3 月１回 たんぽぽ食堂 1 1

6 7

オアシス尼崎立花小規模多機能

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 週１ 傾聴VT 1 1 10 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2　.　1 1

5 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2、　1 2 11 週１ 傾聴VT 2 1

6 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2、　1 2 12 週１ 傾聴VT 2 1

7 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2、　1 2 1 音楽バンド 1 4

8 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2、　1 2 1 週１ 傾聴VT 2 1

1 音楽バンド 1 4 2 週１ 傾聴VT 2 1

9 週１　月１ 傾聴VT　ヨガVT 2、　1 2 3 週１ 傾聴VT 2 1

15 10

オアシス西宮サ高住

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

6 年2回 清掃活動 1 2 6 年2回 清掃活動 1 1

8 不定期 夏祭り参加 1 1

3 1

年 間 合 計 4

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 25

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 7

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 13

上半期延べ人数 下半期延べ人数
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オアシス大和小規模多機能

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 傾聴ボラ 1 1 10 傾聴ボラ 6 2

5 傾聴ボラ 7 2 11 JA女性会 1 4

6 傾聴ボラ 3 2 傾聴ボラ 3 2

7 傾聴ボラ 6 2 12 園児交流 1 20

大学生ボラ 1 1 傾聴ボラ 7 2

フラダンス 1 10 1 傾聴ボラ 7 2

8 傾聴ボラ 4 2 コーラス 1 8

大学生ボラ 2 1 2 アコーディオン 1 1

9 演芸ボラ 1 12 傾聴ボラ 4 2

園児交流 1 20 3 傾聴ボラ 7 2

傾聴ボラ 4 2 マジック 1 1

55 46

オアシス猪名川小規模多機能

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

4 月２回 介護相談員 2 2 10 月２回 介護相談員 2 2

5 月２回 介護相談員 2 2 11 月２回 介護相談員 2 2

5 傾聴・調理補助 2 1 傾聴・調理補助 2 1

5 ハープ演奏 1 6 ハープ演奏 1 6

6 月２回 介護相談員 2 2 12 月２回 介護相談員 2 2

7 月２回 介護相談員 2 2 1 月２回 介護相談員 2 2

8 月２回 介護相談員 2 2 2 月２回 介護相談員 2 2

社協学生ボラ 2 2 3 月２回 介護相談員 2 2

9 月２回 介護相談員 2 2

21 19

三田居宅

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

5 月1回 みぢかいご会議 1 1 10 月1回 みぢかいご会議 1 1

8 月1回 みぢかいご会議 1 1 11 月1回 みぢかいご会議 1 1

9 月1回 みぢかいご会議 1 1 2 月1回 みぢかいご会議 1 1

2 月1回 みぢかいご見学ツアー同行 1 1

3 月1回 みぢかいご見学ツアー同行 1 1

3 5

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 40

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 8

上半期延べ人数 下半期延べ人数

年 間 合 計 101
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部門名 オアシス向陽デイサービスセンター

月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数 月 活動ペース 活動内容 活動回数 人数

6 週２回 入浴後ケア 6 1 10 月１回 音楽療法 1 2

不定期 マンドリン 1 7 不定期 ギター 1 1

7 週２回 将棋 9 1 週２回 将棋 10 1

週２回 入浴後ケア 9 1 週２回 入浴後ケア 20 2

8 不定期 オカリナ 1 2 11 月１回 音楽療法 1 2

月１回 音楽療法 1 2 週２回 将棋 10 1

不定期 ギター 1 1 週２回 入浴後ケア 20 2

週２回 将棋 10 1 12 月１回 音楽療法 1 2

週２回 入浴後ケア 20 2 週２回 将棋 9 1

9 月１回 音楽療法 1 2 週２回 入浴後ケア 16 2

週２回 将棋 9 1 1 月１回 音楽療法 1 2

週２回 入浴後ケア 18 2 週２回 将棋 8 1

週２回 入浴後ケア 16 2

2 月１回 音楽療法 1 2

週２回 将棋 8 1

週２回 入浴後ケア 12 2

3 月１回 音楽療法 1 2

週２回 将棋 8 1

週２回 入浴後ケア 9 1

23 30

年 間 合 計 53

上半期延べ人数 下半期延べ人数
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